
平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標１　　　 県民の防犯意識を高め、県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

2

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

犯罪のない安全安心まちづくりについ
て、県民や事業者の理解を深め、防犯意
識を高めるため、テレビやラジオなどのメ
ディア、県の広報紙、ホームページなど
様々な広報媒体を活用して、防犯に関す
る広報・啓発を行います。また、条例や防
犯上の指針などについて、リーフレットや
ホームページなどにより、県民や事業者
に対して情報の提供を行います。

高知県安心安全まちづくり推進会議
が行う安全安心まちづくりポスターの
募集を実施する。
（全小中高等学校へ）

効果的な啓発が行えるよう、関係
団体との連絡を更に密にしていく
必要がある。

高知県安心安全まちづくり推進会議が行う「高知県犯
罪のない安全安心まちづくりポスターの募集」を、県内
小中高等学校へ呼びかけた。
募集期間：５月１日～11月７日

ポスター募集への応募や作品づくりを通
して、犯罪のない安全安心なまちづくり
への子どもたちの意識を高めることにつ
なげることができた。

学校安
全対策
課
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１　県民の防犯意識を高める広報・啓発
・広報紙「安全安心まちづくりニュース」発行（年４回　各
111,000部）
・構成員向け会報「安全安心まちづくりだより」発行（年
３回　各250部）
２　ＲＫＣラジオでの広報（11回）
３　県有車に安全安心まちづくりを呼びかけるマグネット
シートを貼付（毎月５日、第３木曜日等）
４　県庁舎などに「通学路安全の日」を呼びかけるタペ
ストリーを掲示（毎月第３木曜日）
５　安全安心まちづくりポスターの募集
　応募241作品、最優秀作品はポスターとして関係機関
に配布（配布数　1,300枚）
６　上記ポスターを県庁舎に掲示（年1回）
７　安全安心まちづくり出前講座の実施（５回）
８　高知署員との協働により、地域の集まりの場などで
特殊詐欺の手口を寸劇で紹介（公演２回）
９　イオンモール高知専門店街１階南コートで開催した
「安全安心まちづくりひろば」において、安全安心まちづ
くりパネル展を行い、犯罪の発生状況や防犯対策、悪
質商法の手口、防犯活動に取り組む団体などについて
紹介
１０　関係機関・団体の発行する機関紙に特殊詐欺被
害防止や安全安心まちづくりについての記事を寄稿
１１　高知県ホームページでの広報

　広報活動を通して、地域で活動する各団体との連携
を強めることができた。

１　広報紙発行にあたり、より効果
的な発行時期、媒体、内容等につ
いて見極める必要がある。

２　ポスターの募集は、広報紙、各
種会合や講座などあらゆる機会を
通じて応募を呼びかける。

３　現役世代の参画を促進するた
めの広報を工夫する必要がある。

１　県民の防犯意識を高める広報・啓
発
・県民向け広報紙「安全安心まちづく
りニュース」発行（11万部×年4回）
・構成員向け会報「安全安心まちづく
りだより」発行（250部×年4回）
・構成員に向けたＥメールによる「安全
安心まちづくり推進会議速報」の発信
・「安全安心まちづくりパネル展」の実
施
２　高知県ホームページでの広報
３　ラジオ等を利用した広報
４　県有車にマグネットシート貼り付け
（毎月５日、第３木曜日等）
５　県庁舎などへの「通学路安全の
日」タペストリーの掲示（毎月第３木曜
日）
６　安全安心まちづくりポスターの募
集及び作成、配付
７　安全安心まちづくり出前講座の実
施
８　安全安心まちづくりひろばの実施
９　高知県ホームページでの広報
１０　地域活動団体及び若年者等に対
し、情報及び活動資材を提供し、参加
団体の増加、活動の活発化を目指す

(1)　広報・啓発の充実

　 犯罪のない安全安心まちづくりについ
て、県民や事業者の理解を深め、防犯意
識を高めるため、テレビやラジオなどのメ
ディア、県の広報紙、ホームページなど
様々な広報媒体を活用して、防犯に関す
る広報・啓発を行います。また、条例や防
犯上の指針などについて、リーフレットや
ホームページなどにより、県民や事業者
に対して情報の提供を行います。

項
目

内
容

・「安全安心まちづくりニュース」は、地
域で貢献する防犯ボランティア団体の
取組を記事にするなど、タイムリーな紙
面作成に取り組むことにより、防犯意識
のより一層の浸透を図ることができた。
・会報「安全安心まちづくりだより」は、各
団体への伝達手段として利用するなど
浸透してきている。
・上記の広報紙は高知県ホームページ
でも公開し、県民に安全安心まちづくり
に向けた取組を広報することができた。

・ポスターは241点の応募があり、広く児
童生徒に安全安心まちづくり活動への
関心を持たせることができた。
　また、ポスターの入選作品を広報用ポ
スターやポケットティッシュの図柄として
活用し、県内各地の学校や警察等で掲
示し、児童・生徒の手書きポスターによ
り、目を引く広報活動ができた。

県民生
活・男
女共同
参画課
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計画
冊子
記載
ペー
ジ

番号 担当課

基本的方策１　　県民一人ひとりの防犯意識を高める

計画（P)

具体的な取組

1



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標１　　　 県民の防犯意識を高め、県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

番号 担当課

基本的方策１　　県民一人ひとりの防犯意識を高める

計画（P)

具体的な取組

3

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

犯罪のない安全安心まちづくりについ
て、県民や事業者の理解を深め、防犯意
識を高めるため、テレビやラジオなどのメ
ディア、県の広報紙、ホームページなど
様々な広報媒体を活用して、防犯に関す
る広報・啓発を行います。また、条例や防
犯上の指針などについて、リーフレットや
ホームページなどにより、県民や事業者
に対して情報の提供を行います。

１　県警ＨＰの随時更新によるタイム
リーな情報提供に努める。
２　防犯意識の啓発等に関連する活
動状況等の情報をテレビ・ラジオ等あ
らゆるメディアへ発信する。

　HPで提供する情報の充実を図
り、閲覧者が興味を持てる内容に
すること。

1　ＨＰへの各種防犯情報掲載
特殊詐欺被害情報や注意喚起情報等を掲載すると

ともに、各種地域安全活動への参加を呼び掛ける情報
を掲載
２　ラジオ番組へ出演しての広報活動
　　出演回数4回、特殊詐欺被害防止、全国地域安全運
動の実施、鍵かけの促進、年末年始犯罪被害防止を呼
び掛け
３　特殊詐欺被害情報のタイムリーな発信

特殊詐欺被害や不審電話が多発した際には、あん
しんＦメールや各種チラシ等を発信して県民に対し注意
を呼び掛けた。

ＨＰでの広報は、犯罪情報等に関心を
持ち、自発的に閲覧する者に対しては
効果があるが、そうでない者に対する効
果は少なく、他のメディアで県警ＨＰにお
いて犯罪情報等掲示していることを広報
していく必要性がある。

あんしんＦメールに関しては、登録者に
対してのみ、情報が提供されるものであ
るため、今後も登録者を増やしていく必
要性がある。

生活安
全企画
課

34

4

項
目

内
容

(2)犯罪の発生状況や防犯対策に関する
情報等の提供

①広報紙等による情報の提供
県民や事業者の防犯意識を高めるた

め、交番や駐在所で発行する｢ミニ広報
紙｣や｢交番・駐在所速報｣の内容を一層
充実させ、犯罪の発生情報などをタイム
リーに提供するとともに、テレビやラジオ
等のメディア、市町村広報紙等を活用し
て幅広い情報の提供を行います。

交番速報等を活用したタイムリーな防
犯情報等の提供

巡回連絡等による配布には限度
があるため、町内掲示板や市町村
発行の広報紙等新たな広報媒体
への掲載依頼等の工夫が必要。

1　ミニ広報紙・交番速報等の発行
　　２　ＨＰの随時更新
　　水難、山岳事故関係の更新を実施
３　ラジオ広報
４　各署における市町村広報紙等への掲載依頼

各署において市町村広報紙等へ地域情報を掲載する
ことで住民に対する広報を実施した。
５ 交番・駐在所速報を犯罪情勢に併せてタイムリーに
発信し、情報提供を行った。

１　各交番、駐在所等において作成する
ミニ広報紙等により、地域に対するタイ
ムリーな防犯情報を提供することができ
た。
２　ＨＰの内容については、随時更新す
ることによって、新しい安全情報の発信
が行えた。 地域課
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項
目

内
容

(2) 犯罪の発生状況や防犯対策に関す
る情報等の提供

②｢あんしんＦメール｣による不審者等の
情報の提供

県民が地域の不審者情報や身近な犯
罪情報をタイムリーに手に入れられるよ
う、県民に対して、携帯電話を活用した情
報の提供（あんしんＦメール)を行います。

１　あんしんＦメールの登録を促進す
るための広報活動を充実させる。
２　不審者情報を早期に集約し、遅滞
なく配信する。
３　不審者の検挙情報を配信すること
で県民の体感治安を向上させる。

あんしんFメールは、利用者の登
録がなければ配信することができ
ないため、制度について広報し、
利用者を拡充する必要があるこ
と。

あんしんＦメール登録者数
Ｈ28年　12,653人（Ｈ28年12月末）
Ｈ28年発信件数　152件（Ｈ28年12月末）
内訳
　不審者情報　142件
　特殊詐欺情報　10件

各種広報媒体を活用してあんしんＦメー
ルを紹介し、登録者数を増加させていく
必要がある。
情報発信件数が前年より減少していい
るため、増加させる必要性がある。
特に、特殊詐欺に関する情報発信件数
を増加させる必要がある。

生活安
全企画
課
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項
目

内
容

(2) 犯罪の発生状況や防犯対策に関す
る情報等の提供

③ホームページを活用した犯罪情報等の
提供

県民が効果的に自分の安全を守ること
ができるよう、警察のホームページによ
り、県民に対して、県内の犯罪情報や不
審者情報などを提供します。

犯罪情報、不審者情報等の早期集約
及びHPへの掲載を行う。

県民が必要とする犯罪情報、不審
者情報を的確に提供すること。

　ＨＰの内容更新による新規の情報提供
特殊詐欺や不審者情報、その他防犯、地域安全に関

する情報を随時ＨＰに掲載し、ＨＰによる情報発信を
行った。

ＨＰの閲覧者数の検証が困難であるた
め、周知の度合いを図ることができない
ため、別のメディアで県警ＨＰにおいて
情報提供を行っていることを周知させる
必要性がある。 生活安

全企画
課

35
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標１　　　 県民の防犯意識を高め、県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

番号 担当課

基本的方策１　　県民一人ひとりの防犯意識を高める

計画（P)

具体的な取組
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項
目

内
容

(2) 犯罪の発生状況や防犯対策に関す
る情報等の提供

④効果的な防犯活動に関する取組事例
等の提供

夜間の門灯の点灯やあいさつ運動な
ど、効果的な防犯対策に関する取組事例
や防犯効果のある機器などについての
情報を県民や事業者に提供します。

１ 県民の防犯意識を高める広報・啓
発
・ 広報紙「安全安心まちづくりニュー
ス」発行（11万部×年4回）
・ 安全安心まちづくり構成員向けの会
報を発行　　（250部×年４回）
・ 安全安心まちづくりパネル展の実施
・上記２紙の高知県ホームページ掲載
・構成員に向けたＥメールによる「安全
安心まちづくり推進会議速報」の発信
・「安全安心まちづくりパネル展」の実
施
２　高知県ホームページでの広報
３　ラジオ等を利用した広報
４ 安全安心まちづくり出前講座の実
施

　広報内容は、犯罪被害状況に応
じ、同じ内容を繰り返すことになる
が、飽きがこない工夫をこらす必
要がある。

１　県民の防犯意識を高める広報・啓発
・広報紙「安全安心まちづくりニュース」発行（年４回　各
111,000部）
・構成員向け会報「安全安心まちづくりだより」発行（年
３回　各250部）
２　ＲＫＣラジオでの広報（11回）
３　安全安心まちづくり出前講座の実施（５回）
４　高知署員との協働により、地域の集まりの場などで
特殊詐欺の手口を寸劇で紹介（公演２回）
５　イオンモール高知専門店街１階南コートで開催した
「安全安心まちづくりひろば」において、安全安心まちづ
くりパネル展を行い、犯罪の発生状況や防犯対策、悪
質商法の手口、防犯活動に取り組む団体などについて
紹介
６　関係機関・団体の発行する機関紙に特殊詐欺被害
防止や安全安心まちづくりについての記事を寄稿　高
知県ホームページでの広報

　広報活動を通して、地域で活動する各団体との連携
を強めることができた。

１
・広報紙は、地域安全活動の好事例の
紹介を行うことにより、防犯意識の一層
の浸透を図ることができた。
・会報では、犯罪発生統計の詳細を掲
載するなど、より専門的な情報提供に努
めた。

２　特殊詐欺被害は依然として発生して
おり、また、交通事故も含めて被害者の
多くを高齢者が占めている。加えて、新
たな手口が発生していることから、より
一層の広報が必要となる。

県民生
活・男
女共同
参画課
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項
目

内
容

(2) 犯罪の発生状況や防犯対策に関す
る情報等の提供

④効果的な防犯活動に関する取組事例
等の提供

夜間の門灯の点灯やあいさつ運動な
ど、効果的な防犯対策に関する取組事例
や防犯効果のある機器などについての
情報を県民や事業者に提供します。

１　地域安全ニュースの継続発行によ
り、タイムリーな話題を提供する。
２　HPの内容の随時更新により、最新
情報を提供する。

県内に限らず、他の都道府県にお
けるの好事例を幅広く集めて紹介
すること。

主催会議や関係機関の会議に出席し、見守り活動等、
効果的な防犯対策に関する取組事例を紹介。

特殊詐欺や不審者情報地域安全活動に関する情報、
各種防犯活動への参加を呼び掛ける情報をＨＰに掲載
した。

ＨＰでの広報は、犯罪情報等に関心を
持ち、自発的に閲覧する者に対しては
効果があるが、そうでない者に対する効
果は少なく、他のメディアで県警ＨＰにお
いて犯罪情報等掲示していることを広報
していく必要性がある。

生活安
全企画
課
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項
目

内
容

(2) 犯罪の発生状況や防犯対策に関す
る情報等の提供

⑤悪質商法等に関する情報の提供
公的機関を装って振り込みを求められ

るなどの架空請求、不必要な住宅のリ
フォームを執拗に迫られるなどの悪質商
法に関し、県民が被害に遭わないよう、
広報紙やホームページなどにより、県民
に対して、情報の提供を行います。

１ 生活情報紙「くらしネットkochi」へ
の掲載（111,000部×年４回）
２ 高知県ホームページでの広報（ト
ピックスや新着情報の欄への注意情
報、「くらしネットkochi」の記事の掲載
３ ラジオ等を利用した広報（ラジオ
「県からのお知らせ」、高知新聞「くらし
の護身術」）

時期を逸しない情報提供、わかり
やすい紙面にする等心がける。

１　生活情報紙「くらしネットkochi」への掲載
　111,000部×年４回
２ 高知県ホームページでの広報（トピックスや新着情
報の欄への注意情報、「くらしネットkochi」の記事の掲
載）
３ ラジオ等を利用した広報（ラジオ「県からのお知ら
せ」、高知新聞「くらしの護身術」）
　ラジオ「県からのお知らせ」　17回
　高知新聞「くらしの護身術」　35回

県民に対し情報提供を行うことにより、悪質商法等に対
する意識を高めることができた。

県民の消費者被害の未然防止のため
の情報提供として有効な手段であるの
で、引き続き時期を逸しない情報提供を
行う必要がある。

県民生
活・男
女共同
参画課

35

3



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標１　　　 県民の防犯意識を高め、県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

11

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

①様々な広報媒体を活用した広報・啓発
活動

犯罪のない安全安心まちづくりについ
て、県民や事業者、地域活動団体の理解
を深め、地域の防犯意識を高めるため、
テレビやラジオなどのメディア、県の広報
紙、ホームページなど様々な広報媒体を
活用して、防犯に関する広報・啓発を行
います。

高知県安心安全まちづくり推進会議
が行う安全安心まちづくりポスターの
募集を実施（各小中高等学校へ）

　効果的な啓発が行えるよう、関
係団体との連絡を更に密にしてい
く必要がある。

高知県安心安全まちづくり推進会議が行う「高知県犯
罪のない安全安心まちづくりポスターの募集」を、各小
中高等学校へ呼びかけた。
募集期間：５月１日～11月７日

ポスターへの応募呼びかけや入賞作品
の紹介ポスターの掲示などから、県民
や事業者等の理解を深め、防犯意識を
高めることができた。

学校安
全対策
課

36

基本的方策２　　県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

番号

計画（P)

具体的な取組

１　県民の防犯意識を高める広報・啓発
・広報紙「安全安心まちづくりニュース」発行（年４回　各
111,000部）
・構成員向け会報「安全安心まちづくりだより」発行（年
３回　各250部）
２　ＲＫＣラジオでの広報（11回）
３　県有車に安全安心まちづくりを呼びかけるマグネッ
トシートを貼付（毎月５日、第３木曜日等）
４　県庁舎などに「通学路安全の日」を呼びかけるタペ
ストリーを掲示（毎月第３木曜日）
５　安全安心まちづくりポスターの募集
　応募241作品、最優秀作品はポスターとして関係機関
に配布（配布数　1,300枚）
６　上記ポスターを県庁舎に掲示（年1回）
７　安全安心まちづくり出前講座の実施（５回）
８　高知署員との協働により、地域の集まりの場などで
特殊詐欺の手口を寸劇で紹介（公演２回）
９　イオンモール高知専門店街１階南コートで開催した
「安全安心まちづくりひろば」において、安全安心まちづ
くりパネル展を行い、犯罪の発生状況や防犯対策、悪
質商法の手口、防犯活動に取り組む団体などについて
紹介
１０　関係機関・団体の発行する機関紙に特殊詐欺被
害防止や安全安心まちづくりについての記事を寄稿
１１　高知県ホームページでの広報

　広報活動を通して、地域で活動する各団体との連携
を強めることができた。

１　県民の防犯意識を高める広報・啓
発
・県民向け広報紙「安全安心まちづく
りニュース」発行（11万部×年4回）
・構成員向け会報「安全安心まちづく
りだより」発行（250部×年4回）
・構成員に向けたＥメールによる「安全
安心まちづくり推進会議速報」の発信
・「安全安心まちづくりパネル展」の実
施
２　高知県ホームページでの広報
３　ラジオ等を利用した広報
４　県有車にマグネットシート貼り付け
（毎月５日、第３木曜日等）
５　県庁舎などへの「通学路安全の
日」タペストリーの掲示（毎月第３木曜
日）
６　安全安心まちづくりポスターの募
集及び作成、配付
７　安全安心まちづくり出前講座の実
施
８　安全安心まちづくりひろばの実施
９　高知県ホームページでの掲載

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

県民生
活・男
女共同
参画課

3610

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

①様々な広報媒体を活用した広報・啓発
活動
　犯罪のない安全安心まちづくりについ
て、県民や事業者、地域活動団体の理解
を深め、地域の防犯意識を高めるため、
テレビやラジオなどのメディア、県の広報
紙、ホームページなど様々な広報媒体を
活用して、防犯に関する広報・啓発を行
います。

１　安全安心まちづくりニュースや
会報は、各団体の取組に参考とな
るテーマ、記事としていく必要があ
る。

２　全ての県民の防犯意識を高め
るためには、関係機関と協働した
取組が必要。

１
・「安全安心まちづくりニュース」は、地
域で貢献する防犯ボランティア団体の
紹介を行った結果、配布地域が増え、
今後の自主的な活動促進が見込める。

・会報「安全安心まちづくりだより」は、積
極的に関係団体・事業者の取組を記事
にしたり、各団体への伝達手段として利
用するなど浸透してきている。

２　出前講座は県民の声を聞く貴重な機
会ともいえるので、今後も各地で実施し
ていきたい。

4



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標１　　　 県民の防犯意識を高め、県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

基本的方策２　　県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

番号

計画（P)

具体的な取組

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

12

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

①様々な広報媒体を活用した広報・啓発
活動

犯罪のない安全安心まちづくりについ
て、県民や事業者、地域活動団体の理解
を深め、地域の防犯意識を高めるため、
テレビやラジオなどのメディア、県の広報
紙、ホームページなど様々な広報媒体を
活用して、防犯に関する広報・啓発を行
います。

１　県警ＨＰの随時更新によるタイム
リーな情報提供に努める。
２　防犯意識の啓発等に関連する活
動状況等の情報をテレビ・ラジオ等あ
らゆるメディアへ発信する。

　HPで提供する情報の充実を図
り、閲覧者が興味を持てる内容に
すること。

ＨＰへの犯罪情報、地域安全情報の掲載
テレビ・ラジオ等の各種メディアでの活用
あんしんＦメールでの情報発信
報道機関への特殊詐欺被害状況、被害防止対策等の
情報提供
防犯リーフレット等の作成、配布
「わかりやすく、伝わりやすく、親しみやすい防犯」を
テーマにした各種情報提供

効果的な情報発信をすることによって特
に特殊詐欺に関しては、発生件数を減
少させることができたが、絶無には至っ
たいないため、今後とも各種広報メディ
アで有効利用し、更に「わかりやすく、伝
わりやすく、親しみやすい防犯」をテーマ
にした広報活動を実施する必要性があ
る。

生活安
全企画
課

36

13

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

②安全安心まちづくりキャンペーンの実
施

毎年10月11日から20日まで行われる
全国地域安全運動期間中に、県民、事業
者、地域活動団体、関係機関と連携し
て、街頭キャンペーンなどを行います。

１ 全国地域安全運動期間の取組へ
の協力
２ 県有車にマグネットシート貼付、県
庁周辺でののぼり旗の掲示（全国地
域安全運動期間の10月11日から20
日）
３ 広報紙「安全安心まちづくりニュー
ス」等での広報
４　ラジオ等を利用した広報
５　高知県ホームページでの広報
６ 「安全安心まちづくりひろば」の開
催

 　この時期に各地域で開催される
防犯キャンペーンを把握するた
め、日ごろから関係機関、団体と
の連携を図る必要がある。

１　全国地域安全運動期間中、県防犯協会・県警察本
部と協力して「高知県民のつどい」を開催（10月７日）
２　県有車にマグネットシート貼付（全国地域安全運動
期間の10月11日から20日）
３　会報「安全安心まちづくりだより」での広報
４　ＲＫＣラジオでの広報
５　高知県ホームページでの広報

　防犯協会をはじめ、関係機関との連携に努めることに
より、情報共有を図ることができた。

１　「県民のつどい」を開催に協力するこ
とで、地域安全の意識啓発を行うことが
できた。
　
２　例年、全国地域安全運動期間に合
わせて、イオンモール高知専門店街１階
南コートにおいて「安全安心まちづくりひ
ろば」を主催行事として執り行っていた
が、Ｈ28年度については、やむを得ない
事情により、開催時期を2月に変更する
こととなった。

県民生
活・男
女共同
参画課

36

14

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

②安全安心まちづくりキャンペーンの実
施

毎年10月11日から20日まで行われる
全国地域安全運動期間中に、県民、事業
者、地域活動団体、関係機関と連携し
て、街頭キャンペーンなどを行います。

１　全国地域安全運動開催中の取組
への協力
２　高知県民のつどい開催への協力
３　｢安全安心まちづくりひろば｣開催
への参画

　キャンペーン等について、関係
団体との連絡を更に密にし、より
一層効果的な広報・啓発を行って
いく必要がある。

１　全国地域安全運動開催中の取組への協力
２　高知県民のつどい開催への協力（10月７日（金））
３　｢安全安心まちづくりひろば｣開催への参画（２月25
日（土）イオンモール高知）

　安全安心まちづくりに関する取組を紹
介するキャンペーン等を通じて、県民、
事業者、地域活動団体、関係機関と連
携した広報・啓発活動の充実が図られ
た。参加者である県民の防犯意識を高
めるとともに、取組への理解が得られる
機会となった。

学校安
全対策
課

36

15

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

②安全安心まちづくりキャンペーンの実
施

毎年10月11日から20日まで行われる
全国地域安全運動期間中に、県民、事業
者、地域活動団体、関係機関と連携し
て、街頭キャンペーンなどを行います。

１　積極的な活動の展開
２　関係機関との連携による活動

事業者の参加を促す施策を実施
すること。

運動期間中、各警察署において、各地区地域安全協会
や防犯ボランティアと協働して創意工夫を凝らした広報
啓発活動を中心とした各種取組を実施。
高知県民のつどいを開催。

防犯ボランティアと連携の強化や地域
住民の安全意識の向上が図れたが、
取組がマンネリ化している部分もあり、
今後も創意工夫を凝らした新たな取組
を企画し、運動期間中の活動を活性化
させる必要正がある。

生活安
全企画
課

36

5



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標１　　　 県民の防犯意識を高め、県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

基本的方策２　　県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

番号

計画（P)

具体的な取組

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

17

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

③地域活動の機会を捉えたキャンペーン
の実施

交通安全運動など各種の活動の機会
を捉えて、県民、事業者、地域活動団体
に対して、地域で行われる防犯活動への
参加を働きかけます。

１　全国地域安全運動開催中の取組
への協力
２　高知県民のつどい開催への協力
３　｢安全安心まちづくりひろば｣開催
への参画
４　交通安全運動への参画

　キャンペーン等について、関係
団体との連絡を更に密にし、より
一層効果的な広報・啓発を行って
いく必要がある。

１　全国地域安全運動開催中の取組への協力
２　高知県民のつどい開催への協力（10月７日（金））
３　｢安全安心まちづくりひろば｣開催への参画（２月25
日（土）イオンモール高知）
４　春・秋・年末年始の交通安全運動の街頭啓発、啓発
パレード等への参加

　県民、事業者、地域活動団体、関係機
関と連携しながら、防犯や交通安全運
動について、県民に直接ＰＲすることに
より、広報・啓発活動の充実を図ること
ができた。 学校安

全対策
課

36

18

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

③地域活動の機会を捉えたキャンペーン
の実施

交通安全運動など各種の活動の機会
を捉えて、県民、事業者、地域活動団体
に対して、地域で行われる防犯活動への
参加を働きかけます。

　各種機会を捉えた防犯活動への参
加呼びかけ

地域活動に積極的に参加し、防犯
活動に対する理解を深めること。

地域におけるイベントや会議、講習に警察職員が参加
して防犯活動への理解と参加を呼び掛けた。

若い世代の防犯活動の活性化には至っ
ておらず、今後は、特に子育て世代に積
極的に防犯活動へ参加してもらえるよう
に、地域における活動を機会を捉えて
働きかけていく必要がある。

生活安
全企画
課

36

19

項
目

内
容

(2)　情報共有の促進

①地域における情報交換
県民、事業者、地域活動団体による自

主的な防犯活動を促進するうえで、必要
な地域における情報を共有するため、市
町村と連携して警察署単位で警察、事業
者、地域活動団体などがそれぞれ有する
情報を交換する会を開催します。

各種会議における県民、事業者、地
域団体との情報交換会の実施

会議の場以外でも情報交換できる
関係づくりを深めること。

各地区地域安全協会総会や金融機関防犯連合会総
会、タウンポリス連絡協議会等の会議の開催や他機関
が主催する会議に出席して犯罪情勢等を説明し、情報
交換を図った。

主催した会議については、その内容が
マンネリ化している傾向にあるので、会
議の内容に創意工夫を必要とする。会
議の場以外でも情報交換できる関係づ
くりを構築する必要性がある。 生活安

全企画
課

36

16

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

③地域活動の機会を捉えたキャンペーン
の実施
　 交通安全運動など各種の活動の機会
を捉えて、県民、事業者、地域活動団体
に対して、地域で行われる防犯活動への
参加を働きかけます。

１　全国地域安全運動期間中の取組
への協力
　　高知県民のつどいの開催への協
力
２　交通安全運動などの期間中に、交
通安全とあわせて安全安心まちづくり
に関する啓発を実施
３　「安全安心まちづくりひろば」の開
催
４　地域安全協（議）会総会（14ヶ所）
に参加
５　ラジオ等を利用した広報

 　各地域で開催される防犯キャン
ペーンを把握するため、日ごろか
ら関係機関、団体との連携を図る
必要がある。

36

１　全国地域安全運動期間中、高知県防犯協会・県警
察本部と共催で「高知県民のつどい」を開催（10月７日）
２　各地区の地域安全協（議）会の総会に参加し、県の
取組を説明したほか、関係団体に防犯イベントへの参
加を呼びかけ
３　自転車盗難防止活動への協力
　・関係機関に対しワイヤーロックを配付
４　自転車マナーアップ啓発パレードで関係機関に自転
車盗難防止活動についても協力を依頼
５　ボランティア団体の街頭啓発キャンペーンへの協
力、啓発グッズの提供
６　全国地域安全運動についてラジオで広報し、各地
区で行われるイベントへの参加を呼びかけ

　各キャンペーンへの参加や啓発グッズ等の提供を通
じ、関係団体との連携を強化でき、活動の活性化につ
ながった。

1　各地区の地域安全キャンペーンにつ
いて、県民、事業者、地域活動団体へ
の参加呼びかけを行った。これにより、
関係団体との連携を強化することがで
き、それぞれの活動の活性化につな
がった。

２　今後も関係機関、団体との連携強化
を図る必要がある。

県民生
活・男
女共同
参画課

6



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標１　　　 県民の防犯意識を高め、県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

基本的方策２　　県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

番号

計画（P)

具体的な取組

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

20

項
目

内
容

(2)　情報共有の促進

②防犯活動団体の活動内容等の公表
防犯活動団体の活動を活性化させると

ともに、その活動内容などの情報を県民
や地域活動団体が共有し、参考にするこ
とができるよう、防犯活動団体からの情
報の提供を受けて、県のホームページな
どで公表します。

１ 高知県ホームページでの情報提
供
２ 広報紙「安全安心まちづくりニュー
ス」での広報
３ 安全安心まちづくり会報での情報
提供
４　ラジオでの広報

　日頃から関係団体と情報交換を
しながら、各団体における活動状
況を把握している必要がある。

１　高知県ホームページにおいて、防犯活動団体の活
動内容等を公表（55団体）
２  広報紙「安全安心まちづくりニュース」で地域活動団
体の活動を紹介。（年４回　各444,000部発行）
３　会報「安全安心まちづくりだより」で、事業者を含め
た活動を紹介
４　ラジオによる防犯活動団体の活動内容の紹介
５　平成27年度高知県安全安心まちづくり推進会議総
会で安全安心まちづくりパネル展を実施、防犯活動団
体の活動内容を紹介

　広報紙で地域活動団体の紹介や情報提供を行い、各
団体との連携を強めることができた。

「安全安心まちづくりニュース」は、配布
ルート（一部を除き各戸配布）及び発行
数（各回111,000枚）と貴重な広報紙であ
る。広報の成果の検証は大変難しい
が、地域活動団体などの活動紹介する
ことで、他の地域、団体の取組の参考と
なるよう、今後も話題性のある取組の紹
介を行っていく。

県民生
活・男
女共同
参画課

36

21

項
目

内
容

(2)　情報共有の促進

②防犯活動団体の活動内容等の公表
防犯活動団体の活動を活性化させると

ともに、その活動内容などの情報を県民
や地域活動団体が共有し、参考にするこ
とができるよう、防犯活動団体からの情
報の提供を受けて、県のホームページな
どで公表します。

自主防犯団体等の活動内容を集約
し、公表する。

自主防犯団体との情報共有を図
り、幅広い防犯活動団体の活動を
公表すること。

各種会合等での防犯活動団体の活動内容や好事例の
紹介

自主防犯活動の把握が十分でなく、活
動を公表できる対象に偏りが生じてお
り、自主防犯活動団体の把握と連絡体
制の強化を図り、自主防犯団体の活動
情報の提供を受ける必要があるため、
引き続き取り組んでいく。

生活安
全企画
課

36

22

項
目

内
容

(3)防犯活動団体に対する支援

①防犯活動団体の設立の支援
防犯活動団体の設立を促進するため、

設立時に出前講座や講師の派遣、資料
提供などを行うことにより、防犯活動のノ
ウハウや犯罪に関する情報などを提供す
るとともに、ベスト、帽子、腕章など活動
に必要な物品を提供します。

防犯活動団体の設立時における情報
提供、物品提供等の支援

防犯活動への参加を促すため、
県民の防犯活動への参加意識や
興味を促進する取組を行うこと。

青色回転灯装着車を使用する自主防犯パトロール団
体の設立に伴い、講習会や青色回転灯等、活動に必
要な物品の提供を行った。

各種メディアを活用した広報や地域活動
への参加を通じて自主防犯活動の重要
性等を呼び掛ける等、新たに自主防犯
活動を行う団体の設立を促進する施策
を行う必要性がある。

生活安
全企画
課

37

23

項
目

内
容

(3)防犯活動団体に対する支援

②防犯活動団体の活動への支援
防犯活動団体の活動を促進するため、

防犯活動団体に対して、青色回転灯、ベ
スト、帽子、腕章など活動に必要な物品
を提供します。

防犯活動団体の活動促進、団体員の
士気高揚につながる物品の提供を図
る。

限られた予算の中で効果的な提
供を行うこと。

既存の青色回転灯装着車を使用する自主防犯パト
ロール団体に対し、青色回転灯やベスト等の活動に必
要な物品の提供を行った。

活動者の士気高揚を図り、自主防犯活
動の活性化に図るためにを行うために
は、継続した支援は重要であることか
ら、そのために必要な予算の確保しなけ
ればならない。

生活安
全企画
課

37

7



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標１　　　 県民の防犯意識を高め、県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

基本的方策２　　県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

番号

計画（P)

具体的な取組

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

24

項
目

内
容

(4)防犯活動を担うリーダーの育成

地域における防犯活動を活性化させる
ため、研修会等の開催などにより、活動
の核となって積極的に活躍するボランティ
アのリーダーを育成します。

１　「地域ぐるみの学校安全体制整備
推進事業」の継続と効果的な活用
　スクールガード・リーダーによる巡回
指導等の継続
２　全ての小学校区で組織されたス
クールガード（学校安全ボランティア）
の組織の充実と強化を図る。

　地域の活動にスクールガード・
リーダーが効果的に関わりを持つ
よう、市町村に働きかけていくとと
もに、全ての小学校区で組織され
たスクールガード（学校安全ボラン
ティア）組織の充実と強化につい
て、継続して働きかけていく必要
がある。

１　「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」とし
て、次の活動を実施。
・スクールガード・リーダーによる巡回指導と評価活動
（21市町村でスクールガード・リーダー40名を委嘱）
・スクールガード養成講習会の開催
２　各市町村に、スクールガード（学校安全ボランティ
ア）による組織だった取組を充実・促進するよう依頼。

学校安
全対策
課

37

25

項
目

内
容

(4)防犯活動を担うリーダーの育成

地域における防犯活動を活性化させる
ため、研修会等の開催などにより、活動
の核となって積極的に活躍するボランティ
アのリーダーを育成します。

各種防犯活動団体に対する活動支
援、講習会の実施を行い、防犯活動
の活性化を図りながらボランティアの
リーダーを育成する。

構成員の高齢化等による後継者
不足

1 タウンポリス連絡協議会等の自主防犯活動団体に対
する活性化を図るため、協議会を開催した。
2 各署では地域安全推進協議会等、各防犯ボランティ
アの会合において活動の活性化を働きかけ
３ 「YCPK」等学生ボランティアと協働した各種活動の
実施。

　ボランティアの構成員の高齢化が進み
後継者も不足しているため、若い世代
のボラティア活動を促進していくことが
最大の課題である。
　安全安心まちづくりにおけるボランティ
アの役割は大きいので、引き続き、活動
活性化の働きかけや活動の支援などを
行いボランティアのリーダー、特に若い
世代のボランティアリーダーの育成を
行っていく。

生活安
全企画
課

37

26

項
目

内
容

(5)青色回転灯装備車両運行団体の拡充

地域における防犯パトロールを促進す
るため、全市町村において青色回転灯装
備車両が運行されるよう、防犯活動団体
などに対して働きかけます。

青色回転灯装備車両運行団体の設
立及び同団体への参加を呼びかける
とともに、団体の活動上の参考となる
情報の提供を行う。

参加者への無理のない継続した
活動を促進すること。

南国市においてパトロール団体が1団体新設された。 各種メディアを活用した広報や地域活動
への参加を通じてパトロール活動の重
要性や団体の活動を紹介する等して新
たにパトロール団体の設立を促進する
施策を行う必要性がある。

生活安
全企画
課

37

27

項
目

内
容

(6)事業者による活動の促進

防犯上特に配慮を要する高齢者や障害
者、女性、子どもを犯罪の被害から守る
ため、事業者に対して安全シェルター活
動に取り組むよう、働きかけます。

企業による社会貢献活動として防犯
CSR活動への参加を呼びかける。

防犯CSR活動への参加が企業に
責務を負わせるものと誤解されて
いるところがあり、活動の趣旨を
広める必要があること。

タレントの土佐かつお氏と警察官が対話方式で作成し
た特殊詐欺被害防止音源を県内大手量販店で放送
大手住宅会社と協働で日本手ぬぐいを製作
地元企業と協働し、特殊詐欺被害防止啓発の豆菓子
「梅ぇ～話にご用心!!」を製作
全国各地を走る食品輸送トラックの側面に「振り込め詐
欺をミやぶレー」の商品名や全国共通警察総合相談電
話「♯9110」を掲載
酒造会社による商品への被害防止を呼びかけるエブの
取付け

企業による積極的な活動が浸透しつつ
ある。
今後とも、事業者自らによる防犯活動の
重要性や効果を説明し、継続していく必
要性がある。

生活安
全企画
課

37

8



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標１　　　 県民の防犯意識を高め、県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

基本的方策２　　県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

番号

計画（P)

具体的な取組

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

28

項
目

内
容

(7)高齢者による活動の促進

①老人クラブへの加入促進
元気で意欲のある地域の高齢者が、老

人クラブの活動の一環として行われる高
齢者相互の友愛訪問活動や子どもの見
守り活動に積極的に参加できるよう、老
人クラブへの加入を促進します。

・老人クラブ活動の促進
　①会員増クラブに対する活動支援
　②クラブのＰＲ、機関紙の発行
　③優秀な取組の紹介
・認知症対策への取組の強化
　（モデル市町村老連での事業実
　施・成果発表）
・介護予防・健康づくりの実践
　（ろうれんピックの開催等）
・地域支え合いの推進
　①高齢者相互支援事業
　②地域支えあい事業
　→　各２市町村老連を予定
・若手高齢者の組織化・活動支援
　①若手会員加入・活動促進モデル
     事業
  ②若手高齢者広域スポーツ大会
　③元気ハツラツ交流会
　④リーダー育成研修会の開催等

・更なる人材育成のため、関係機
関と連携した取組が必要
・大会等の参加者増のために、広
報活動など働きかけの一層の強
化が必要。

・ブロック別リーダー養成研修の実施
　（６ブロック　参加者数：348名）
・会員増クラブに対する活動支援
  （5市町村　9クラブ）
・健康づくりリーダー研修会　（参加者数：159名）
・介護予防ブロック別研修会（６ブロック　参加者数：881
名）
・自ら取り組む認知症対策事業の実施　（６市町　参加
者数：824名）
・高齢者相互支援事業（室戸市、いの町）
・地域支え合い事業（いの町）
・元気ハツラツ交流会の開催
　（参加者数：450名）
・ろうれんピックの開催
　（参加者数：734名）
・若手高齢者等スポーツ交流大会の開催　（参加者数：
285名）

・平成28年度に5市町村で9クラブが新
設されたものの、全体としてはクラブ会
員の数、クラブ数ともに減少しており、今
後もさらなる拡大と取組の定着をはかる
ためには、引き続き会員増への取組
や、若手高齢者の組織化、リーダーの
養成が必要である。

高齢者
福祉課

38

29

項
目

内
容

(7)高齢者による活動の促進

②老人クラブ等に対する学習・研修機会
の充実

老人クラブなどの行う高齢者相互の友
愛訪問活動や子どもの見守り活動が一
層拡大するよう、老人クラブなどに対し
て、ボランティア活動に関する学習・研修
の機会を充実させます。

各種老人クラブ等に対する防犯ボラン
ティアに関する学習・研修機会の提供
を行う。

防犯ボランティアの活動方法だけ
でなく、無理のない継続した防犯
ボランティア活動について提案す
る必要があること。

平成28年中、県下において老人クラブ等での高齢者教
室を675回開催し、約18，000人近くの参加があった。

老人クラブ等へ参加していない高齢者
をいかに参加させるかかが課題。

生活安
全企画
課

38

30

項
目

内
容

(8)幅広い世代の防犯活動への参画の促
進

高校生や大学生による防犯活動団体に
対して、活動に役立つ情報を提供すると
ともに、地域の防犯活動団体との連携に
よる活動を進めることで、それぞれの団
体の活動のさらなる活性化を図ります。

また、地域の事業者や学校、団体など
の若者や現役世代に対して、防犯活動団
体が行う啓発活動等への参加を呼びか
けることにより、幅広い世代による防犯活
動への参画を促進します。

１ 若い世代の防犯ボランティア団体
の結成を働きかけるほか、既存団体
の活動を支援する。

２ 広報紙「安全安心まちづくりニュー
ス」、会報「安全安心まちづくりだよ
り」、高知県ホームページ等で活動を
紹介し、さらなる活性化を図る。

　若い世代の防犯活動の周知・活
性化を図るため、関係機関との連
携を図る。

１ 広報紙「安全安心まちづくりニュース」や会報「安全
安心まちづくりだより」において、大学生や高校生によ
る防犯ボランティア活動を積極的に記事として掲載し、
広報した。

２ イオンモール高知専門店街１階南コートで開催した
「安全安心まちづくりひろば」において、「ＹＣＰＫ」など若
い世代のボランティア団体にも協力してもらい、団体の
活動活性化を図った。

３ Ｈ28安全安心まちづくり功労団体表彰において、表
彰功労団体等９団体・個人のうち、若者による防犯の啓
発を行う2団体を表彰した。
◆「中高あんぜん隊」（高校生による活動）
◆「三里スポーツ少年団」（小学生による活動）

若い世代のボランティア組織は、ごく限
られた地域の活動が中心であり、地域
のニーズを考慮しながら団体の設立、
活動の支援を図る必要がある。

県民生
活・男
女共同
参画課

38

9



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標１　　　 県民の防犯意識を高め、県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

基本的方策２　　県民、事業者、地域活動団体による自主的な活動を促進する

番号

計画（P)

具体的な取組

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

31

項
目

内
容

(8)幅広い世代の防犯活動への参画の促
進

高校生や大学生による防犯活動団体に
対して、活動に役立つ情報を提供すると
ともに、地域の防犯活動団体との連携に
よる活動を進めることで、それぞれの団
体の活動のさらなる活性化を図ります。

また、地域の事業者や学校、団体など
の若者や現役世代に対して、防犯活動団
体が行う啓発活動等への参加を呼びか
けることにより、幅広い世代による防犯活
動への参画を促進します。

１　新規取組団体の開拓
２ 既存団体に対する実施要領の指
導
３ 団体ごとの特性に配慮した情報提
供

防犯活動への参加を促進するた
め若い世代に訴求力のある広報
活動を実施する必要があること。
また、学生ボランティアでは、学校
の卒業に伴い構成員が入れ替わ
るため、学校関係者と共同して取
り組む必要があること。

高校生ボランティアとしての自転車盗難防止活動等、
防犯活動の実施。
学生ボランティア「ＹＣＰＫ」に対する情報提供等、活動
の支援。

若い世代の規範意識の向上に繋がっ
た。
学生ボランティアも活動人員もやや増加
した。
ただ、高校生や学生ボランティアは卒業
によってメンバーが減少するおそれがあ
ることから、学校等と連携し、生徒、学生
に防犯活動に重要性を理解してもらい、
参加を促進していく費地用がある。
　また、今後もさらに若い世代へボラン
ティアも活動の支援に力を注ぐ必要性
がある。

生活安
全企画
課

38

10



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標２　　　 県民、事業者、地域活動団体、行政の連携を進める

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

32

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

犯罪のない安全安心まちづくりを進め
る気運を高め、県民運動として取り組む
ため、犯罪のない安全安心まちづくりの
シンボルマークや標語を公募のうえ定
め、その普及に取り組みます。

１ 各団体の防犯活動時にシンボル
マーク等などを用いた物品の提供を
行い、地域安全を啓発していく。

２　高知県ホームページや広報紙など
で、積極的にシンボルマーク等を用い
る。

　高知県における安全安心まちづく
りを象徴するシンボルマークを県民
に浸透させるため、あらゆる機会を
通じて周知に努める。

１　広報紙「安全安心まちづくりニュース」、会報「安全
安心まちづくりだより」にシンボルマークを掲載
２　高知県ホームページでの広報
３　県有車に安全安心まちづくりを呼びかけるシンボル
マーク入りマグネットシートを貼付（毎月５日、第３木曜
日等）
４　防犯ボランティア団体に、シンボルマーク入りの防
犯ベストを提供（１団体）
５　シンボルマーク、標語入りのバルーンを主催イベン
ト等で配布
６　シンボルマーク入りの「通学路安全の日」を広報す
るタペストリーを作成し、県庁舎玄関等で掲示
７　安全安心まちづくりポスターにシンボルマークを掲
載、配布
８　各会合の資料の表紙にシンボルマークを掲載し配
付

シンボルマーク＝安全安心まちづくりの
イメージとなるよう今後も積極的に使用
して普及に努める必要がある。

県民生
活・男
女共同
参画課

39

33

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

犯罪のない安全安心まちづくりを進め
る気運を高め、県民運動として取り組む
ため、犯罪のない安全安心まちづくりの
シンボルマークや標語を公募のうえ定
め、その普及に取り組みます。

各種防犯活動等を通じ、シンボル
マークや標語の普及に努める。

HPや広報紙等でシンボルマーク、
標語等の普及に取り組むこと。

各種防犯活動を通じて普及に取り組んだ。 主体的に活動することができておらず、
今後は県の活動に共同することで取組
むこととする。

生活安
全企画
課

39

34

項
目

内
容

(2)　全県的な推進体制の強化

県民が一体となって犯罪のない安全安
心まちづくりに取り組めるよう、県民、事
業者、地域活動団体及び行政で構成す
る｢高知県安全安心まちづくり推進会議｣
において、構成員の拡充や会報の発行、
実践的な活動に向けた情報共有を行うな
どにより、活動の一層の活性化を図りま
す。

１　総会の開催

２　新規構成員の拡充

３　定期広報紙・会報・速報の発行

４　事業者、地域活動団体が活動する
ための啓発物・チラシの提供

５　市町村担当者会の開催

１　会報配布先の拡大を図る。

２　市町村担当者会で発言しやす
いテーマを選考する。

１　平成28年度高知県安全安心まちづくり推進会議総
会を開催（H29.2.16）
２　 広報紙「安全安心まちづくりニュース」の発行（年４
回　444,000部）
３　会報「安全安心まちづくりだより」を発行し、構成員
の活動等を紹介（年３回　各250部）
４　構成員にポスター・啓発物・チラシ等を提供
５　 市町村ブロック別担当者会の開催（８，９月、４ブ
ロックで開催）

１　会報の発行は、関係団体と連絡を取
るよい機会となるため、その機会を有効
にとらえて様々な働きかけや新たな配
布先の開拓を必要がある。

２　地域活動団体への啓発物、チラシの
提供は、活動の活発化につながると共
に、推進会議の認知度を高めた。

３　市町村担当者会では、発言しやすい
テーマを選考する必要がある。

県民生
活・男
女共同
参画課

39

35

項
目

内
容

(2)　全県的な推進体制の強化

県民が一体となって犯罪のない安全安
心まちづくりに取り組めるよう、県民、事
業者、地域活動団体及び行政で構成す
る｢高知県安全安心まちづくり推進会議｣
において、構成員の拡充や会報の発行、
実践的な活動に向けた情報共有を行うな
どにより、活動の一層の活性化を図りま
す。

　高知県安全安心まちづくり推進会議
事務局として各種の取組への協力

関係諸機関との更なる連携 高知県安全安心まちづくり推進会議事務局として、各
種の取組へ参画し、活動の一層の活性化を図った。
・高知県教育委員会におけるとりまとめと情報共有
・高知県知事部局関係課及び高知県警察本部等との
連携した取組

　活動を活性化するために高知県安全
安心まちづくり推進会議事務局として各
種の取組に協力することができた。更な
る連携を図った取組を模索したい。

学校安
全対策
課

39

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　県民運動として取り組むための仕組みをつくる

番号 具体的な取組

計画（P)

11



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標２　　　 県民、事業者、地域活動団体、行政の連携を進める

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　県民運動として取り組むための仕組みをつくる

番号 具体的な取組

計画（P)

36

項
目

内
容

(2)　全県的な推進体制の強化

県民が一体となって犯罪のない安全安
心まちづくりに取り組めるよう、県民、事
業者、地域活動団体及び行政で構成す
る｢高知県安全安心まちづくり推進会議｣
において、構成員の拡充や会報の発行、
実践的な活動に向けた情報共有を行うな
どにより、活動の一層の活性化を図りま
す。

推進会議構成員の区分に応じた情報
を提供し、より一層の活動の活性化を
図る。

推進会議構成員の必要とする情報
を把握するため、緊密な連携を図
ること。

総会及び幹事会において、犯罪情勢について説明する
等して情報共有を図った。

｢高知県安全安心まちづくり推進会議｣
事務局として情報発信を行い、活動の
活性化を図ることができた。
今後も犯罪情勢を分析し、｢高知県安全
安心まちづくり推進会議｣に関係する会
議等において、時勢にあった情報の提
供を行う。

生活安
全企画
課

39

37

項
目

内
容

(3) 地域における推進体制づくりに対す
る支援

地域における犯罪のない安全安心まち
づくりを総合的、かつ効果的に推進する
ために、地域住民、事業者、地域活動団
体、行政の関係者などで構成される推進
体制が整備されるよう、市町村などに対
して、情報の提供などの必要な支援を行
います。

１　広報紙「安全安心まちづくりニュー
ス」において、地域活動団体の活動を
紹介

２　会報・速報の発行
　各市町村で活動する団体を紹介し
て周知することにより、市町村の活動
体制の活性化を図る。

３　市町村担当者会の開催
(1)開催時期（８月、４ブロックで開催
予定）
(2)内容
・第３次高知県犯罪のない安全安心
まちづくり推進計画について
・各市町村における安全安心まちづく
りの取組について

１　広報紙、会報で地域活動団体
の紹介を継続する。

２　市町村担当者会で発言しやす
いテーマを選考する。

１　 広報紙「安全安心まちづくりニュース」の発行（年４
回　444,000部）
２　会報「安全安心まちづくりだより」の発行（年３回　各
250部）
３　市町村ブロック別担当者会の開催
　　開催時期　８、９月　（４ブロックで開催）

　市町村担当者との情報交換を行うことで、地域安全に
関して各地域の情勢を把握することができた。

１　広報紙で地域活動団体の紹介を継
続することにより、各地域での活動の活
性化を図った。

２　会報の発行は、関係団体と連絡を取
るよい機会となるため、その機会を有効
にとらえて様々な働きかけや新たな配
布先の開拓を必要がある。

３　市町村担当者会では、発言しやすい
テーマを選考する必要がある。

県民生
活・男
女共同
参画課

39

38

項
目

内
容

(3) 地域における推進体制づくりに対す
る支援

地域における犯罪のない安全安心まち
づくりを総合的、かつ効果的に推進する
ために、地域住民、事業者、地域活動団
体、行政の関係者などで構成される推進
体制が整備されるよう、市町村などに対
して、情報の提供などの必要な支援を行
います。

保護者・地域・関係機関・地域の防
犯組織等と連携した、防犯・生活安全
教育及び交通安全教育モデル校の取
組の実施と啓発

保護者・地域・関係機関・地域の
防犯組織等との連携及び地域のボ
ランティア見守り活動の活性化の
一層の充実が必要である。

防犯・生活安全教育及び交通安全教育についてのモ
デル校を県内で各３校指定し、保護者・地域・関係機関
等と連携した先進的・実践的な取組を実施した。

各推進委員会や学校安全教室推進講習会において、
モデル校の実践発表の機会を設けた。

　各安全教育実施モデル校では、保護
者・地域・関係機関との連携による推進
体制のもと、安全教育の充実が図られ
た。この取組の成果を、県内の学校に
しっかり広めていくことが重要。

学校安
全対策
課

39

39

項
目

内
容

(3) 地域における推進体制づくりに対す
る支援

地域における犯罪のない安全安心まち
づくりを総合的、かつ効果的に推進する
ために、地域住民、事業者、地域活動団
体、行政の関係者などで構成される推進
体制が整備されるよう、市町村などに対
して、情報の提供などの必要な支援を行
います。

関係機関に対する防犯活動に関する
各種情報の提供を行う。

関係機関による体制整備に向けた
有効な情報提供を実施すること。

あんしんＦメールやＨＰで各種犯罪情報や地域安全活
動に関する情報を提供した。
市町村とのブロック別担当者会に出席し、犯罪情勢等
に関する説明を行った。
各警察署においては、市町村広報紙へ犯罪情勢等に
関する記事に掲載を依頼した。

市町村担当者との連携を今以上に強化
していく必要性がある。

生活安
全企画
課

39

12



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標２　　　 県民、事業者、地域活動団体、行政の連携を進める

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　県民運動として取り組むための仕組みをつくる

番号 具体的な取組

計画（P)

40

項
目

内
容

(4)　市町村に対する支援

市町村が自らの犯罪の安全で安心な
地域社会の実現に向けた取組などを実
施していくよう、働きかけるとともに、情報
の提供などの必要な支援を行います。

１ 広報紙「安全安心まちづくりニュー
ス」において、地域活動団体の活動を
紹介

２　会報・速報の発行
各市町村で活動する団体を紹介し

て周知することにより、市町村の活動
体制の活性化を図る。

３　市町村担当者会の開催
(1)開催時期（８月、４ブロックで開催
予定）
(2)内容
・第３次高知県犯罪のない安全安心
まちづくり推進計画について
・各市町村における安全安心まちづく
りの取組について

１　広報紙、会報で地域活動団体
の活動を紹介する。

２　市町村担当者会で発言しやす
いテーマを選考する。

１　 広報紙「安全安心まちづくりニュース」の発行（年４
回　444,000部）

２　会報「安全安心まちづくりだより」の発行（年３回　各
250部）

３　市町村ブロック別担当者会の開催
　　開催時期　８月　（４ブロックで開催）
　市町村担当者との情報交換を行うことで、地域安全に
関して各地域の情勢を把握することができた。

１　広報紙で地域活動団体の紹介を継
続することにより、各地域での活動の活
性化を図った。

２　会報の発行は、関係団体と連絡を取
るよい機会となるため、その機会を有効
にとらえて様々な働きかけや新たな配
布先の開拓を必要がある。

３　市町村担当者会では、発言しやすい
テーマを選考する必要がある。

県民生
活・男
女共同
参画課

40

41

項
目

内
容

(4)　市町村に対する支援

市町村が自らの犯罪の安全で安心な
地域社会の実現に向けた取組などを実
施していくよう、働きかけるとともに、情報
の提供などの必要な支援を行います。

地域の犯罪情勢を分析し、市町村の
必要とする情報を的確に提供するとと
もに、他の都道府県における先進的
な取組を紹介する。

市町村による取組を働きかけるだ
けでなく、取組のために必要となる
情報を提供すること。

あんしんＦメールやＨＰで各種犯罪情報や地域安全活
動に関する情報を提供した。
市町村とのブロック別担当者会に出席し、犯罪情勢等
に関する説明を行った。
各警察署においては、市町村広報紙へ犯罪情勢等に
関する記事に掲載を依頼した。

市町村との連絡体制の強化と、市町村
が行う取組への支援の強化。

生活安
全企画
課

40

13



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標２　　　 県民、事業者、地域活動団体、行政の連携を進める

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

42

項
目

内
容

(1)　ネットワークづくり

①地域における支え合いのネットワーク
の構築

地域の支え合いのネットワーク構築の
ため、事業者及び地域活動団体に対し
て、県と犯罪のない安全安心まちづくりや
地域の見守りに関する協定等を締結する
よう、働きかけます。

１　地域見守り協定による地域見守り
活動のネットワークづくり
・活動（地域見守り協定含む）のＰＲ

１　地域見守り協定による見守り
ネットワークの充実強化

１　事業者との地域見守り協定を活かし、地域の安全
安心のネットワークづくりを進めた。

・事業者に配布している協定ロゴマークのシール・バッ
チ等を日常業務の中で活用することによる地域見守り
活動のPR
　
・地域見守り協定を締結している事業者から取り組み
状況等を確認

・新たに１事業者との見守り協定締結について協議中
（平成29年5月協定締結）
H29年3月現在：９事業者と締結

・事業者の日々の活動の中で、民生委
員や関係機関等とも連携した見守り活
動が積極的に実施されている。

地域
福祉
政策
課

40

43

項
目

内
容

(1)　ネットワークづくり

①地域における支え合いのネットワーク
の構築

地域の支え合いのネットワーク構築の
ため、事業者及び地域活動団体に対し
て、県と犯罪のない安全安心まちづくりや
地域の見守りに関する協定等を締結する
よう、働きかけます。

子ども見守りカメラの設置を促進する
ことで、子ども見守り協議会を設立
し、地域におけるネットワークを構築
する。

協議会設立後における、防犯情報
等の提供など必要な支援を継続
し、活動を活性化させること。

防犯カメラの設置に伴い、子ども見守り協議会を設置。
平成28年度の設置数　10団体
各警察署においては、ミニ広報紙を発行する等して犯
罪情勢等に関する情報提供を実施した。
地域における会合や活動への参加

協定等を警察独自で締結することがあ
ることや、協定等によらないネットワーク
の構築も有効であることから、この取組
は削除し、新たに、
重層的な防犯ネットワークの構築
とする。

生活
安全
企画
課

40

44

項
目

内
容

(1)　ネットワークづくり

②中山間地域における安全・安心の確保
に向けた仕組みづくり

過疎化・高齢化などで世帯数が減少
し、コミュニティ機能が低下した地域にお
いて、住民同士の助け合いや近隣集落、
ＮＰＯ、住民グループ等の連携で、集落
維持・存続や支え合い、安全・安心の仕
組みづくりにつながる取組を支援します。

【生活困窮者等支援体制強化事業】
①重点支援市町村社協への支援

重点支援市町村社協を１０カ所程度
選定し、県（地域福祉政策課、福祉指
導課、福祉保健所）と県社協が連携し
た支援やアドバイザーの派遣等を通
じて、相談支援体制の強化を図る。

②生活困窮者等支援体制強化研修
の開催
　＜全体研修＞
　　　日程：１日（８～９月頃）
　＜ブロック別研修＞

事例検討会…１日×５ﾌﾞﾛｯｸ（10月
頃）

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ…１日×３ﾌﾞﾛｯｸ（６月
頃）

・相談支援体制の強化に向けた課
題整理やプロセスの明確化ができ
ない社協が見られる。
・市町村社協ごとの課題に応じた
支援方法のコーディネートと関係
者間での共有
・市町村社協の取組に対する市町
村の連携、協力体制の構築

①・重点支援社協の10市町村社協に対しアドバイザー
派遣、年3回程度のヒアリング等を通じ、アクションプラ
ンの実践を支援。

②・市町村社協職員を対象に、生活困窮者などの複合
化した問題や制度の狭間の問題に対応するための知
識や技術を学ぶ研修会の開催。
全体研修：1日、58人参加
ブロック別研修
　ファシリテーション研修：3日、延べ68人参加
　事例研究会：5日、延べ67人参加

①・重点支援市町村社協において、地
域住民や民生委員・児童委員からの相
談ごとを拾い上げる仕組みが強化され
ることによる相談件数の増加や、組織内
の相談支援体制の強化、関係機関を巻
き込んだ支援体制の構築など、各社協
の掲げる目標が達成された。

②市町村社協職員が生活困窮者等が
抱える問題や対応について学ぶことで
支援体制の強化につながった。

地域
福祉
政策
課

40

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策２　　日常の生活の場におけるネットワークをつくる

番号

計画（P)

具体的な取組

14



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標２　　　 県民、事業者、地域活動団体、行政の連携を進める

基本的方策２　　日常の生活の場におけるネットワークをつくる

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

項
目

内
容

１　集落活動センターの充実と立ち上げの
支援
・集落活動センター連絡協議会の設立
・地域支援企画員（総括・集落支援担当）を
中心とした、市町村と連携した支援の推進
・研修会の開催（市町村、地域住民対象/年
3回）
・集落活動センター推進アドバイザー等の派
遣
・集落活動センター支援ハンドブック・支援マ
ニュアルの改訂・配布

２　集落活動センター推進事業（補助事業）

・関係部署、地域本部、市町村との一層
の連携
・集落活動センター相互の連携

１　集落活動センターの充実と立ち上げの支援
・集落活動センター連絡協議会の設立・記念講演（6/3・約200名
参加）、推進フォーラム（2/7・約200名参加）
・市町村、地域本部、各部局等の連携によるロールモデルの重
点支援
・研修会等の開催
　全体1回（5/16・約90名）、分野別3回（7/20・約60名、9/5～
10/28・約80名（５ブロックで分散開催）、12/26・約70名）
・集落活動センター推進アドバイザー等の派遣：19回
・集落活動センター支援ハンドブックの改訂

２　集落活動センター推進事業（補助事業）
・20市町村27事業に対して交付決定

　25市町村37地区で集落活動センターが開所し、各地域におい
て、支え合いの活動や安全・安心の仕組みづくりに向けた取り組
みがスタートした。

１　集落活動センターの充実と立ち上げの支援
・集落活動センター連絡協議会が発足し、セン
ター間の情報交換や交流の場が生まれた。
・特に農業や林業の分野において、関係機関
の連携強調により、集落活動センターの新た
な収益につながる取り組みが進んだ。
・研修会に、集落活動センターの関係者・地域
住民の皆様のほか、市町村職員や高知ふるさ
と応援隊等が参加し、集落活動センターの意
義や事例を学んでいただいた。さらに、分野別
研修として事業計画作成研修を３回の連続講
座として受講いただき、各地域の取り組みに活
かされた。
・集落活動センター推進アドバイザー等の派遣
により、地域の意識醸成や集落活動センター
の具体的な取組の磨き上げなどにつながっ
た。
・集落活動センター支援ハンドブックを改訂・更
新し、ホームページ等に掲載することにより、
周知を図った。

２　集落活動センター推進事業（補助事業）
・集落活動センターの取り組みに必要な経費
に対し補助した。

３　中山間地域生活支援総合事業
（１）生活用品確保等支援事業
　　・３市町村（７件）から要望あり
（２）生活用水確保支援事業
　　・１０市町村（１９件）から要望あり
（３）移動手段確保支援事業
　　・１３市町村（１３件）から要望あり
　　・自家用有償旅客運送運転者講習会
　　　受講料の一部補助
４　移動手段の確保対策
　　・市町村担当者全体研修会
　　・県内外の事例視察研修
　　・エリア別研修会（安芸地域、嶺北地域を
想定）
　　・市町村支援マニュアルの改訂

・潜在的ニーズや、多様なニーズが存在
する中で、生活環境整備を更に進めて
いくための、関係機関（市町村等）との
更なる連携強化。
・生活用品確保等支援事業における、
市町村の買い物対策にかかる実態の把
握。
　

３　中山間地域生活支援総合事業
（１）生活用品確保等支援事業
　　　実績 ： 3市町村3件
（２）生活用水確保支援事業
　　  実績 ： 15市町村22件
（３）移動手段確保支援事業
　　  実績 ： 19市町村1社20件
　　※自家用有償旅客運送運転者講習
　　　                               ：6名分補助

４　移動手段の確保対策
　　・市町村担当者全体研修会
　　　（2回開催、延べ92名参加）
　　・県外事例視察研修
　　　（１回開催、17名参加）

３　生活用品の購入・生活用水の確保・移動手
段の確保及び維持等、生活環境整備の支援を
行うことで、中山間地域で将来にわたり暮らし
続ける環境整備が着実に進んでいる。
　

４　生活交通の存続が危ぶまれている地域
や、交通空白地のある地域において、自治体
の役割を認識し、中山間地域における移動手
段確保に対する認識を深めるとともに、地域の
実情に応じた移動手段の検討が進んでいる。

46

項
目

内
容

(2)　防犯活動団体との連携の促進

防犯活動団体と連携して、見守り活動
や合同防犯パトロールを行うほか、防犯
活動団体に対し、必要な情報を提供しま
す。

１　防犯活動団体との共同活動
２ 防犯活動団体への積極的な情報
提供

防犯活動団体との共同活動を実
施し、団体の活動の活性化を図る
こと。

各警察署では、タウンポリスや地域安全協会や推進協
議会と連携して、パトロール活動等各種防犯活動を実
施するとともに、会合等において、犯罪情報を提供し、
情報共有を図った。

防犯活動団体の自燃的活動を進めてい
く上で、見守り活動や防犯パトロールの
連携を殊更に掲げることは避けたいこ
と、また、防犯活動団体に対する情報提
供は他の項目にも出ており重複して掲
げる必要性がないことから、この取組は
削除。

生活
安全
企画
課

40

(1)　ネットワークづくり

  中山間地域における安全・安心の確保に向け
た仕組みづくり
　 過疎化・高齢化などで世帯数が減少し、コミュ
ニティ機能が低下した地域において、住民同士
の助け合いや近隣集落、ＮＰＯ、住民グループ
等の連携で、集落維持・存続や支え合い、安全・
安心の仕組みづくりにつながる取組を支援しま
す。

45

番号 担当課

計画
冊子
記載
ペー
ジ

計画（P)

具体的な取組

中山
間地
域対
策課

40

15



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

47

項
目

内
容

(1) 学校等における児童等の安全の確
保のための指針の周知及び助言

学校等において児童等の安全が確保
されるよう、学校等の設置・管理者に対し
て、｢学校等における児童等の安全の確
保のための指針｣の周知を図るとともに、
必要な助言などを行います。

県立の施設については、｢学校等にお
ける児童等の安全の確保のための指針｣
に基づき、児童等の安全対策の充実強
化を図ります。

学校運営において「児童生徒の安全
確保」が最重要であることをすべての
学校教職員が認識し理解を深めてる
よう注意喚起していく。

特になし。 学校訪問の機会を活用し、学校等の設置・管理者に対
し、要請を行った。

　学校等に継続した注意喚起を行うこと
により、学校の防災意識の継続につな
がっている。

私学・
大学支
援課

42

48

項
目

内
容

(1) 学校等における児童等の安全の確
保のための指針の周知及び助言

学校等において児童等の安全が確保
されるよう、学校等の設置・管理者に対し
て、｢学校等における児童等の安全の確
保のための指針｣の周知を図るとともに、
必要な助言などを行います。

県立の施設については、｢学校等にお
ける児童等の安全の確保のための指針｣
に基づき、児童等の安全対策の充実強
化を図ります。

１及び２　居宅系を除く全ての障害福
祉サービス事業所等で、社会福祉施
設防災対策指針に基づく防災対策マ
ニュアルが作成されるよう指導する。
３　利用者の安全を確保するためのマ
ニュアルとして、事故防止マニュアル
や感染症予防マニュアルなどが策定
されているか、防災マニュアルなどが
策定されているか、防犯に配慮した取
組を行っているか確認を行う。

特になし。 福祉指導課と共に、社会福祉施設防災対策指針に基
づく防災対策マニュアル、事故防止マニュアル、感染症
予防マニュアルなどの策定及び取組状況については実
地指導の際、確認。

防災対策マニュアルの作成により、各障
害福祉サービス事業所等がそれぞれの
事業所の立地条件や災害の際の危険
性を把握し、対応策の検討、利用者へ
の周知が図られた。

障害保
健福祉
課

42

49

項
目

内
容

(1) 学校等における児童等の安全の確
保のための指針の周知及び助言

学校等において児童等の安全が確保
されるよう、学校等の設置・管理者に対し
て、｢学校等における児童等の安全の確
保のための指針｣の周知を図るとともに、
必要な助言などを行います。

県立の施設については、｢学校等にお
ける児童等の安全の確保のための指針｣
に基づき、児童等の安全対策の充実強
化を図ります。

児童養護施設等に対して、指導監査
実施時に「児童福祉施設等における
児童の安全の確保について」の点検
項目の取組状況の確認にあわせて指
針の周知を図る。

１　関係機関との間で、情報の迅
速な交換ができる体制整備

２　外出中の児童の安全確保

指導監査実施時に「児童福祉施設等における児童の安
全の確保について」の点検項目の取組状況の確認を行
うとともに、「学校等における児童等の安全の確保のた
めの指針｣の周知を図った。（11施設）

点検項目の不備（H28）
・「職員の役割の明確化」：1施設
・「避難方法や関係機関の連絡方法の職員間での共
有」：1施設
・「外部からの人の出入りの確認」：1施設
・「防犯のための避難訓練の実施」：4施設

児童の安全確保に向けた取組が不十
分な施設もあり、引き続き「児童福祉施
設等における児童の安全の確保につい
て」に基づく安全対策の強化が必要。

児童家
庭課

42

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　学校等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

16



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　学校等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

50

項
目

内
容

(1) 学校等における児童等の安全の確
保のための指針の周知及び助言

学校等において児童等の安全が確保
されるよう、学校等の設置・管理者に対し
て、｢学校等における児童等の安全の確
保のための指針｣の周知を図るとともに、
必要な助言などを行います。

県立の施設については、｢学校等にお
ける児童等の安全の確保のための指針｣
に基づき、児童等の安全対策の充実強
化を図ります。

１　放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・実施主体である市町村等に対して指
針等を周知徹底
・研修会の開催

１　放課後子ども総合プラン推進
事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・国の基準等に基づく一定水準の
質の確保。
・市町村担当者が異動したところ
や新規開設したところへ、年度当
初から十分な説明及びチェックが
必要。

１　放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・支援員等を対象に、防災や安全対策について学ぶ研
修を開催した。
　防災対策研修会
　　6/16 西部、6/23 東部、6/30西部
　　参加者　計161人　満足度　85％
　放課後児童支援員認定資格研修
　　4日間×2回　受講者123名、修了者118人

支援員等研修では、学校における防災教育や防災マ
ニュアル等についての理解を深めることができ、防災マ
ニュアルの作成や避難訓練の必要性を改めて感じてい
ただくことができた。

１　放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・国の「放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準」や「放課後児
童クラブ運営指針」を踏まえて定められ
た各市町村の条例やガイドラインによ
り、安全対策等が明確化された。
・安全対策の充実強化には、学校と市
町村担当部署とのさらなる連携強化が
必要。

生涯学
習課

42

51

項
目

内
容

(1) 学校等における児童等の安全の確
保のための指針の周知及び助言

学校等において児童等の安全が確保
されるよう、学校等の設置・管理者に対し
て、｢学校等における児童等の安全の確
保のための指針｣の周知を図るとともに、
必要な助言などを行います。

県立の施設については、｢学校等にお
ける児童等の安全の確保のための指針｣
に基づき、児童等の安全対策の充実強
化を図ります。

１　各学校の改訂した防災マニュアル
の年度当初の見直しと点検を継続し
て実施していく必要がある。
２「高知県安全教育プログラム」を活
用した更なる安全教育の推進と定着
を図る。

「安全教育プログラム」の学校にお
ける実施活用率を100%とするため
の更なる取組の継続が必要であ
る。

１　「高知県学校防災マニュアル作成の手引き」をもと
に、各学校において災害想定等を考慮した「学校防災
マニュアル」の見直しと教職員間での共有を図った。
２　「高知県安全教育プログラム（震災編）（気象災害
編）（交通安全編）（生活安全編）」に基づいた、安全教
育の実施と指導の充実を働きかけた。

１　各学校で「学校防災マニュアル」の点
検・評価を毎年実施することにより、マ
ニュアルを一層実践的で効果的なもの
へと見直すことができた。
２　震災編による防災の授業実施率は
100％になった。引き続き、その他の領
域の安全教育の推進を呼びかけてい
く。

学校安
全対策
課

42

52

項
目

内
容

(1) 学校等における児童等の安全の確
保のための指針の周知及び助言

学校等において児童等の安全が確保
されるよう、学校等の設置・管理者に対し
て、｢学校等における児童等の安全の確
保のための指針｣の周知を図るとともに、
必要な助言などを行います。

県立の施設については、｢学校等にお
ける児童等の安全の確保のための指針｣
に基づき、児童等の安全対策の充実強
化を図ります。

学校等における児童等の安全を確保
するために必要となる、関係機関に対
する情報提供及び訓練等の実施

不審者情報等があった場合にお
ける速やかな広報を実施するな
ど、児童の安全を第一にした活動
を行うこと。

　各署において、学校、幼稚園、保育所の要請に基づ
き、不審者対応訓練等を実施し、訓練を通じて危機管
理の重要性について指導を行った。

　不審者対応訓練等については、想定
を変えながら反復継続して実施すること
が重要であるため、学校等の要請に王
子、訓練内容の充実を図りながら継続し
て取り組む。

生活安
全企画
課

42
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　学校等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

53

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

①安全管理のためのマニュアルの策定
等の促進

学校及び保育所、認可外保育施設の
設置・管理者による校外活動など、様々
なケースを想定した危機管理マニュアル
の策定を促進します。

また、児童福祉施設(保育所及び認可
外保育施設を除く)、児童発達支援事業
の関係施設、放課後子どもプラン推進事
業の関係施設の運営管理マニュアルな
どに防犯の視点が盛り込まれるよう、働
きかけます。

記載内容の定期的な点検や見直しの
必要性について注意喚起していく。

また、緊急時、教職員がマニュアル
に沿った対応ができるよう、教職員へ
の周知徹底等についても注意喚起し
ていく。

　特になし。 学校訪問等において、必要に応じた安全管理マニュア
ルの見直しの要請を行った。

各学校において危機管理マニュアルが
策定され、学校安全に対する教員の規
範となっている。

私学・
大学支
援課

43

54

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

①安全管理のためのマニュアルの策定
等の促進

学校及び保育所、認可外保育施設の
設置・管理者による校外活動など、様々
なケースを想定した危機管理マニュアル
の策定を促進します。

また、児童福祉施設(保育所及び認可
外保育施設を除く)、児童発達支援事業
の関係施設、放課後子どもプラン推進事
業の関係施設の運営管理マニュアルな
どに防犯の視点が盛り込まれるよう、働
きかけます。

１及び２　居宅系を除く全ての障害福
祉サービス事業所等で、社会福祉施
設防災対策指針に基づく防災対策マ
ニュアルが作成されるよう指導する。
３　利用者の安全を確保するためのマ
ニュアルとして、事故防止マニュアル
や感染症予防マニュアルなどが策定
されているか、防災マニュアルなどが
策定されているか、防犯に配慮した取
組を行っているか確認を行う。

特になし。 福祉指導課と共に、社会福祉施設防災対策指針に基
づく防災対策マニュアル、事故防止マニュアル、感染症
予防マニュアルなどの策定及び取組状況については実
地指導の際、確認。

防災対策マニュアルの作成により、各障
害福祉サービス事業所等がそれぞれの
事業所の立地条件や災害の際の危険
性を把握し、対応策の検討、利用者へ
の周知が図られた。

障害保
健福祉
課

43

55

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

①安全管理のためのマニュアルの策定
等の促進

学校及び保育所、認可外保育施設の
設置・管理者による校外活動など、様々
なケースを想定した危機管理マニュアル
の策定を促進します。

また、児童福祉施設(保育所及び認可
外保育施設を除く)、児童発達支援事業
の関係施設、放課後子どもプラン推進事
業の関係施設の運営管理マニュアルな
どに防犯の視点が盛り込まれるよう、働
きかけます。

１ 児童養護施設等に対して、指導監
査実施時に「児童福祉施設等におけ
る児童の安全の確保について」の点
検項目にある防犯のための避難訓練
等の実施について、確認し指導を図
る。

１　関係機関との間で、情報の迅
速な交換ができる体制整備

２　外出中の児童の安全確保

指導監査実施時に「児童福祉施設等における児童の安
全の確保について」の点検項目の取組状況の確認を行
うとともに、危機管理マニュアル等の策定状況について
確認し指導した。（11施設）

マニュアルの策定なし（H28）：4施設

安全管理のためのマニュアルの策定に
向けた指導が必要。

児童家
庭課

43
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　学校等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

56

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

①安全管理のためのマニュアルの策定
等の促進

学校及び保育所、認可外保育施設の
設置・管理者による校外活動など、様々
なケースを想定した危機管理マニュアル
の策定を促進します。

また、児童福祉施設(保育所及び認可
外保育施設を除く)、児童発達支援事業
の関係施設、放課後子どもプラン推進事
業の関係施設の運営管理マニュアルな
どに防犯の視点が盛り込まれるよう、働
きかけます。

危機管理マニュアルが整備されてい
ない保育所・幼稚園がある市町村に
は、市町村ヒアリングの場等を通じ、
作成を要請する。

マニュアル未作成の園に対して
は、作成を強く要請するとともに、
マニュアル作成の園に対しても内
容の充実を図る必要がある。

１全市町村を訪問し、保育所等の安全管理・安全教育
の実施状況についてヒアリングと推進を要請
２危機管理マニュアルが作成されていない園等へは、
市町村訪問や研修会等を通じマニュアル整備を要請
３全私立幼稚園、私立認定こども園に対して、私立学校
運営費補助金事業計画ヒアリングの場で、安全管理・
完全教育の実施状況についてヒアリングと推進を要請

危機管理マニュアルについては、98％
の園で作成されている。今後は、未作成
の園への作成支援が必要

幼保支
援課

43

57

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

①安全管理のためのマニュアルの策定
等の促進

学校及び保育所、認可外保育施設の
設置・管理者による校外活動など、様々
なケースを想定した危機管理マニュアル
の策定を促進します。

また、児童福祉施設(保育所及び認可
外保育施設を除く)、児童発達支援事業
の関係施設、放課後子どもプラン推進事
業の関係施設の運営管理マニュアルな
どに防犯の視点が盛り込まれるよう、働
きかけます。

１　放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
　県で、国の基準等に基づき、防犯や
防災の視点が盛り込まれたマニュア
ルを策定し、見直しを行うよう、実施主
体である市町村等に対して引き続き
周知・啓発を行う。
・防災マニュアルの作成・見直し等を
支援
・マニュアルの策定や見直しに必要な
情報を市町村に提供
・安全・安心への対応を学ぶ機会を提
供（研修会の開催）

１　放課後子ども総合プラン推進
事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・策定済のマニュアルに基づく避
難訓練を実施し、マニュアルに反
映させていくことが必要。
・子ども教室等が単独で訓練を行
うことは難しいため、学校や自主
防等の地域と連携した取組を進め
る必要がある。

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・支援員等を対象に、防災や安全対策について学ぶ研
修を開催した。
　防災対策研修会
　　6/16 西部、6/23 東部、6/30西部
　　参加者　計161人　満足度　85％
　放課後児童支援員認定資格研修
　　4日間×2回　受講者123名、修了者118人

　支援員等研修では、学校における防災教育や防災マ
ニュアル等についての理解を深めることができ、防災マ
ニュアルの作成や避難訓練の必要性を改めて感じてい
ただくことができた。

・放課後学び場人材バンクによる防災出前講座の開催
（11箇所）やマニュアル策定支援を行った。

１　放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・学校安全対策課による防災教育の取
組についての講義や、策定済のマニュ
アルを事例として紹介したことで、具体
的なイメージを持っていただくことができ
た。
・安全対策等の充実強化には、学校と
市町村担当部署とのさらなる連携強化
が必要。

生涯学
習課

43

19



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　学校等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

58

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

①安全管理のためのマニュアルの策定
等の促進

学校及び保育所、認可外保育施設の
設置・管理者による校外活動など、様々
なケースを想定した危機管理マニュアル
の策定を促進します。

また、児童福祉施設(保育所及び認可
外保育施設を除く)、児童発達支援事業
の関係施設、放課後子どもプラン推進事
業の関係施設の運営管理マニュアルな
どに防犯の視点が盛り込まれるよう、働
きかけます。

１ 各学校における危機管理マニュア
ルの見直しについて各種研修会等を
通して指導を行う。

　より実行性のある「危機管理マ
ニュアル」となるよう全ての学校で
毎年見直しを行うよう点検・指導が
必要である。

１ 各学校における「危機管理マニュアル」の内容項目
や見直し状況については、年度末のアンケート調査で
把握し、不十分な箇所は適宜指導している。また、各種
研修会等を通して、効果的なマニュアル整備と共有を
説明している。
２ 「学校安全教室推進講習会」を開催し、交通安全
及び生活安全の事故防止に備えた取組について、講
演や演習等から参加者の意識とスキルの向上を図っ
た。

各種研修会や働きかけにより、教職員
の安全管理意識は高まってきている。

不審者対応や交通事故対応、怪我や
体調不良等の突発的な事故対応等の
あらゆるケースに備え、各学校のマニュ
アルを充実するよう、今後も働きかけて
いく。

学校安
全対策
課

43

59

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

①安全管理のためのマニュアルの策定
等の促進

学校及び保育所、認可外保育施設の
設置・管理者による校外活動など、様々
なケースを想定した危機管理マニュアル
の策定を促進します。

また、児童福祉施設(保育所及び認可
外保育施設を除く)、児童発達支援事業
の関係施設、放課後子どもプラン推進事
業の関係施設の運営管理マニュアルな
どに防犯の視点が盛り込まれるよう、働
きかけます。

安全管理のためのマニュアル作成に
必要な情報を提供するととも、作成さ
れたマニュアルを効果的に活用する
ための訓練等に協力する。

関係機関と連携し、マニュアルの
作成や見直しに必要な情報を提
供すること。

　各署において、学校、幼稚園、保育所の要請に基づ
き、不審者対応訓練等を実施し、訓練により得られた反
省点や教訓を基にマニュアル等の見直しについて指導
を行った。

　今後も想定訓練を実施し、訓練により
得られた反省点等の基に、危機管理体
制について指導・助言を行うとともにマ
ニュアルの策定や改訂等の促進に引き
続き取り組む。

生活安
全企画
課

43

60

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

②不審者侵入防止訓練の実施の促進
教職員などを対象として、不審者の侵

入を想定した防犯訓練の実施を促進しま
す。

不審者侵入がいつでも起こりうること
や必要な侵入防止訓練の必要性につ
いて注意喚起していく。

特になし。 ・学校訪問等において,不審者対策方法の確認や訓練
の実施について要請を行った。

学校における不審者対策への備えとと
もに、対策の重要性についての認識が
できている。 私学・

大学支
援課

43

61

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

②不審者侵入防止訓練の実施の促進
教職員などを対象として、不審者の侵

入を想定した防犯訓練の実施を促進しま
す。

１及び２　居宅系を除く全ての障害福
祉サービス事業所等で、社会福祉施
設防災対策指針に基づく防災対策マ
ニュアルが作成されるよう指導する。
３　利用者の安全を確保するためのマ
ニュアルとして、事故防止マニュアル
や感染症予防マニュアルなどが策定
されているか、防災マニュアルなどが
策定されているか、防犯に配慮した取
組を行っているか確認を行う。

特になし。 福祉指導課と共に、社会福祉施設防災対策指針に基
づく防災対策マニュアル、事故防止マニュアル、感染症
予防マニュアルなどの策定及び取組状況については実
地指導の際、確認。

防災対策マニュアルの作成により、各障
害福祉サービス事業所等がそれぞれの
事業所の立地条件や災害の際の危険
性を把握し、対応策の検討、利用者へ
の周知が図られた。

障害保
健福祉
課

43

20



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　学校等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

62

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

②不審者侵入防止訓練の実施の促進
教職員などを対象として、不審者の侵

入を想定した防犯訓練の実施を促進しま
す。

１ 児童養護施設等に対して、指導監
査実施時に「児童福祉施設等におけ
る児童の安全の確保について」の点
検項目にある防犯のための避難訓練
等の実施について、確認し指導を図
る。

１　関係機関との間で、情報の迅
速な交換ができる体制整備

２　外出中の児童の安全確保

指導監査実施時に「児童福祉施設等における児童の安
全の確保について」の点検項目の取組状況の確認を行
うとともに、防犯のための避難訓練等の実施状況につ
いて確認し指導した。（11施設）

防犯のための避難訓練未実施（H28）：4施設

防犯のための避難訓練等の実施の必
要性を指導しているものの、実施してい
ない施設がある。

児童家
庭課

43

63

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

②不審者侵入防止訓練の実施の促進
教職員などを対象として、不審者の侵

入を想定した防犯訓練の実施を促進しま
す。

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村訪問や研修等の機会を活用
し、安全対策の徹底について周知、啓
発を実施
・放課後児童支援員認定資格研修や
子育て支援員研修（放課後児童コー
ス）において、安全対策・緊急時対応
について学ぶ内容を提供

１　放課後子ども総合プラン推進
事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・子ども教室等が単独で訓練を行
うことは難しいため、学校や地域と
連携した取組となるよう進めていく
必要がある。

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村訪問や研修等の機会を活用し、安全対策の徹
底について周知、啓発を行った。
・放課後児童支援員認定資格研修において、安全対
策・緊急時対応についての講義（90分）を行った。
　放課後児童支援員認定資格研修
　　4日間×2回　受講者123名、修了者118人

生涯学
習課

43

64

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

②不審者侵入防止訓練の実施の促進
教職員などを対象として、不審者の侵

入を想定した防犯訓練の実施を促進しま
す。

１ 各学校における、不審者侵入を想
定した対処や、保護者・地域・関係機
関・地域の防犯組織等と連携した活
動の啓発を行う。

　学校における、不審者侵入防止
等の防犯に関する危機意識の向
上を図るため、「学校安全教室推
進講習会」等あらゆる機会を捉え
市町村に指導・支援を行う必要が
ある。

安全管理体制の整備や教職員のスキル向上につな
げるために、「スクールガード・リーダー連絡協議会」、
「学校安全教室推進講習会」及び「生活安全教育推進
委員会」において、教職員対象の「不審者対応訓練」の
重要性を説明し、実践を促してきた。

不審者対応スキルと組織体制の必要
性については一定理解されていると思
われるが、「不審者対応訓練」の実施率
が思うように上がっていない。安全教育
実施モデル校の取組の成果を紹介しな
がら、一層の啓発と指導を行う必要があ
る。

学校安
全対策
課

43

65

項
目

内
容

(2)　学校等の安全確保体制づくりの促進

②不審者侵入防止訓練の実施の促進
教職員などを対象として、不審者の侵

入を想定した防犯訓練の実施を促進しま
す。

不審者対応訓練の継続実施 訓練が形骸化しないように訓練を
行うとともに、危機管理意識が希
薄化しないよう啓発活動を行うこ
と。

各署において、学校、幼稚園、保育所の要請に基づ
き、不審者対応訓練等を実施した。

創意工夫を凝らした訓練内容の充実
生徒、園児を参加させての訓練回数を
増加させる 生活安

全企画
課

43

66

項
目

内
容

(3) 学校等における児童等の見守り活
動等の推進

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、事業者、地域活動団体と連携し
て、学校等における見守り活動などの効
果的な安全確保の取組を実施します。

学校、保護者の話し合いによる安全
な登下校について、注意喚起を行っ
た。

特になし。 ・学校訪問等において、児童生徒の見守りについて、学
校の対策や地域との協力体制について要請を行った。

・学校の職員、管理者や保護者におい
て、定期的に学校近辺の危険地点等で
児童生徒見守りが実施され、児童生徒
の安全が確保されている。

私学・
大学支
援課

43
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　学校等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

67

項
目

内
容

(3) 学校等における児童等の見守り活
動等の推進

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、事業者、地域活動団体と連携し
て、学校等における見守り活動などの効
果的な安全確保の取組を実施します。

１及び２　居宅系を除く全ての障害福
祉サービス事業所等で、社会福祉施
設防災対策指針に基づく防災対策マ
ニュアルが作成されるよう指導する。
３　利用者の安全を確保するためのマ
ニュアルとして、事故防止マニュアル
や感染症予防マニュアルなどが策定
されているか、防災マニュアルなどが
策定されているか、防犯に配慮した取
組を行っているか確認を行う。

特になし。 福祉指導課と共に、社会福祉施設防災対策指針に基
づく防災対策マニュアル、事故防止マニュアル、感染症
予防マニュアルなどの策定及び取組状況については実
地指導の際、確認。

防災対策マニュアルの作成により、各障
害福祉サービス事業所等がそれぞれの
事業所の立地条件や災害の際の危険
性を把握し、対応策の検討、利用者へ
の周知が図られた。

障害保
健福祉
課

43

68

項
目

内
容

(3) 学校等における児童等の見守り活
動等の推進

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、事業者、地域活動団体と連携し
て、学校等における見守り活動などの効
果的な安全確保の取組を実施します。

１ 児童養護施設等に対して、指導監
査実施時に「児童福祉施設等におけ
る児童の安全の確保について」の点
検項目にある防犯のための避難訓練
等の実施について、確認し指導を図
る。

１　関係機関との間で、情報の迅
速な交換ができる体制整備
２　外出中の児童の安全確保

指導監査実施時に、施設と関係機関との連携について
確認し、全11施設で実施できていた。

関係機関との連携が図られている。

児童家
庭課

43

69

項
目

内
容

(3) 学校等における児童等の見守り活
動等の推進

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、事業者、地域活動団体と連携し
て、学校等における見守り活動などの効
果的な安全確保の取組を実施します。

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・放課後の子どもたちの安全・安心な
居場所づくりや学びの場の充実
（＝事業の推進）
・放課後児童支援員認定資格研修や
子育て支援員研修（放課後児童コー
ス）において、安全対策・緊急時対応
について学ぶ内容を提供

２　学校支援地域本部等事業
・学校・家庭・地域が一体となり、地域
ぐるみで子どもたちを見守り育てる体
制づくりを推進

１  放課後子ども総合プラン推進
事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村や子ども教室等によって、
訓練等の実施内容に差がある。

２　学校支援地域本部等事業
・市町村や学校によって、地域と
の連携活動の内容に差がある。
・人口減少や高齢化が進む中、学
校を支援する人材の育成・確保が
必要。

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村、保護者、地域住民、指導員等が連携して、児
童等を見守るしくみづくりの支援を行った。（＝事業の推
進）
・放課後児童支援員認定資格研修において、安全対
策・緊急時対応についての講義（90分）を行った。
　放課後児童支援員認定資格研修
　　4日間×2回　受講者123名、修了者118人

２　（学校支援地域本部等事業）
　34市町村67本部134校
・活動内容の企画・運営等への支援
・モデル事例集作成 8月
・市町村訪問　8月～9月
・推進委員会 2回
・地域による教育支援活動研修会、
　ブロック別研修会 4回
・学校地域連携推進担当指導主事の配置　4名
・市町村の取組への助言・支援

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村や子ども教室等によって、訓練
等の実施内容に差がある。
・安全対策等の充実強化には、学校と
市町村担当部署とのさらなる連携強化
が必要。

２　学校支援地域本部等事業
　年度当初から、市町村教育委員会や
各小中学校への事業説明等を行ったこ
とや、民生委員・児童委員やPTA等との
連携を図ったことにより、来年度実施予
定箇所が大幅に増加した。

生涯学
習課

43

22



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　学校等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

70

項
目

内
容

(3) 学校等における児童等の見守り活
動等の推進

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、事業者、地域活動団体と連携し
て、学校等における見守り活動などの効
果的な安全確保の取組を実施します。

１ スクールガード・リーダーによる見
守り活動の指導と評価活動の充実

２ スクールガード（学校安全ボラン
ティア）の組織について、市町村教育
委員会を通じて充実・強化を働きかけ
る。

３ 防犯・生活安全教育実施モデル校
における先進的な取組と啓発

１　地域の活動にスクールガード・
リーダーが効果的に関わりを持つ
よう、市町村に働きかけていく必
要がある。

２　全ての小学校区で組織されて
いるスクールガードの組織の充実
と強化について、継続して働きか
けていく必要がある。

１　「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」として、
次の活動を実施。
・スクールガード・リーダーによる巡回指導と評価活動
（21市町村でスクールガード・リーダー40名を委嘱 163
校を巡回）
・スクールガード養成講習会の開催
２　各市町村に、スクールガード（学校安全ボランティ
ア）による組織だった取組を充実・促進するよう依頼。

１ スクールガード・リーダーの専門的な
知見に基づいた見守り活動は、学校内
外の安全管理を促進する効果的な営み
となっている。
２ 全ての小学校区でのスクールガード
の組織の充実と強化について、継続し
て働きかけていく必要がある。

学校安
全対策
課

43

71

項
目

内
容

(3) 学校等における児童等の見守り活
動等の推進

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、事業者、地域活動団体と連携し
て、学校等における見守り活動などの効
果的な安全確保の取組を実施します。

児童等の見守り活動を行う関係団体
等に対する活動要領等の情報の提供
及び犯罪情報の提供を行い、活動の
推進を図る。

関係団体との連携及び支援を充
実させること。

自主防犯組織、教職員、保護者等と連携した通学路に
おける子ども見守り活動を実施した。
各防犯活動団体において、青色回転灯装備車を使用し
た登下校時の通学路パトロールが行われた。

これまでの活動内容からも、通学路等
の学校外での活動が主体であることか
ら、この取組は削除する。

生活安
全企画
課

43

72

項
目

内
容

(4)　児童等への安全教育の充実

①防犯教室等の開催
学校等の設置・管理者、保護者及び関

係機関などと連携して、児童等が犯罪の
被害に遭わないための参加・体験型の効
果的な安全教育の充実に努めます。

学校訪問等において、継続的な防犯
教育の必要性について注意喚起して
いく。

  様々なカリキュラムの中で、継続
した防犯教育の実施が難しい面が
ある。

・学校訪問等において、継続的な防犯教育の必要性に
ついて要請を行った。

・児童生徒自らが、防犯意識をもち、安
全確保の重要性が認識されている。

私学・
大学支
援課

43

73

項
目

内
容

(4)　児童等への安全教育の充実

①防犯教室等の開催
学校等の設置・管理者、保護者及び関

係機関などと連携して、児童等が犯罪の
被害に遭わないための参加・体験型の効
果的な安全教育の充実に努めます。

１及び２　居宅系を除く全ての障害福
祉サービス事業所等で、社会福祉施
設防災対策指針に基づく防災対策マ
ニュアルが作成されるよう指導する。
３　利用者の安全を確保するためのマ
ニュアルとして、事故防止マニュアル
や感染症予防マニュアルなどが策定
されているか、防災マニュアルなどが
策定されているか、防犯に配慮した取
組を行っているか確認を行う。

特になし。 福祉指導課と共に、社会福祉施設防災対策指針に基
づく防災対策マニュアル、事故防止マニュアル、感染症
予防マニュアルなどの策定及び取組状況については実
地指導の際、確認。

防災対策マニュアルの作成により、各障
害福祉サービス事業所等がそれぞれの
事業所の立地条件や災害の際の危険
性を把握し、対応策の検討、利用者へ
の周知が図られた。 障害保

健福祉
課

43

23



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　学校等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

74

項
目

内
容

(4)　児童等への安全教育の充実

①防犯教室等の開催
学校等の設置・管理者、保護者及び関

係機関などと連携して、児童等が犯罪の
被害に遭わないための参加・体験型の効
果的な安全教育の充実に努めます。

１ 児童養護施設等に対して、指導監
査実施時に「児童福祉施設等におけ
る児童の安全の確保について」の点
検項目にある入所児童に対する安全
管理についての指導に対する取組状
況を確認し、体験・参加型の安全教育
の実施状況についても確認する。

１　関係機関との間で、情報の迅
速な交換ができる体制整備
２　外出中の児童の安全確保

実施なし。 体験・参加型の安全教育の実施状況に
ついて、指導監査実施時に確認してお
らず、把握できていない。

児童家
庭課

43

75

項
目

内
容

(4)　児童等への安全教育の充実

①防犯教室等の開催
学校等の設置・管理者、保護者及び関

係機関などと連携して、児童等が犯罪の
被害に遭わないための参加・体験型の効
果的な安全教育の充実に努めます。

市町村ヒアリング等を通じ、保育所・
幼稚園・認定こども園等における安全
管理・安全教育の必要性の周知を図
るとともに、防犯教室等の実施を要請
する

子どもに対する防犯教室の実施
及び教職員に対する防犯に関す
る訓練等の実施率ともにさらに向
上させるため、必要性の理解を十
分に図る必要がある

１全市町村を訪問し、保育所等の安全管理・安全教育
の実施状況についてヒアリングと推進を要請
２危機管理マニュアルが作成されていない園等へは、
市町村訪問や研修会等を通じマニュアル整備を要請
３全私立幼稚園、私立認定こども園に対して、私立学校
運営費補助金事業計画ヒアリングの場で、安全管理・
完全教育の実施状況についてヒアリングと推進を要請

子どもに対する防犯教室の実施率は
89.5%、教職員に対する防犯に関する訓
練等の実施率は83.7%であることから引
き続きあらゆる場面を通じて防犯教室
等の開催の必要性を十分に理解しても
らい、実施に向けて要請をしていく必要
がある 幼保支

援課
43

76

項
目

内
容

(4)　児童等への安全教育の充実

①防犯教室等の開催
学校等の設置・管理者、保護者及び関

係機関などと連携して、児童等が犯罪の
被害に遭わないための参加・体験型の効
果的な安全教育の充実に努めます。

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村訪問や研修等の機会を活用
し、安全教育の充実について周知、啓
発を実施
・放課後児童支援員認定資格研修や
子育て支援員研修（放課後児童コー
ス）において、安全対策・緊急時対応
について学ぶ内容を提供

１  放課後子ども総合プラン推進
事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村や子ども教室等によって、
子どもたちへの安全教育の内容
に差がある。

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村訪問や研修等の機会を活用し、安全対策等の
徹底について周知、啓発を行った。
・放課後児童支援員認定資格研修において、安全対
策・緊急時対応についての講義（90分）を行った。
　放課後児童支援員認定資格研修
　　4日間×2回　受講者123名、修了者118人

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村や子ども教室等によって、子ど
もたちへの安全教育の内容に差があ
る。
・安全対策等の充実強化には、学校と
市町村担当部署とのさらなる連携強化
が必要。

生涯学
習課

43

77

項
目

内
容

(4)　児童等への安全教育の充実

①防犯教室等の開催
学校等の設置・管理者、保護者及び関

係機関などと連携して、児童等が犯罪の
被害に遭わないための参加・体験型の効
果的な安全教育の充実に努めます。

教職員や子どもの安全対応能力の
向上を図る「防犯教室」を推進するた
めの「学校安全教室推進講習会」の
開催

　「防犯教室」の開催等の実施率
が減少するなど、学校における、
防犯に関する取組の優先順位が
低下していることから「学校安全教
室推進講習会｣等の機会を捉え啓
発を行うとともに、実施率の低い
市町村については、指導・支援を
行う必要がある。

教職員や子どもの安全対応能力の向上を図る「防犯
教室」を推進するため、「学校安全教室推進講習会」に
おいて、「防犯教室」の趣旨と効果の説明及び安全教
育実施モデル校による実践発表の機会を設けた。

子どもたちを犯罪から守るための良い
啓発となった。各学校での防犯教室の
実施については、その有用性や取組の
成果を紹介しながら継続して促し、実施
率を向上させていく。

学校安
全対策
課

43

24



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　学校等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

78

項
目

内
容

(4)　児童等への安全教育の充実

①防犯教室等の開催
学校等の設置・管理者、保護者及び関

係機関などと連携して、児童等が犯罪の
被害に遭わないための参加・体験型の効
果的な安全教育の充実に努めます。

関係機関、保護者等と連携し、児童
等への安全教育を積極的に展開す
る。

体験型学習を取り入れ、子ども
110番の家等の子どもを守るため
の制度を児童に浸透させること。

誘拐被害防止教室の開催
子どもを参加させての不審者対応訓練の実施
子ども110番の家の周知

児童へ安全教育を浸透させるためには
繰り返して実施する必要があるため引き
続き取り組む。

生活安
全企画
課

43

79

項
目

内
容

(4)　児童等への安全教育の充実

②安全マップ作成の促進
児童等の危険予測能力、危険回避能

力を高めるため、学校の設置・管理者に
対して、安全マップの作成による安全教
育を行うよう、働きかけます。

「地域安全マップ」の意義や実施方
法及び作成・活用・有用性について
「学校安全教室推進講習会」等を通し
て周知徹底していく。

　学校における「安全マップ」作成
に向け、有効性や作成方法につい
て周知し、作成に向けた一層の働
きかけが必要である。

「学校安全教室推進講習会」の講義・演習の中で、交
通安全教育に安全マップを活かす実践や手法の紹介
があり、取組を促した。

児童等の危機予測・危機回避能力を
高めるための安全マップの教育効果を
研修できる機会を提供できた。さらに、
安全マップを活用した安全教育の推進
に取り組んでいく。

学校安
全対策
課

44

80

項
目

内
容

(4)　児童等への安全教育の充実

②安全マップ作成の促進
児童等の危険予測能力、危険回避能

力を高めるため、学校の設置・管理者に
対して、安全マップの作成による安全教
育を行うよう、働きかけます。

安全マップの作成にかかる指導の実
施

対象数が多く、実施方法を検討す
る必要がある。

子ども110番の家の指定状況や不審者情報等安全マッ
プの作成に必要な情報を提供。

安全マップの作成は、子どもの防犯意
識を高揚させるために重要だと思われ
るので引き続き、情報の提供に努める。

生活安
全企画
課

44

81

項
目

内
容

(5)　防犯環境整備の促進

学校等へ不審者が侵入して、児童等へ
危害を加えることを防ぐため、学校等の
設置・管理者に対して、施設・設備の整
備と定期的な安全点検を実施するよう、
働きかけます。

施設・設備の整備、安全点検の継続
した実施の必要性について注意喚起
するとともに、学校安全対策の取組に
対する補助制度を継続していく。
（高知県私立学校教育力強化推進事
業費補助金：教育改革推進事業（学
校安全の推進））

　特になし。 ・学校訪問等において、定期的な安全点検や防犯対策
について確認するとともに、活用できる補助制度を紹介
した。

・教職員について、児童生徒に対する防
犯対策や意識の重要性が認識されてい
る。

私学・
大学支
援課

44

82

項
目

内
容

(5)　防犯環境整備の促進

学校等へ不審者が侵入して、児童等へ
危害を加えることを防ぐため、学校等の
設置・管理者に対して、施設・設備の整
備と定期的な安全点検を実施するよう、
働きかけます。

１及び２　居宅系を除く全ての障害福
祉サービス事業所等で、社会福祉施
設防災対策指針に基づく防災対策マ
ニュアルが作成されるよう指導する。
３　利用者の安全を確保するためのマ
ニュアルとして、事故防止マニュアル
や感染症予防マニュアルなどが策定
されているか、防災マニュアルなどが
策定されているか、防犯に配慮した取
組を行っているか確認を行う。

特になし。 福祉指導課と共に、社会福祉施設防災対策指針に基
づく防災対策マニュアル、事故防止マニュアル、感染症
予防マニュアルなどの策定及び取組状況については実
地指導の際、確認。

防災対策マニュアルの作成により、各障
害福祉サービス事業所等がそれぞれの
事業所の立地条件や災害の際の危険
性を把握し、対応策の検討、利用者へ
の周知が図られた。

障害保
健福祉
課

44

25



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策１　　学校等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

83

項
目

内
容

(5)　防犯環境整備の促進

学校等へ不審者が侵入して、児童等へ
危害を加えることを防ぐため、学校等の
設置・管理者に対して、施設・設備の整
備と定期的な安全点検を実施するよう、
働きかけます。

１ 児童養護施設等に対して、指導監
査実施時に「児童福祉施設等におけ
る児童の安全の確保について」の点
検項目にある施設整備面における安
全確保がとれているか状況を確認し、
指導を図る。

１　関係機関との間で、情報の迅
速な交換ができる体制整備
２　外出中の児童の安全確保

指導監査実施時に「児童福祉施設等における児童の安
全の確保について」の点検項目の取組状況の確認を行
うとともに、非常通報装置や防犯カメラ等の防犯対策に
係る整備費用につき、6施設に対して補助金の交付を
決定した。

整備状況（11施設中）
・防犯カメラ：8施設
・非常通報装置：3施設

現状の防犯対策では不十分であり、設備等の増設を検
討している施設：5施設

児童の安全確保に向けた施設整備が
進んでいるものの、全施設について防
犯対策の整備ができているわけではな
い。

児童家
庭課

44

84

項
目

内
容

(5)　防犯環境整備の促進

学校等へ不審者が侵入して、児童等へ
危害を加えることを防ぐため、学校等の
設置・管理者に対して、施設・設備の整
備と定期的な安全点検を実施するよう、
働きかけます。

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村訪問や研修等の機会を活用
し、環境整備の徹底について周知、啓
発を実施
・放課後児童支援員認定資格研修や
子育て支援員研修（放課後児童コー
ス）において、安全対策・緊急時対応
について学ぶ内容を提供

１  放課後子ども総合プラン推進
事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村や子ども教室等によって、
環境整備の内容に差がある。

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村訪問や研修等の機会を活用し、安全対策等の
徹底について周知、啓発を行った。
・放課後児童支援員認定資格研修において、安全対
策・緊急時対応についての講義（90分）を行った。
　放課後児童支援員認定資格研修
　　4日間×2回　受講者123名、修了者118人

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村や子ども教室等によって、子ど
もたちへの安全教育の内容に差があ
る。
・安全対策等の充実強化には、学校と
市町村担当部署とのさらなる連携強化
が必要。

生涯学
習課

44

85

項
目

内
容

(5)　防犯環境整備の促進

学校等へ不審者が侵入して、児童等へ
危害を加えることを防ぐため、学校等の
設置・管理者に対して、施設・設備の整
備と定期的な安全点検を実施するよう、
働きかけます。

学校の施設・設備等について毎学
期１回以上の安全点検を実施するよ
う、周知徹底を継続する。

　アンケート等により取組状況を把
握し、全ての学校において実施さ
れるよう、また、学校における安全
点検の質の向上を図るよう、市町
村等を通して継続して働きかけて
いく必要がある。

研修会等あらゆる機会を捉えて、学校の施設・設備等
について毎学期１回以上の安全点検を実施するよう働
きかけた。

また、安全点検の実績を年度末のアンケート調査で
把握し、各学校で確実に実施されるよう、適宜指導して
いる。

学校の施設・設備等について毎学期１
回以上の安全点検を実施するよう周知
徹 底 し た こ と により 、 点 検 実 施 率は
100％となっている。今後は、安全点検
の精度を高めることを呼びかけていきた
い。

学校安
全対策
課

44

26



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

86

項
目

内
容

(1) 通学路等における児童等の安全の
確保のための指針の周知及び助言

通学路等において児童等の安全が確
保されるよう、学校等の設置・管理者や
保護者、その他の関係者に対して、｢通
学路等における児童等の安全の確保の
ための指針｣の周知を図るとともに、必要
な助言などを行います。

市町村訪問を通じ、保育所・幼稚園・
認定こども園における安全管理・安全
教育の推進と指針の周知を図る

幼児の交通安全確保についての
保育者・保護者等の更なる意識の
向上

１全市町村を訪問し、保育所等の安全管
理・安全教育の実施状況についてヒアリン
グと指針の周知
２全私立幼稚園、私立認定こども園に対し
て、私立学校運営費補助金事業計画ヒアリ
ングや研修会等の場で、安全管理・完全教
育の実施状況についてヒアリングと指針の
周知

市町村訪問やヒアリング、研修会等を通
じて保育者・保護者等に対し、安全確保
のための指針の周知を図り、意識の醸
成を図ることができた

幼保
支援
課

45

87

項
目

内
容

(1) 通学路等における児童等の安全の
確保のための指針の周知及び助言

通学路等において児童等の安全が確
保されるよう、学校等の設置・管理者や
保護者、その他の関係者に対して、｢通
学路等における児童等の安全の確保の
ための指針｣の周知を図るとともに、必要
な助言などを行います。

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村訪問や研修等の機会を活用
し、安全対策の充実について周知、啓
発を実施
・放課後児童支援員認定資格研修や
子育て支援員研修（放課後児童コー
ス）において、安全対策・緊急時対応
について学ぶ内容を提供

１  放課後子ども総合プラン推進
事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村や子ども教室等によっ
て、内容の実践に差がある。

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村訪問や研修等の機会を活用し、安
全対策の徹底について周知、啓発を行っ
た。
・放課後児童支援員認定資格研修におい
て、安全対策・緊急時対応についての講義
（90分）を行った。
　放課後児童支援員認定資格研修
　　4日間×2回　受講者123名、修了者118
人

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村や子ども教室等によって、訓練
等の実施内容に差がある。
・安全対策等の充実強化には、学校と
市町村担当部署とのさらなる連携強化
が必要。

生涯
学習
課

45

88

項
目

内
容

(1) 通学路等における児童等の安全の
確保のための指針の周知及び助言

通学路等において児童等の安全が確
保されるよう、学校等の設置・管理者や
保護者、その他の関係者に対して、｢通
学路等における児童等の安全の確保の
ための指針｣の周知を図るとともに、必要
な助言などを行います。

１ 通学路の安全確保などを盛り込ん
だ「高知県安全教育プログラム」に基
づく安全教育の実施を進めていく。
２ 通学路における危険箇所等の安
全対策が進むよう、道路管理者や公
安委員会、市町村教育委員会と情報
共有する。
３ 高知県通学路安全推進委員会を
年２回開催し、関係機関との連携の
在り方や効果的な安全対策及び安全
教育の実施について協議する機会を
設ける。
４ 「学校安全教室推進講習会」にお
ける情報提供

　「高知県安全教育プログラム（交
通安全編）」に基づく安全教育の
実施を各学校に促していく。教育
課程の位置付けがないので、取
組が進みにくい。
　学校等と、保護者や地域、関係
機関が連携して取り組む仕組み
づくりが必要である。市町村規模
も含め取組に温度差がある。

１ 通学路の安全確保に向けた推進体制の
構築は平成28年度中に33市町村で構築さ
れ、プログラムは30市町村が策定済となっ
た。
２及び３ 高知県通学路安全推進委員会を
年２回開催し、道路管理者や公安委員会、
市町村教育委員会等、関係機関と連携を
図る機会を設けた。交通安全教育に著名な
大学教授を招聘し、効果的な安全対策及び
安全教育の実施について検討する場とも
なった。
４ 「学校安全教室推進講習会」において、
通学路の安全確保に関する安全教育の趣
旨の説明及び情報提供を行った。

高知県通学路安全推進委員会の開催
は、関係機関と連携を図りながら、通学
路の安全確保を推進する良い機会と
なった。また、交通安全教育実施モデル
校による実践発表も、効果的な安全対
策及び安全教育の実施について協議す
る契機となっている。

交通安全教育の推進については、ま
ずは実施例を紹介し、学校が取り組み
やすい啓発を考えたい。

学校
安全
対策
課

45

89

項
目

内
容

(1) 通学路等における児童等の安全の
確保のための指針の周知及び助言

通学路等において児童等の安全が確
保されるよう、学校等の設置・管理者や
保護者、その他の関係者に対して、｢通
学路等における児童等の安全の確保の
ための指針｣の周知を図るとともに、必要
な助言などを行います。

地域安全ニュース等の活用による指
針の周知及び指針の取組に有益な情
報の提供を行う。

関係者に対する情報提供の場を
広めること。

指針に基づく活動を実施し、関係者に対
する周知を図った。

指針については、周知度が高いと言え
なず、関係者等への働きかけを強化し
ていく必要があるため、引き続き取り組
む。

生活
安全
企画
課

45

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策２　　通学路等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策２　　通学路等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

90

項
目

内
容

(2)通学路等における児童等の見守り活
動等の促進

①学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、関係団体等との連携

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、事業者、地域活動団体などと連携
して、通学路等における登下校時のパト
ロール活動や見守り活動などの効果的な
安全対策を実施します。

１ 「地域ぐるみの学校安全体制整備
推進事業」の継続と効果的な活用（ス
クールガード・リーダーによる巡回指
導等の継続実施）
２ 防犯・生活安全教育及び交通安全
教育実施モデル校による先進的な取
組と啓発
３ 各種推進委員会及び「学校安全教
室推進講習会」における情報提供

１　地域のボランティアと学校との
連携が十分でない市町村がある。
全ての小学校区で組織されたス
クールガード（学校安全ボランティ
ア）の組織の充実と強化につい
て、継続して働きかけていく必要
がある。
２　防犯・生活安全教育及び交通
安全教育実施モデル校による取
組の効果的な啓発

１ 「地域ぐるみの学校安全体制整備推進
事業」における、スクールガード・リーダーに
よる巡回指導等の実施を行った。（21市町
村でスクールガード・リーダー40名を委嘱）
２ 防犯・生活安全教育及び交通安全教育
実施モデル校（各３校）が、先進的・実践的
な取組を実施した。
３ 各種推進委員会及び「学校安全教室推
進講習会」において、モデル校による実践
発表を行った。

1 スクールガード・リーダーによる巡回
指導や評価は、学校や保護者等に児童
等の見守りの大切な視点を与え、活動
の充実につながった。
２ モデル校の実践発表は、保護者・地
域・関係機関と連携した安全教育の取
組を推進する良い啓発となっている。よ
り多くの方に取組を知っていただく工夫
をしていきたい。

学校
安全
対策
課

45

91

項
目

内
容

(2)通学路等における児童等の見守り活
動等の促進

①学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、関係団体等との連携

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、事業者、地域活動団体などと連携
して、通学路等における登下校時のパト
ロール活動や見守り活動などの効果的な
安全対策を実施します。

通学路安全の日における児童の見守
り活動及び通学路安全点検活動を実
施する。

通学路安全の日の周知を図り、参
加者を増やすこと。

１　通学路安全日を中心に、自主防犯組
織、教職員、保護者等と連携した通学路に
おける子ども見守り活動を実施した。
２　各防犯活動団体において、青色回転灯
装備車を使用した登下校時の通学路パト
ロールが行われた。

不審者の出没情報は増加傾向にあるた
め、特に下校時を中心に見守り活動に
引き続き取り組む。

生活
安全
企画
課

45

92

項
目

内
容

(2) 通学路等における児童等の見守り活
動等の促進

②通学路等における声かけ運動の実施
学校等の設置・管理者、保護者、地域

住民、事業者、地域活動団体などと連携
して、通学路等における児童等への声か
け運動を推進します。

１　「地域ぐるみの学校安全体制整備
推進事業」の継続と効果的な活用
　スクールガード・リーダーによる巡回
指導等の継続
２　全ての小学校区で組織されたス
クールガード（学校安全ボランティア）
の組織の充実と強化を図る。

１　地域のボランティアと学校との
連携が十分でない市町村がある。

２　　全ての小学校区で組織され
ているスクールガード（学校安全
ボランティア）組織の充実と強化に
ついて、更に継続して働きかけて
いく必要がある。

１　「地域ぐるみの学校安全体制整備推進
事業」として、次の活動を実施。
・スクールガード・リーダーによる巡回指導
と評価活動（21市町村でスクールガード・
リーダー40名を委嘱 163校を巡回）
・スクールガード養成講習会の開催
２　各市町村に、スクールガード（学校安全
ボランティア）による組織だった取組を充実・
促進するよう依頼。

１ 児童等にあたたかい声かけを行うス
クールガード・リーダーに対しては、子ど
もたちや保護者、地域の信頼も厚い。そ
のことが地域の児童等の安全確保の意
識を育てている。
２ 全ての小学校区でのスクールガード
の組織の充実と強化について、継続し
て働きかけていく必要がある。

学校
安全
対策
課

45

93

項
目

内
容

(2) 通学路等における児童等の見守り活
動等の促進

②通学路等における声かけ運動の実施
学校等の設置・管理者、保護者、地域

住民、事業者、地域活動団体などと連携
して、通学路等における児童等への声か
け運動を推進します。

通学路安全の日の活動、関係者との
連携による見守り活動に併せて声か
け運動を実施するとともに、制度の周
知を図る。

声かけ運動が継続して行われる
よう制度を浸透させ、運動への参
加者を増加させること。

　自主防犯組織、教職員、保護者等と連携
した通学路における子ども見守り活動に併
せた声かけ運動を実施した。

不審者の出没情報は増加傾向にあるた
め、特に下校時を中心に見守り活動時
の声掛けに引き続き取り組む。

生活
安全
企画
課

45

28



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策２　　通学路等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

94

項
目

内
容

(2) 通学路等における児童等の見守り活
動等の促進

②通学路等における声かけ運動の実施
学校等の設置・管理者、保護者、地域

住民、事業者、地域活動団体などと連携
して、通学路等における児童等への声か
け運動を推進します。

スクールサポーターによる通学路等
におけるパトロール活動の実施

平成28年度は１名増員の17名と
なり、全所属に配置となった。効
果的なパトロール活動が実施でき
るように、学校をはじめとする関係
機関との情報共有が重要となる。

各警察署及び少年サポートセンターにお
いて、児童生徒の登下校時間帯に合わせ
た街頭補導活動を計画し、通学路等におけ
る児童への声かけを実施。

【評価】
学校を始めとする関係機関と情報共有
の図り、各地域の抱える少年問題の把
握するとともに、各警察署及びスクール
サポーターを中心に、少年非行やいじ
めの防止に向けた各種活動を継続的に
実施する。

少年
女性
安全
対策
課

45

95

項
目

内
容

(2)通学路等における児童等の見守り活
動等の促進

③セーフティステーション活動の促進
「こども110番のいえ」をはじめとした

児童等の緊急避難所(セーフティステー
ション)が、学校等や地域の状況に応じて
適切に設置されるよう、県民及び事業者
に対して働きかけます。

また、「こども110番のいえ」などの設置
者に対して、不審者情報の提供や防犯指
導を行います。

こども110番のいえ・くるまの効果的な
指定を促進するとともに、被指定者に
対する不審者情報の提供等を充実さ
せる。

効果的な指定を行うこと。 こども110番のいえ、こども110番のくるま等
の拡充を図るとともに、学校側との連携によ
る制度の広報に努めた。

こども110番のいえ、こども110番のくる
ま等の制度自体が定着しつつあるの
で、今後も制度の拡充を図るため、引き
続き取り組む。

生活
安全
企画
課

45

96

項
目

内
容

(3)　通学路等の環境整備の促進

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、通学路等の管理者、警察署など関
係者が連携して、危険個所などを把握す
るとともに、その改善に向けて取り組むよ
う、働きかけます。

道路管理者（県）が実施すべき144箇
所のうち対策未完了20箇所について
は、市町村が策定する通学路交通安
全プログラムの要対策箇所に位置付
けて安全対策を実施していく。

残る20箇所については、歩道設
置・拡幅など用地買収を伴う大規
模な対策であるため、時間を要す
る。また、通学路交通安全プログ
ラムへの位置付けには関係機関
との点検および公表が必要である
ため、未策定の市町村には早急
に策定するよう働きかけを行う必
要がある。

すべての市町村において平成29年度中に
通学路交通安全プログラムに策定すること
への確認をとった。

平成29年度にすべての市町村において
通学路交通安全プログラムが策定され
るため、通学路の安全性の向上や関係
者の意識が変わる。

道路
課

45

97

項
目

内
容

(3)　通学路等の環境整備の促進

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、通学路等の管理者、警察署など関
係者が連携して、危険個所などを把握す
るとともに、その改善に向けて取り組むよ
う、働きかけます。

１　指定管理者に、安全安心まちづく
りに関する指針の周知及び防犯に配
慮した維持管理の協議を行う。
２　県都市公園管理担当職員に、土
木部維持管理担当者会等で安全安
心まちづくりに関する指針の周知を行
う。

１　指定管理者に、安全安心まちづくりに関
する指針の周知及び防犯に配慮した維持
管理の協議を行った。
２　県都市公園管理担当職員に、土木部維
持管理担当者会等で安全安心まちづくりに
関する指針の周知を行った。

１　指定管理者の防犯に配慮した維持
管理につなげられている。

２　各土木事務所の維持管理担当者に
防犯意識のより一層の浸透を図ること
ができている。

公園
下水
道課

45
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策２　　通学路等における児童等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

98

項
目

内
容

(3)　通学路等の環境整備の促進

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、通学路等の管理者、警察署など関
係者が連携して、危険個所などを把握す
るとともに、その改善に向けて取り組むよ
う、働きかけます。

１ 各学校における通学路の緊急合
同点検の取組及びその対策の進捗に
ついて、県警・道路課と連携して状況
把握を行っていく。
２ 各学校における通学路の交通安
全の確保に向けた推進体制の構築及
び基本方針を策定し、通学路の安全
性を確保する。
３ 高知県通学路安全推進委員会を
年２回開催し、関係機関と連携を図
る。

　必要となる期間や経費等、通学
路の安全対策に求められる取組
状況が各関係機関によって違うた
め、対策の進捗状況を一様に評
価することは難しい。推進委員会
等でアイデアを出し合って、児童
等の安全確保のために、効果的
な対策の仕方を講じていかなくて
はならない。

１ 通学路の緊急合同点検の取組及びその
対策は、完了に向けて進んでいる。
２ 通学路の安全確保に向けた推進体制の
構築は平成28年度中に33市町村で構築さ
れ、プログラムは30市町村が策定済となっ
た。
３ 高知県通学路安全推進委員会を年２回
開催し、道路管理者や公安委員会、市町村
教育委員会等、関係機関と連携を図る機会
を設けた。交通安全教育に著名な大学教授
を招聘し、効果的な安全対策及び安全教育
の実施について検討する場ともなった。

平成24年度の緊急合同点検を受け
て、各関係機関が行ってきた通学路の
安全確保対策は、取組が進んできてい
る。

通学路の安全確保に向けた推進体制
の構築やプログラム策定は、平成29年
度に全市町村の完了を目指して、働き
かけていく。

学校
安全
対策
課

45

99

項
目

内
容

(3)　通学路等の環境整備の促進

学校等の設置・管理者、保護者、地域
住民、通学路等の管理者、警察署など関
係者が連携して、危険個所などを把握す
るとともに、その改善に向けて取り組むよ
う、働きかけます。

通学路等における児童等の見守り
活動等に併せた危険箇所の把握を図
る。

県、市町村等と連携した環境整備
を行う必要がある。

通学路安全日を中心にて関係機関との連
携を図って危険箇所の点検を行い、県や市
町村等に点検によって得られた情報を提供
し、必要な改善を要望した。

【評価】
　今後も特に道路を管理する県・市町村
と連携し環境整備を行う必要があるので
引き続き取り組む。 生活

安全
企画
課

45

30



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

101

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

テレビやラジオなどのメディア、県の広
報紙、ホームページなどの様々な広報媒
体を活用した地域ぐるみで子どもを守る
意識を高めます。

１ 「学校安全教室推進講習会」等の
開催について、ホームページ等での
公開
２ 各学校の取組等についてメディア
への積極的な情報提供の実施

　各市町村・学校の取組内容につ
いて、県が情報収集できる仕組み
を形成していく必要がある。

１ 「学校安全教室推進講習会」等の開催について、
ホームページで公開し、啓発を図った。また、メディアへ
の情報提供も行った。
２ 安全教育実施モデル校の取組を学校安全対策課
ホームページに掲載し、防犯教室の開催やスクール
ガードの見守り活動等の取組について、啓発を行った。

研修会の開催や安全教育の内容につ
いてホームページで公開したり、メディ
アへの積極的な情報提供を実施したり
することにより、県民への広報・啓発の
一助となった。

学校安
全対策
課

46

102

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

テレビやラジオなどのメディア、県の広
報紙、ホームページなどの様々な広報媒
体を活用した地域ぐるみで子どもを守る
意識を高めます。

１　HPにより不審者情報の提供
２　テレビ・ラジオによる広報
３　あんしんFメールによる情報発信
４　あんしんFメールの登録促進

危険情報の提供だけでなく、意識
の高揚を図る情報を提供するこ
と。

メディア、広報紙等による広報・啓発活動を実施し、意
識の高揚に努めた。
１　HPによる不審者情報の提供
２　ラジオ等による広報
３　あんしんFメールによる情報発信
４　あんしんFメールの登録促進

子どもの安全確保に対する効果的な広
報活動を充実を図り地域ぐるみで子ど
もを守る意識を高めることが必要であ
り、引き続き取り組む。

生活安
全企画
課

46

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策３　　子どもの安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

100

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

　 テレビやラジオなどのメディア、県の広
報紙、ホームページなどの様々な広報媒
体を活用した地域ぐるみで子どもを守る
意識を高めます。

１　県民の防犯意識を高める広報・啓
発
　　 広報紙「安全安心まちづくり
ニュース」発行（11万部×年４回を予
定）
　　 安全安心まちづくり構成員向けの
会報を発行（250部×年４回を予定）
２　高知県ホームページでの広報
３　ラジオ等を利用した広報
４　安全安心まちづくりポスターの募
集及び作成、配付
５　「安全安心まちづくりひろば」での
広報

子どもの安全確保については、こ
れまでにも繰り返し広報されてき
たことであり、広報紙などで関心
を誘うような工夫した紙面づくりに
努める必要がある。

46

１　県民の防犯意識を高める広報・啓発
・広報紙「安全安心まちづくりニュース」の（４回）　計
444,000部発行
・会報「安全安心まちづくりだより」（４回）各250部発行
２　高知県ホームページでの広報
３　ＲＫＣラジオでの広報（11回）
４　シンボルマーク入りの「通学路安全の日」を広報す
るタペストリーを作成し、県庁舎玄関等で掲示
５　安全安心まちづくりポスターの募集
　応募241作品。最優秀作品は、ポスターとして関係機
関に配布（配布数1,300枚）
６　地域の集まりや会合の場に出向き、犯罪概況や防
犯対策、子どもを犯罪から守る取組について説明する
出前講座を実施（2回）
７　イオンモール高知で開催した「安全安心まちづくりひ
ろば」において、安全安心まちづくりパネル展を行い、
犯罪の発生状況や防犯対策、悪質商法の手口、防犯
活動に取り組む団体などについて紹介
８　平成28年度高知県安全安心まちづくり推進会議総
会において基調講演を行い、構成員である市町村・地
域活動団体等に向けてサイバー犯罪の情勢等につい
て講演

１　広報紙、会報において、各地区の活
動紹介を積極的に行い、活動の活性化
につなげた。

２　全国的には子どもが被害者となる悲
惨な事件・事故が相次いで発生してい
ることから、子どもの安全確保に向けた
取組は、弛まぬ継続が求められる。

県民生
活・男
女共同
参画課

31



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策３　　子どもの安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

103

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

①子どもへの虐待をさせないという気運
を高めるための取組の実施

地域社会において、子どもへの虐待を
させないという気運を高めるための広報
啓発を行います。

１ 県広報紙「さんＳＵＮ高知」等への
掲載
　８月号　子どもと家庭の１１０番
　11月号　児童虐待通告義務
　　　　　　　（又はオレンジリボン運動）
２ 官民協働による「オレンジリボン運
動」の実施

１　虐待相談は近年増加している
ものの、様々な要因が絡み合って
の結果であり、当該事業だけをと
らえての効果を把握することが難
しい。

1 県広報紙「さんSUN高知」等への掲載
・県広報番組（ラジオ）による広報活動
　エフエム高知・RKC高知放送（11/24）
・TVCM放映
　高知さんさんテレビ（読み上げ、11/28）
2 官民協働による「オレンジリボン運動」の実施
・オレンジリボンキャンペーン実行委員会への参加（8
回）
・オレンジリボンキャンペーンのチラシ・ポスターの作成
及び配布
　（県庁内各課、教育機関、コンビニ等）
・オレンジリボンキャンペーン

講演会及び弁護士による「こどもなんでも相談会」の
実施
　　（11/5土佐清水市、11/6高知市）

たすきリレー（雨天のため高知市内のアーケードをパ
レード）

児童虐待防止についての機運を醸成で
きている。

児童家
庭課

46

104

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

②虐待やいじめから子どもを守るネット
ワークの活用

虐待やいじめから子どもを守るという
意識を高め、虐待やいじめの早期発見、
早期対応のため、学校、ＰＴＡ及び民生委
員・児童委員(主任児童委員)などがつな
がる既存のネットワークを活用できるよう
取り組みます。

１　各市町村の民生委員・児童委員の
活動費に対して助成を行う。

当初交付決定額：110,430,250円
（45団体）

２ 民生委員・児童委員の資質向上を
目的とした研修を実施する。

３ 県広報等を活用した委員活動の
住民への周知を行う。

１　民生委員・児童委員活動の住
民への周知
２　民生委員活動の温度差
３　民生委員・児童委員の後継者
不足

１ 各市町村の民生委員・児童委員の活動費に対して
助成を行った。
　　交付額：109,521,249円(45団体)
２ 民生委員・児童委員の資質向上を目的とした研修を
実施した。
・会長等、中堅、新任：３年目、２年目、１年目（７か所

で実施）、新任主任児童委員（１年目とあわせて）研修
の開催（県直接、県社協への委託）…延べ出席者945
名
・ブロック別研修会(高知県民生委員児童委員協議会
連合会主催）への協力 （６ブロック７か所で実施）、主任
児童委員研修（県民児連主催）
３ 県広報での実施はなかったが、一斉改選時等に市
町村の広報紙等を活用した委員活動の周知が行われ
た。

１ 民生委員･児童委員約1,700人の活
動を支援することができた。

２ 民生委員･児童委員の資質を向上す
るために、研修を実施した。

特に新規に民生委員･児童委員となっ
た方に対しても、新任の３年間は毎年研
修を実施し、きめ細やかな対応を行って
いる。

３ H28年度は県として十分取り組めて
いないが、H29年度において民生委員
制度創設100周年とあわせて高知県民
生委員児童委員協議会連合会と連携し
て広報等を実施することとした。

地域福
祉政策
課

46

105

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

②虐待やいじめから子どもを守るネット
ワークの活用

虐待やいじめから子どもを守るという
意識を高め、虐待やいじめの早期発見、
早期対応のため、学校、ＰＴＡ及び民生委
員・児童委員(主任児童委員)などがつな
がる既存のネットワークを活用できるよう
取り組みます。

１ 中央児童相談所に市町村支援の
ための専門職員を配置し、人口の多
い地域で、学校や民生委員・児童委
員などが連携して、虐待等の早期発
見や見守り活動を行う地域支援者会
議の設置を高知市や香南市以外の市
町村にも働きかけ、よりきめ細かい対
応ができるように支援する。

１　福祉専門職の採用・配置が難
しいことに加え、人事異動によっ
て培われたノウハウを十分に引き
継ぐことができないなど、市町村
の児童相談担当部署の職員の専
門性の維持向上が難しい。

虐待等の早期発見や見守り活動を行う体制を整備する
ため、子どもの見守り体制推進交付金を創設し、2市1
町に対して交付した。

交付を受けた市町において虐待防止対
策コーディネーターが配置されるなど、
市町村における児童家庭相談体制の強
化につながった。

児童家
庭課

46

32



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策３　　子どもの安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

106

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

②虐待やいじめから子どもを守るネット
ワークの活用

虐待やいじめから子どもを守るという
意識を高め、虐待やいじめの早期発見、
早期対応のため、学校、ＰＴＡ及び民生委
員・児童委員(主任児童委員)などがつな
がる既存のネットワークを活用できるよう
取り組みます。

・高知県ＰＴＡ研究大会において、県
のいじめ防止等の取組について周知
を図るとともに、学校・家庭・地域が連
携した取組について働きかけを実施
・小中学校ＰＴＡ、高等学校ＰＴＡとも
に、地区別研修会においていじめ防
止等、子どもたちの健全育成への取
組について協議を実施

・各社会教育関係団体等に対する
情報提供を行い、取組を更に拡充
する必要がある。
・研修会後のフォローアップ調査
等により、単位PTAでの活動状況
の把握と、研修会での提案を早急
に具体的な活動に反映させるた
めの手立てが必要。

○高知県ＰＴＡ研究大会での取組
・就学前から高校までの保護者を対象とする高知県ＰＴ
Ａ研究大会において、『「ネット問題」を子どもと大人で
考える県民フォーラム』実行委員会の取組について説
明し、ネットトラブルやネットいじめに対応するため、各
機関が連携し取り組むことことの重要性について理解
を深めることができた。
　平成28年7月3日（日） 参加者：346人
・小中学校PTAによる「PTA・教育行政研修会」県内6地
区で、「ネット問題」等のテーマで協議を実施することが
できた。
　参加者：620人
○高校生育成員制地区別研修会での取組
・生活指導に関わるＰＴＡ会員で組織されている高校生
育成員の地区別研修会において、通学時の安全確保
やネットいじめを含むネット問題に関して保護者・教員
がともに協議し、子どもたちの健全育成に向けた課題
意識を共有し、同じ方向性をもって取り組むことを確認
することができた。
　参加者：487人

【評価】
PTA会員が、研修会で学んだことを各単位
PTAにおいて新たな活動として取組む割合
は確実に高まってきた。
　全体取組率　97.4％

【課題等】
学校と家庭の連携やPTA活動の取組状況
は地域ごとに差が見られ、子どもを取り巻
く様々な課題を全ての県民が共有し、具体
的な活動につなげていく必要がある。
子どもとの関わりが十分でなかったり、子
どもへの接し方に悩みを抱えたりする保護
者がいる一方で、PTA活動に参加する保
護者は固定化・二極化傾向にあり、より多
くの保護者の参画を得るための取組が必
要である。

生涯学
習課
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107
108
109
110

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

②虐待やいじめから子どもを守るネット
ワークの活用

虐待やいじめから子どもを守るという
意識を高め、虐待やいじめの早期発見、
早期対応のため、学校、ＰＴＡ及び民生委
員・児童委員(主任児童委員)などがつな
がる既存のネットワークを活用できるよう
取り組みます。

・県教育委員会が各市町村の要保護
児童対策地域協議会に参加、要保護
児童の状態や市町村・学校の支援状
況等を把握し、必要に応じスーパーバ
イザーの派遣等の支援を行う。
・要保護児童が多い高知市では、中
央児相、高知市、警察の三者会議に
参加、新規ケースはより早急に実態
把握を行う。
・高知県いじめ問題対策連絡協議会
では、いじめ防止等に関わる機関・団
体の情報共有と連携した取組の推進
を図る。
・「いじめ防止子どもサミット」・「『ネット
問題』を子どもと大人で考える県民
フォーラム」の成果をもとに、いじめ防
止等の取組をさらに進めるため、児童
会・生徒会交流集会を開催する。

・各機関が連携した実効的な支援
や、迅速かつ適切な情報共有に
おいて課題がある。
・いじめ問題対策連絡協議会にお
ける関係機関の代表者による意
見交換については、総花的な意
見交換だと、同じ意見が繰り返さ
れ進展しないことが考えられるた
め、テーマを絞った意見交換をし
ていくことが必要。
・児童会・生徒会交流集会の成果
と課題を集約し、Ｈ２９年度のサ
ミットの開催につなげる。

・県教育委員会が各市町村の要保護児童対策地域協
議会に参加し、要保護児童に関する情報を共有した。
対応が十分でない市町村に対して、児童相談所や地教
委と連携するなどして、はたらきかけができるようになり
つつある。

・高知県いじめ問題対策連絡協議会を３回開催し、関
係機関によるいじめ防止対策の取組状況の確認や課
題、今後の計画について協議した。

・県教育委員会が要保護児童の実態を
把握することによって、県内で発生した
各事案に対して、速やかに対応すること
ができた。

人権教
育課、
小中学
校課、
高等学
校課、
特別支
援教育
課
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策３　　子どもの安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

111

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

②虐待やいじめから子どもを守るネット
ワークの活用

虐待やいじめから子どもを守るという
意識を高め、虐待やいじめの早期発見、
早期対応のため、学校、ＰＴＡ及び民生委
員・児童委員(主任児童委員)などがつな
がる既存のネットワークを活用できるよう
取り組みます。

１ いじめ防止ネットワーク会議への
参加（本部少年課）
２ 要保護児童対策地域協議会への
参加（全署）

　各会の代表者会議には通常ど
おり参加するものの、各署におけ
る警察の関与や、主にいじめ及び
虐待が深刻な事態となった場合で
あり、早期発見と対応には、いじ
めについては県教委、虐待につい
ては児童相談所がそれぞれ力を
発揮し、各関係機関と連携してい
くことがベストであると考える。

１　いじめ事案については、少年サポートセンター内に
設置したヤングテレフォンや各警察署の警察安全相談
電話等により、少年補導職員等がきめ細やかな相談対
応に努め、真相究明と事案に応じた適切な対応を図っ
た。
２　児童虐待事案は、市町村の要保護児童対策地域協
議会等への積極的な参加等あらゆる警察活動を通じて
児童虐待事案の早期発見、児童相談所への迅速かつ
確実な通告の実施及び通告後における関係機関と連
携した児童の継続的支援に努めた。

いじめ事案対応と児童虐待事案対応
は、いずれも児童の安全に向けて重要
な取組であり、別項目に分ける
　また、緊急に対応を要する児童虐待
に適切に対応するため、子どもたちを健
やかに育てる取組に「児童虐待防止に
向けた体制づくり」を取り入れる。

少年女
性安全
対策課
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112

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

③ルールや法を守る心を育てる取組の
実施

子どもが周りの大人との信頼関係に支
えながら、幼児期から物事の善悪を正し
く判断する力を養い、ルールや法を守る
心を育みます。

１　地域の子育て支援の充実
・市町村等が地域の実情に応じて実
施する地域子育て支援センターの子
育て支援に関する独自事業への助成
（安心子育て応援事業費補助金）
・地域子育て支援センター職員の研
修の充実等
・子育て応援情報紙「大きくなあれ」の
発行（40,000部、年4回）
・「こうちプレマnet」を通じた妊娠・出
産・子育てに関する情報発信
・ＮＰＯ等による子育て講座の実施（県
から委託）
・子育て支援アドバイザー（助産師）の
派遣
・子育てサークル等のネットワークづく
り
（サークルの登録、交流の促進、サー
クルが開催するイベントやネットワー
クづくりに向けた取組への助成など）

妊娠期からの切れ目ない子育て
支援の体制を構築していくための
関係機関との連携や地域資源の
活用。（地域が子育てを支え見守
ることができる仕組みづくり）

１　地域の子育て支援の充実
・安心子育て応援事業費補助金
　　15市町村１広域連合
　　８団体（子育てサークル）が活用
・地域子育て支援センター職員の研修の充実等
　　初任者研修兼子育て支援員専門研修（２回）　延べ
115名受講
　　現任者研修（４回）　延べ138名受講
・子育て応援情報紙「大きくなあれ」の発行（40,000部、
年4回）
・「こうちプレマnet」を通じた妊娠・出産・子育てに関する
情報発信
・ＮＰＯ等による子育て講座の実施（サークル６回、子育
て支援センター39回）
・子育て支援アドバイザーの派遣（50回）
・子育てサークル等のネットワークづくり
　サークルの登録数（９市町47サークル）
　全体交流会（３回）

・地域子育て支援センターや子育て
サークルが補助金や支援事業を活用し
ながら地域のニーズに応じた子育て支
援の取り組みを実施できている。

・研修等を通じて、妊娠期からの子育て
支援の必要性について地域子育て支援
センター職員の理解が進み、妊婦を対
象とした取り組みを実施する機会が増
えている。

・子育て応援情報誌「大きくなあれ」やこ
うちプレマnetを通じて子育て家庭に役
立つ情報がより充実して提供されてい
る。
・子育てサークルの交流会等を通じて
サークル同士の交流が増え、新たな
サークル登録に繋がっている。

少子対
策課
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策３　　子どもの安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

113

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

③ルールや法を守る心を育てる取組の
実施

子どもが周りの大人との信頼関係に支
えながら、幼児期から物事の善悪を正し
く判断する力を養い、ルールや法を守る
心を育みます。

認定こども園・保育所・幼稚園の園内
研修の充実を図り、教職員の資質・専
門性の向上を推進する。

・各市町村単独では、保育・教育
の質を高めるための専門性を持っ
た職員の配置が難しい。
・認定こども園・保育所・幼稚園で
は、臨時職員やパート職員が多
い。
・研修のための時間保障が難し
い。
・園内研修の充実を図ることによ
り、保育・教育の質の向上を図っ
ていく必要がある。

園内研修支援（７８園、２２９回）
　実施後のアンケート結果
　　・参考になった　９８．７％
　　・今後も引き続き園内研修を実施する　９１．１％
ブロック別研修支援（１３ブロック１３園、９６回）
　公開保育後の参加者アンケート結果
　　・本研修会が参考になった　９９．３％
　公開保育実施園がブロック別研修で向上・改善したこ
と
（上位３つ）
　　  「保育者の援助」　　　８９．３％
　　　「子ども理解」　　　　　８８．７％
　　　「環境構成の在り方」 ８５．９％

　各園の研修テーマやニーズに応じた
園内研修支援を行ったことにより、実施
園のほとんどのアンケート結果が「参考
になった」と回答され、1園を除く実施園
が「今後も引き続き園内研修を実施す
る」となっており、保育研究を中心とした
研修が広まってきている。
　また、ブロック公開保育の参加者のほ
ぼ全員が「本研修が参考になった」と回
答しており、保育の実践を通した研修に
対する評価が高い。実施園では「保育
者の援助」「子ども理解」「環境構成の在
り方」が向上したと回答しており、継続し
て研修を行うことが保育実践力の向上
につながっている。
　これらのことから、園内研修を通して、
子どもたち自身がきまりの必要性に気
付き、自分の気持ちを調整していく力を
育むための保育者の資質・専門性の向
上を図ることができた。

幼保支
援課
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114

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

③ルールや法を守る心を育てる取組の
実施

子どもが周りの大人との信頼関係に支
えながら、幼児期から物事の善悪を正し
く判断する力を養い、ルールや法を守る
心を育みます。

１ 少年非行防止の根源対策として、
少年の規範意識の情勢を図るため、
県下小中学校で万引き防止等をテー
マにした非行防止教室を開催。
２ １年間で県内の小中学校を一巡す
ることを目標に、小学１年生、５年生、
中学１年生を対象とした非行防止教
室を実施。

１ 小・中学校における非行防止
教室の実施率は90パーセントを超
えているものの、依然として県内
の非行率・再非行率は全国ワー
スト上位であり、非行防止教室の
即効的な効果は表れない。しか
し、１回きりの教室とするのではな
く、低年齢期から何度も繰り返し
実施することで規範意識が自然と
身についていくのではないかと考
える。
２ 本来は全学年への実施が望ま
しいが、学校のカリキュラムや実
施人員等の問題から、小学校で
は２年生と５年生、中学校では１
年生を対象として、実施する。

１　非行防止教室の実施
　　平成28年中（１～12月）の実施校311数校中、計260
回（実施率約83.6パーセント）
地域で抱える少年問題や住民等からの要望に応じた
テーマを選ぶ等、工夫を凝らした教室を実施した。

市少年補導センターを始めとする関係
機関においても、同様の取組が普及し
ているため、関係機関と連携しながら、
内容の見直しも図りながら必要に応じて
教室を開催する。

少年女
性安全
対策課
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策３　　子どもの安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

115
116
117

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

④子どもがネット上のトラブルに巻き込ま
れない取組の実施

インターネットや携帯電話などの普及
が急速に進む中で、子どもが被害者にも
加害者にもならないようにするため、実態
把握に努めるとともに、携帯電話などに
おけるフィルタリングの普及や情報に関
するモラルの教育を行います。

○県内全ての中学校・高等学校の新
入生にＳＮＳの安全な使用に関する
リーフレットを配付する。
○ネット問題をテーマにした教職員研
修やＰＴＡ研修等に講師派遣を行う。
○情報モラル教育実践事例集の活用
を促す。
○学校ネットパトロールを実施する。
○児童会・生徒会交流集会を県内５
ブロックで開催し、それをきっかけに
ネット利用に関する学校やＰＴＡ、家庭
でのルールづくりを推進する。

○交流集会開催に向けて、児童
生徒の実行委員と教職員の準備
委員を確保する必要がある。
○県外の実践発表者の選定や
ルールづくりにつなげる提案内
容、参加者の輸送の問題等、さま
ざまな課題があり、それらを１つ１
つクリアしていく必要がある。

○県内全ての中学校・高等学校の新入生に、SNSの安
全な使用に関するリーフレットを配布した。
○ネット問題をテーマとしたPTA 研修等への講師派遣
は、２５回行った。（小16回、中５回、県立３回、その他１
回）
○学校ネットパトロールの実施（中学校・高等学校　年6
回、小学校・特別支援学校　年2回）し、ネット上のトラブ
ルの早期対応、防止に努めた。特にリスクレベルの高
い事案は、ただちに連絡をもらって対応ができるように
している。
○県内５ブロックでの児童会・生徒会交流集会を行っ
た。

○ネットパトロールで把握できるのは、
全体のごく一部であり、情報モラル教育
や保護者への啓発が重要である。
○ネット問題への課題意識は広まりつ
つあるが、ルールづくりが定着していな
い。

人権教
育課、
小中学
校課、
高等学
校課
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118

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

④子どもがネット上のトラブルに巻き込ま
れない取組の実施

インターネットや携帯電話などの普及
が急速に進む中で、子どもが被害者にも
加害者にもならないようにするため、実態
把握に努めるとともに、携帯電話などに
おけるフィルタリングの普及や情報に関
するモラルの教育を行います。

１　インターネットモラル教育の充実
２　非行防止教室等にあわせた講話
３　部内の各課（少年課・生活環境課）
との連携による取組

職員のインターネットに関する知
識、危険性の認識等を向上させる
ための取組を図ること。

非行防止教室等においてインターネットモラルやイン
ターネットの危険性について講義を行った。
１　インターネットモラル教育の実施
２　非行防止教室等にあわせた講話の実施
３ 部内の各課（少年課・生活環境課）との連携による
取組み

【評価】
スマートフォンの普及等に併せた児童、
保護者に対する啓発活動を強化する必
要性があるため、引き続き取り組んでい
く。
専門的な講義をすることのできる人材
の育成が課題。

生活安
全企画
課

46

119

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

⑤犯罪に巻き込まれない力を育成する取
組の実施

子どもが犯罪に巻き込まれないよう、
危険を察知し回避できる能力を育成する
ため、誘拐被害防止教室などの取組を行
います。

１ 子どもの安全対応能力の向上を
図る「高知県安全教育プログラム（生
活安全編）」に基づく安全教育を推進
する。
２ 「学校安全教室推進講習会」にお
ける安全教育の成果発表

　学校の防犯に対する危機意識
の低下から、子どもに対する犯罪
被害防止教育の機会が減少して
いることから「学校安全教室推進
講習会｣等あらゆる機会を捉え啓
発を行うとともに、実施率の低い
市町村については、指導・支援を
行う必要がある。

１ 「高知県安全教育プログラム（生活安全編）」に基づ
く、防犯・生活安全教育実施モデル校の支援と取組の
啓発を行った。
２ 「学校安全教室推進講習会」及び「防犯・生活安全
教育推進委員会」における、安全教育実施モデル校に
よる実践発表の機会を設けた。

　モデル校の実践発表が、子どもたちの
危機予測・危機回避能力の向上といっ
た安全教育の成果を理解してもらうこと
につながっている。今後も、取組を広く
啓発し、子どもたちが犯罪から自分で身
を守る力を身に付ける安全教育を推進
していきたい。

学校安
全対策
課

47

120

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

⑤犯罪に巻き込まれない力を育成する取
組の実施

子どもが犯罪に巻き込まれないよう、
危険を察知し回避できる能力を育成する
ため、誘拐被害防止教室などの取組を行
います。

１ 県下の小・中・高校において、イン
ターネットの利用に関する犯罪被害防
止教室を実施。
２ 児童及び保護者等に対し、フィル
タリングの必要性について説明し、
フィルタリングの必要性について説明
し、フィルタリングサービスの利用促
進を図る。

１　児童生徒におけるインターネッ
トの利用については、児童だけで
なく保護者がその危険性を十分に
認識していない場合が多いことか
ら、児童だけでなく、保護者や教
員等を対象にした講義が必要。
２　フィルタリングサービスは、携
帯電話の機能を制限するもので
あることから、児童等はフィルタリ
ングに消極的である場合が多い。
そのため、保護者に対し、フィルタ
リングサービスの利用を強く要請
していく必要がある。

１　県下の小・中・高校等において、本部少年課（少年
サポートセンター）及び各署の警察職員等がインター
ネットの利用に伴う犯罪被害の防止について講話を行
い、インターネットの危険性や正しい利用方法について
説明した。また、フィルタリングの必要性についても説
明し、フィルタリングサービスの利用促進を図った。

SNSの普及によって生まれるいじめ問
題等、新たな少年問題に対応した講話
を行っていく必要がある。
児童生徒のスマートフォンの普及率が
高まっていることから、フィルタリング啓
発はますます重要となり、引き続き取り
組む。 少年女

性安全
対策課

47
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策３　　子どもの安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

121

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

⑥親の子育て力を高めるための支援
子育てやしつけなどに悩みや不安を抱

く保護者や家族などに対して、講話や相
談などにより児童養育を支援します。

１ 電話による相談・相談援助活動を
委託により実施し、家庭と地域の児童
養育を支援。

　児童相談所への相談件数は大
きな変動がない中で、当該事業に
おける相談件数は、前年度に比
べ減少しているため、更なる周知
が必要。

子どもと家庭の110番での電話相談対応を実施。 家庭と地域の児童養育の支援に寄与し
た。

児童家
庭課

47

122

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

⑥親の子育て力を高めるための支援
子育てやしつけなどに悩みや不安を抱

く保護者や家族などに対して、講話や相
談などにより児童養育を支援します。

１　地域の子育て支援の充実
・市町村等が地域の実情に応じて実
施する地域子育て支援センターの子
育て支援に関する独自事業への助成
（安心子育て応援事業費補助金）
・地域子育て支援センター職員の研
修の充実等
・子育て応援情報紙「大きくなあれ」の
発行（40,000部、年4回）
・「こうちプレマnet」を通じた妊娠・出
産・子育てに関する情報発信
・ＮＰＯ等による子育て講座の実施（県
から委託）
・子育て支援アドバイザー（助産師）の
派遣
・子育てサークル等のネットワークづく
り
（サークルの登録、交流の促進、サー
クルが開催するイベントやネットワー
クづくりに向けた取組への助成など）
・高知家の出会い・結婚・子育て応援
コーナーにおける子育て相談

子育ての孤立感や不安感の軽減
に向けて、身近な地域で気軽に相
談できる場所の確保と体制の強
化

１　地域の子育て支援の充実
・安心子育て応援事業費補助金
　　15市町村１広域連合
　　８団体（子育てサークル）が活用
・地域子育て支援センター職員の研修の充実等
　　初任者研修兼子育て支援員専門研修（２回）　延べ
115名受講
　　現任者研修（４回）　延べ138名受講
・子育て応援情報紙「大きくなあれ」の発行（40,000部、
年4回）
・「こうちプレマnet」を通じた妊娠・出産・子育てに関する
情報発信
・ＮＰＯ等による子育て講座の実施（サークル６回、子育
て支援センター39回）
・子育て支援アドバイザーの派遣（50回）
・子育てサークル等のネットワークづくり
　サークルの登録数（９市町47サークル）
　全体交流会（３回）
・高知家の出会い・結婚・子育て応援コーナーにおける
子育て相談（240件）

・地域子育て支援センターや子育て
サークルが補助金や支援事業を活用し
ながら地域のニーズに応じた子育て支
援の取り組みを実施できている。

・研修等を通じて、地域子育て支援セン
ター職員によるより充実した子育て支援
の取り組みに繋がるための知識の習得
やスキルアップが進んだ。

・応援コーナーによる出前相談等は、活
動の場での助産師等専門職による育児
相談の機会が得られるとともに、職員の
不安や相談にも対応できる場になった。

少子対
策課

47
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策３　　子どもの安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

123

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

⑥親の子育て力を高めるための支援
子育てやしつけなどに悩みや不安を抱

く保護者や家族などに対して、講話や相
談などにより児童養育を支援します。

１　保護者の子育て力を高めるため
に、保護者に対する講話やワーク
ショップ、保護者の一日保育者体験推
進事業及び基本的生活習慣向上事
業を実施する。

２　日常的に親育ち支援ができるよ
う、保護者と日々かかわっている保育
者への支援や研修会を実施する。

・親育ち支援の必要性は浸透しつ
つあるものの、市町村や保育所・
幼稚園等によって取組に差がある
ため、保護者や保育者に対する
研修の開催や保護者の一日保育
者体験の実施について、さまざま
な機会に声がけを行う必要があ
る。
・基本的生活習慣に関するパンフ
レットを活用した取組を継続し、保
育所・幼稚園等と家庭が一緒に取
り組む仕組みを充実させることが
必要である。

【評価】
・保護者研修や保護者の一日保育者体験の
実施により、良好な親子関係や子どもへの関
わり方について、保護者の理解が深まり、子育
てに生かそうとする姿につながっている。
・保育者研修の実施により、親育ち支援の重
要性や支援方法について保育者の理解が深
まり、園での保護者支援の充実につながって
いる。
・基本的生活習慣に関する取組により、多くの
保育所・幼稚園等で、保護者が乳幼児期から
の基本的生活習慣の重要性について学び、親
子で関わりながら生活習慣を整えていく機会と
なっている。
【課題等】
・親育ち支援の必要性は浸透しつつあるもの
の、市町村や保育所・幼稚園等によって取組
に差があるため保護者や保育者に対する研修
や保護者の一日保育者体験の実施について、
様々な機会に声がけを行う必要がある。
・基本的生活習慣に関するパンフレットを活用
した取組を継続し、保育所・幼稚園等と家庭が
一緒に取り組む仕組みを充実させることが必
要である。

幼保支
援課

47

124

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

⑥親の子育て力を高めるための支援
子育てやしつけなどに悩みや不安を抱

く保護者や家族などに対して、講話や相
談などにより児童養育を支援します。

１ ラジオ、ミニ広報紙等を活用した少
年相談窓口の広報
２ 県内の幼稚園・保育所において、
警察職員が園児の保護者等に対し、
親子の絆や家庭教育の重要性を啓発
し、幼少期からの規範意識の情勢を
図る「親子の絆教室」を実施。（目標：
3年間で県下の全保育施設で実施）

１　少年警察が相談機関として保
護者に周知されているのか疑問
があるため、より一層、広報活動
を展開し、周知していく必要があ
る。
２　３年間で県下の施設を一巡す
るとの目標であることから、未だに
保育士や保護者等に本活動が根
付いていないのが現状。今後も機
会を捉えて積極的に広報し、繰り
返し実施していく。

１　ラジオ、ミニ広報紙等を活用した少年相談の広報・
定期的にラジオ広報を行っているほか、相談機関であ
る少年サポートセンターを照会するリーフレット等を作
成し、様々な機会を捉えて配布した。（本部少年女性対
策課）
　・各署が定期的に発行するミニ広報紙に、それぞれの
相談窓口を掲載した。
２　「親子の絆教室」の実施
　・県内の幼稚園・保育所において、警察職員が園児の
保護者等に対し、親子の絆や家庭教育の重要性を啓
発し、幼少期からの規範意識の情勢を図った。

少年サポートセンターの相談窓口を広
報することにより、同センターの立ち直
り支援活動について、広く県民に周知で
きている。
全国的に少年非行は低年齢化傾向に
あると言われていることから、引き続き
親子の絆教室を実施する必要性が高
まっている。
地域住民のニーズに応じた内容の教室
を開催することが課題。
いずれも県内の少年非行抑止対策に
とって重要な取組であることから、引き
続き実施していく。

少年女
性安全
対策課

47

１保護者研修
　保護者への講話やワークショップの実施
　（69回、62園・1町・小学校２・子育て支援センター２）
　「子どもへの関わりが大切だと思う」99.5％
　「今後の子育てに生かしていきたい」99.3％
２保護者の一日保育者体験
　新規実施園11園・継続実施園52園
３保育者研修
　保育者への講話やワークショップ、事例研修の実施
　（66回、60園・３市・子育て支援センター他２）
　研修1か月後保育や保護者との関わりで変化があった保育者
91.5％
　保護者との信頼関係が築けるように、より意識して関わるよう
になった、
　自分の保育の見直しを図ったなどの回答が見られた。
　親育ち支援講座
　アンケート結果　「参考になった」100％
　親育ち支援実践交流会
　アンケート結果　「学んだことを今後活用するか」98.1％
　親育ち支援保育者専門研修
　アンケート結果　「参考になった」100％
　親育ち支援地域別交流会（東部）
　アンケート結果　「参考になった」100％
４基本的生活習慣の定着に向けた取組
　基本的生活習慣に関するパンフレット配付：321か所
　保育所、幼稚園等で保育者が3歳児保護者を対象にパンフレッ
トを活用した学習会等を実施（273園、実施率92.2％）
　学習会後取組強調月間（6月・11月）に行い、3歳児だけでなく、
全体で取り組む園も見られている。
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策３　　子どもの安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

125

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

⑦子どもたちが安全で安心してすごせる
居場所づくりの推進

放課後や週末などに学校の余裕教室
や地域において、学習支援やスポーツ、
文化活動または地域住民との交流活動
を行うなど、子どもの安全で安心な居場
所づくりを推進します。

１  放課後子ども総合プラン推進
事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村や子ども教室等によっ
て、地域との連携活動の内容に差
がある。

２　学校支援地域本部等事業
・市町村や学校によって、地域と
の連携活動の内容に差がある。
・人口減少や高齢化が進む中、学
校を支援する人材の育成・確保が
必要。

生涯学
習課

47

126
127
128
129

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

⑧高知県学校・警察連絡制度の適正な
運用による学校と警察、保護者が連携し
た子どもへの支援

高知県学校・警察連絡制度の適正な
運用により、学校と警察、保護者との連
携を強化するとともに、相互理解を深め
て、問題行動等の発生及び再発の防止
に努め、子どもの健全育成に取り組みま
す。

学校・警察連絡制度の適正な運用
を行い、児童生徒の問題行動等の予
防や再発防止に努め、健全育成を図
る。

　非行の深刻化した児童生徒に対
しての学校・警察・保護者のさらな
る連携の推進

○学校・警察連絡制度を通じて、学校・警察・保護者の
連携を更に進めている。

○不良行為や非行事案での補導件数
は、年々減少しており、問題行動の未
然防止への成果が表れている。
特定の生徒が繰り返し補導される傾向
にあり、個別支援の充実を図ることが重
要である。

人権教
育課、
小中学
校課、
高等学
校課、
特別支
援教育
課

47

１　放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
①運営等補助（うち高知市）※小学校のみ
・子ども教室 150(41)、児童クラブ 163(87)
②児童クラブ施設整備への助成 14ヵ所
③放課後学びの場充実事業による学習支
援者の謝金等への支援
④利用料減免助成
⑤児童クラブの開設時間延長支援
⑥放課後学び場人材バンク
⑦活動内容の充実と指導員等の人材育成
・推進委員会 2回　・指導員等研修 13回
・ｻﾎﾟｰﾀｰ養成研修 全5回
・放課後児童支援員認定資格研修 全4日×
2
・子育て支援員研修（放課後児童コース）
　全2日×１
・モデル事例集作成
・全市町村訪問 9月　・取組状況調査 9月

２　学校支援地域本部等事業
・32市町村61本部125校（うち、県立校２校）
・活動内容の企画・運営等への支援
・高知市への重点支援
・モデル事例集作成
・市町村訪問　9月
・放課後学び場人材バンク
　地域本部で活動する人材の発掘等
・活動内容の充実と人材育成
・学校地域連携推進担当指導主事の配置
４名

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村、保護者、地域住民、指導員等が連携して、児
童等を見守るしくみづくりの支援を行った。（＝事業の
推進）
・放課後児童支援員認定資格研修において、安全対
策・緊急時対応についての講義（90分）を行った。
　放課後児童支援員認定資格研修
　　4日間×2回　受講者123名、修了者118人

２　（学校支援地域本部等事業）
・34市町村67本部134校
・活動内容の企画・運営等への支援
・モデル事例集作成 8月
・市町村訪問　8月～9月
・推進委員会 2回
・地域による教育支援活動研修会、
　ブロック別研修会 4回
・学校地域連携推進担当指導主事の配置　4名
・市町村の取組への助言・支援

１  放課後子ども総合プラン推進事業
　　（子ども教室、児童クラブ）
・市町村や子ども教室等によって、訓練
等の実施内容に差がある。
・安全対策等の充実強化には、学校と
市町村担当部署とのさらなる連携強化
が必要。

２　学校支援地域本部等事業
　年度当初から、市町村教育委員会や
各小中学校への事業説明等を行ったこ
とや、民生委員・児童委員やPTA等との
連携を図ったことにより、来年度実施予
定箇所が大幅に増加した。
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策３　　子どもの安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

130

項
目

内
容

(2)　子どもたちを健やかに育てる取組

⑧高知県学校・警察連絡制度の適正な
運用による学校と警察、保護者が連携し
た子どもへの支援

高知県学校・警察連絡制度の適正な
運用により、学校と警察、保護者との連
携を強化するとともに、相互理解を深め
て、問題行動等の発生及び再発の防止
に努め、子どもの健全育成に取り組みま
す。

１ 学校と警察が相互理解を深め、連
携して子どもの支援を行うための連絡
協議会の開催
２ 学校警察連絡制度の適正な運用
の徹底

本制度の運用に伴い、警察から
学校への連絡は年間2000件を超
えているものの、学校から警察へ
の連絡は28件に留まり、依然とし
て低調であること等から、学校現
場における制度の運用について、
より一層周知を図る必要がある。

１　学校・警察・保護者の連絡協議会の開催
　各警察署において、各地区の学校と警察で組織する
「学校警察連絡協議会」の総会を開催した。
２　学校警察連絡制度の適正な運用の徹底
　平成23年９月に警察本部と高知県教育委員会の間で
協定を締結して以降、現在までに県下34市町村教育委
員会、１学校組合教育委員会、２国立学校、９私立学校
と協定を締結。

「学校警察連絡協議会」の開催により、
情報共有を図った。
学校警察連絡制度は適正に運用されて
いる。

少年女
性安全
対策課

47

40



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

131

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

地域社会において、高齢者などへの虐
待やＤＶなどの暴力を許さない気運を高
めるための広報啓発を行います。

１．高齢者虐待防止に関する研修会
の実施

２．高齢者権利擁護研修会の実施

３．県内５圏域での意見交換会、事例
検討会の実施

３　開催にあたり、効果的な検討
会とするため、県社協と連携を密
にする。

１　高齢者虐待防止に関する研修会を実施
（地域包括支援センター対象）（H29.3月）

２　高齢者権利擁護研修会を実施
（施設管理者対象）（H28.12月、H29.3月）

３　県内5圏域で意見交換会、事例検討会を開催（H28.
８月、11月～12月）

１　グループワーク等を通じて、高齢者
虐待への対応について再確認できた。

２　虐待の現状や防止に向けた取組に
ついて課題や情報の共有、啓発ができ
た。

３　専門職団体を含め、各機関の課題
についての情報共有、困難事例に対す
る支援策の検討を行うことができた。

高齢者
福祉課 48

132

項
目

内
容

(1)　広報・啓発の充実

地域社会において、高齢者などへの虐
待やＤＶなどの暴力を許さない気運を高
めるための広報啓発を行います。

１　DV問題への理解を深める広報啓
発の実施
　・各種広報媒体を活用した広報の実
施
　・DV相談カード、啓発用チラシ・ポス
ター等の作成、配布
　・各種研修会等への講師の派遣
　・ホームページやメルマガの活用

２　「女性に対する暴力をなくす運動」
期間（11/12～11/25）中の集中的な
広報の実施
　・DV防止啓発講演会の開催
　・市町村での広報の強化を図るた
め、広報文案及び啓発素材の提供

１　広報手段の確保
２　庁内の協力体制の構築
３　広報を見る人や講演会・研修
に参加する人が固定化されがち

１　広報啓発の実施
（１）こうち被害者支援センターとこうち男女共同参画センター

の共催による講演の開催
　「『子どもへの性暴力』～その理解と支援」
　講師：野坂　祐子氏
　（大阪大学大学院人間科学研究科准教授）
　参加者：100名
　（２）各種広報媒体の活用による広報の実施
　　・ラジオ対談４回
　（３）その他
　　・ソーレ出前講座の実施
　　・女性団体との連携による啓発活動
　　　（相談カード、啓発用チラシ・ポケットｶｰﾄﾞ
　　　の作成・配布、高知城ﾊﾟｰﾌﾟﾙﾗｲﾄｱｯﾌﾟ）

２　「女性に対する暴力をなくす運動」期間
　（11/12～11/25）の集中的な広報の実施
（１）ｿｰﾚ　ＤＶ防止啓発講演会開催
　『「絶望から生きる」～歌人鳥居さんが暴力について語る～』
　講師：セーラー服の歌人　鳥居さん
　（２）路線バス車内及びバス待合所での
　　ポスター掲示（14日間、40台＋2ヶ所）
　（３）市町村での広報の強化を図るため、
　　広報文案及び啓発素材の提供

１
（１）関係機関と連携して事業を実施するこ
とで、普段とは異なるターゲットに対してPR
が可能となった。
（２）放送後の相談件数の伸びは見られな
かったが、継続的な啓発・広報は必要。
（３）女性支援団体の協力を得て、啓発用
のポケットティッシュの作成・配布を行う
等、官民共同でDV予防に取組むことがで
きた。

２
（１）前年度と比較して参加者は大きく増
加。60人→128人、講演会後のアンケート
での満足感は10点満点中約7.0点（H27:8.5
点）であった。
（３）国際ソロプチミストによる、パープルリ
ボンバッジの知事贈呈や、高知城パープ
ルライトアップなどの新しい事業が行われ
たことで、TVのニュースに取り上げられる
など、県民に意識していただく機会が増え
た。

県民生
活・男
女共同
参画課

48

133

項
目

内
容

(2)　高齢者の見守り活動の推進

①市町村等と連携した見守り活動の実施
市町村や地域安全協(議)会などと連携

して、高齢者が地域において安全で安心
して生活できるよう、個別訪問による高齢
者の見守り活動を行います。

１　高齢者訪問活動の実施
２　高齢者安全教室の実施

対象となる高齢者数に見合った活
動をいかに効率よく行うかが課題
となる。

１　各署において地域安全アドバイザー、高齢者交通
安全推進員等と連携し、高齢者訪問活動等を実施し
た。
２　各署において高齢者安全教室等を実施した。
寸劇等、創意工夫を凝らし、高齢者に「わかりやすく、
伝わりやすく、親しみやすい」広報啓発活動を推進。

下記の136の項目において、防犯の観
点から行う「高齢者等の見守り活動」の
推進を掲げており、この項目における
「高齢者の見守り活動」については、高
齢者の孤立、生活支援などの観点から
の活動を主体としたものであり、条例の
趣旨からして、ここで定める必要のない
ものであることから、この取組は削除。

生活安
全企画
課

48

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策４　　高齢者、障害者、女性の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策４　　高齢者、障害者、女性の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

134

項
目

内
容

(2)　高齢者の見守り活動の推進

①市町村等と連携した見守り活動の実施
市町村や地域安全協(議)会などと連携

して、高齢者が地域において安全で安心
して生活できるよう、個別訪問による高齢
者の見守り活動を行います。

１　日常の地域警察街頭活動を強化
し、巡回連絡による住民宅戸別訪問
活動を強化することによって、高齢者
の訪問活動を徹底する。
２　自治体、地域安全協会のアドバイ
ザー及び高齢者交通安全活動推進
員との連携を密にして訪問活動を強
化する。

　地域の犯罪情勢に応じたタイム
リーな高齢者宅訪問等について
は、対応に限りがあるため、被害
に遭いやすい高齢者（防犯教室等
不参加の者）等を把握して実施す
る必要がある。

地域警察官が巡回連絡等で高齢者方を訪問し、地域で
発生している犯罪等について説明し、防犯指導を行っ
た。

下記の137の項目において、防犯の観
点から行う「高齢者等の見守り活動」の
推進を掲げており、この項目における
「高齢者の見守り活動」については、高
齢者の孤立、生活支援などの観点から
の活動を主体としたものであり、条例の
趣旨からして、ここで定める必要のない
ものであることから、この取組は削除

地域課
48

135

項
目

内
容

(2)　高齢者の見守り活動の推進

②地域活動団体等と連携した見守り活動
の実施

高齢者をターゲットにした架空請求や
悪質商法などによる被害を防ぐための講
習会などを開催するほか、地域活動団体
の協力を得て、個別訪問などによる情報
の提供や啓発を行います。

１　出前講座の開催
２　地域見守り情報の配信
３　くらしのｻﾎﾟｰﾀｰの養成
　　くらしのｻﾎﾟｰﾀｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修の
開催

時期を逸しない、わかりやすい情
報提供を心がける。

１　出前講座の開催（42回　2,557人）
２　地域見守り情報の配信（12回）
３　くらしのｻﾎﾟｰﾀｰの養成（2回　４人）
　　くらしのｻﾎﾟｰﾀｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修の開催
　　　　　　　　　　　　　　（3回　延べ54人）
　　くらしのサポーター登録数　62人

見守り者などに情報提供することで、高齢者により身近
な方から啓発することができた。

１　地域や規模を問わず、主催者の希
望に沿った情報提供ができた。
２　消費生活センターに寄せられる相談
を分析し、時期を逸しない情報発信がで
きた。
３　地域で啓発活動を行うくらしのサ
ポーターを新たに４名養成するととも
に、引き続き活動を行っていただけるよ
う、研修や情報提供等ができた。

県民生
活・男
女共同
参画課

48

136

項
目

内
容

(2)　高齢者の見守り活動の推進

②地域活動団体等と連携した見守り活動
の実施

高齢者をターゲットにした架空請求や
悪質商法などによる被害を防ぐための講
習会などを開催するほか、地域活動団体
の協力を得て、個別訪問などによる情報
の提供や啓発を行います。

１　高齢者訪問活動の実施
２　高齢者安全教室の実施

関係する地域活動団体等との連
携を強化する必要がある。

１　各署において地域安全アドバイザー、高齢者交通
安全推進員等と連携し、高齢者訪問活動等を実施し
た。
２　各署において高齢者安全教室等を実施した。
寸劇等、創意工夫を凝らし、高齢者に「わかりやすく、
伝わりやすく、親しみやすい」広報啓発活動を推進。

　地域安全協議会等と連携し、講習会
の開催、他団体の開催する講座等への
参加により、高齢者に対する被害防止
活動が実施できた。

老人クラブ等へ参加していない高齢者
に対する被害防止活動の充実が大きな
課題である。また、平成28年の特殊詐
欺の被害者は、70％以上が高齢者であ
るため、引き続き、被害防止対策に取り
組む。

生活安
全企画
課

48

137

項
目

内
容

(2)　高齢者の見守り活動の推進

②地域活動団体等と連携した見守り活動
の実施

高齢者をターゲットにした架空請求や
悪質商法などによる被害を防ぐための講
習会などを開催するほか、地域活動団体
の協力を得て、個別訪問などによる情報
の提供や啓発を行います。

引き続き、日常の地域警察街頭活
動を強化し、巡回連絡による住民宅
個別訪問活動を強化することによっ
て、高齢者宅の訪問活動を徹底す
る。

行政や関係機関とともに連携し
て、地域で一丸となった体制を構
築する。

「巡回連絡による管内実態把握活動」として、４月中を
重点実施機関とするほか、毎月の活動計画で巡回連
絡専従日を指定するなど積極的な巡回連絡を実施し
た。

　地域安全アドバイザー、交番・駐在所
連絡協議会員等と合同パトロールを実
施し、また、民生委員や金融機関、郵便
局等と連携し特殊詐欺犯罪防止のミニ
広報紙及びチラシ等による被害防止活
動を展開することができた。
交番・駐在所連絡協議会など警察協力
団体のメンバー自体が高齢化しており、
若い世代を加入させていくかが課題。
引き続き、各種管内企業や学校等と連
携した活動の場を増加し、地域一帯と
なった見守り活動を強化推進する。

地域課 48
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策４　　高齢者、障害者、女性の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

138

項
目

内
容

(2)　高齢者の見守り活動の推進

③地域包括支援センターを中心とする見
守り活動への支援

地域包括支援センターを中心とする高
齢者に関する行政機関、福祉保健所、医
療機関、ＮＰＯ、老人クラブなどのネット
ワークが行う高齢者の見守り活動に対
し、情報の提供などの支援を行います。

１　地域包括支援センター機能強化
への支援

・地域ケア会議の実践やガイドライン
の活用等を通じて、地域包括支援セ
ンターのネットワーク構築を支援（地
域ケア会議をコーディネートする人材
へのフォローアップ）

・地域包括支援センター職員のスキ
ルアップのための研修を実施

１　地域包括支援センター機能強
化への支援
・地域ケア会議の充実支援等、具
体的な取り組みを通じた支援
・受講者のレベルに応じた研修の
実施

１　地域包括支援センター機能強化への支援
・地域ケア会議コーディネーターフォローアップ研修（参
加者数79名）
・地域包括支援センター職員スキルアップ研修（3回、参
加者数のべ166名）

１　支援を必要とする高齢者に対し、多
職種協働による会議を開催することで、
関係者のネットワーク構築につながっ
た。

高齢者
福祉課 48

139

項
目

内
容

(3)　障害者の見守り活動の推進

①市町村や事業者等の行う見守り活動
の促進

障害者が地域において安全で安心し
て生活できるよう、市町村や事業者など
が連携して行う障害者の特性に配慮した
見守り活動を促進します。

１及び２　居宅系を除く全ての障害福
祉サービス事業所等で、社会福祉施
設防災対策指針に基づく防災対策マ
ニュアルが作成されるよう指導する。
３　利用者の安全を確保するための
マニュアルとして、事故防止マニュア
ルや感染症予防マニュアルなどが策
定されているか、防災マニュアルなど
が策定されているか、防犯に配慮し
た取組を行っているか確認を行う。

特になし。 福祉指導課と共に、社会福祉施設防災対策指針に基
づく防災対策マニュアル、事故防止マニュアル、感染症
予防マニュアルなどの策定及び取組状況については実
地指導の際、確認。

防災対策マニュアルの作成により、各障
害福祉サービス事業所等がそれぞれの
事業所の立地条件や災害の際の危険
性を把握し、対応策の検討、利用者へ
の周知が図られた。 障害保

健福祉
課

48

140

項
目

内
容

(3)　障害者の見守り活動の推進

①市町村や事業者等の行う見守り活動
の促進

障害者が地域において安全で安心し
て生活できるよう、市町村や事業者など
が連携して行う障害者の特性に配慮した
見守り活動を促進します。

１ 障害者と関わりの深いヘルパー等
に対する高齢者安全教室の実施
２ 地域安全ニュースによる広報活動
の実施

障害者の障害特性に関する専門
的な知識やノウハウを必要とする
こと。

各署において障害者施設等における侵入者への対応
訓練を実施し、訓練の実施結果を職員らと検証し、必
要な助言指導をおこなった。

この取組は削除し、新たに
市町村や事業者等の行う障害者のため
の防犯活動の支援ついての中に、
　市町村や事業者等と連携し、不審者
対応訓練、障害者特性に配慮した適切
な情報の提供等を加える。

生活安
全企画
課

48

141

項
目

内
容

(3)　障害者の見守り活動の推進

②情報の提供
地域で生活する障害者が悪質商法や

犯罪の被害に遭わないために、障害者
特性に配慮した適切な情報の提供など
に努めます。

１及び２　居宅系を除く全ての障害福
祉サービス事業所等で、社会福祉施
設防災対策指針に基づく防災対策マ
ニュアルが作成されるよう指導する。
３　利用者の安全を確保するための
マニュアルとして、事故防止マニュア
ルや感染症予防マニュアルなどが策
定されているか、防災マニュアルなど
が策定されているか、防犯に配慮し
た取組を行っているか確認を行う。
４　読み仮名や文字の拡大、点字化
や音声化など、障害特性に配慮した
情報提供を行うとともに、事業者等に
周知・啓発を行う。

特になし。 福祉指導課と共に、社会福祉施設防災対策指針に基
づく防災対策マニュアル、事故防止マニュアル、感染症
予防マニュアルなどの策定及び取組状況については実
地指導の際、確認。

防災対策マニュアルの作成により、各障
害福祉サービス事業所等がそれぞれの
事業所の立地条件や災害の際の危険
性を把握し、対応策の検討、利用者へ
の周知が図られた。
障害特性に配慮した情報提供について
は、まだ十分ではないため、点字での対
応が困難な場合は、拡大文字にしたり
読み上げるなど、ここに工夫することが
必要。

障害保
健福祉
課

49

43



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策４　　高齢者、障害者、女性の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

142

項
目

内
容

(3)　障害者の見守り活動の推進

②情報の提供
地域で生活する障害者が悪質商法や

犯罪の被害に遭わないために、障害者
特性に配慮した適切な情報の提供など
に努めます。

視覚障害者に配慮したホームページの作成時期を逸しない、わかりやすい情
報提供を心がける。

広報紙「安全安心まちづくりニュース」をテキスト版で公
開

視覚障害者の方にテキスト版による情
報提供ができ、注意喚起につながった。

他の情報提供についても検討が必要。

県民生
活・男
女共同
参画課

49

143

項
目

内
容

(4)　女性の犯罪被害回避に関する取組

①情報の提供
　 女性がひったくりやつきまといなどの被
害に遭わないために、ホームページなど
により、危険を回避するための情報を提
供します。

１　県警ホームページにおける防犯情
報の提供
２ 地域安全ニュース等による情報発
信

自主防犯意識の高揚を図ること。 １ 県警ホームページにおける防犯情報の提供を行っ
た。
２　あんしんＦメールによる情報発信を行った。

被害防止のために、効果的でかつタイ
ムリーな防犯情報を発信をすることが課
題であり、引き続き取り組む。

生活安
全企画
課

49

144

項
目

内
容

(4)　女性の犯罪被害回避に関する取組

②防犯教室等の実施
女性がちかんや暴行などの被害に遭

わないために、要望に応じて、防犯教室
や護身術など実践的な訓練を実施しま
す。

１ 女性を対象とした防犯教室、護身
術などの講習実施
２　要望に応じた防犯等講習の実施

防犯教室等の実施に関する広
報を充実させ、活動の周知を図る
こと。

１ 女性を対象とした防犯教室を開催し、併せて護身術
の教養を行った。
２ 要望に応じて防犯教室を行い、女性に対する被害
防止啓発を行った。

女性が被害にあうわいせつ事件の絶無
には至っていないので取組をさらに拡大
する必要性があり今後も引き続き取り
組む。 生活安

全企画
課

49

145

項
目

内
容

(4)　女性の犯罪被害回避に関する取組

③地域ぐるみの防犯活動の実施
事業者、防犯活動団体と連携して、ち

かんやのそきなど女性を対象とした事犯
の多発時期や多発地域を重点的に、防
犯パトロールなどの見守り活動を実施し
ます。

１ 不審者情報等が寄せられた地域
を重点としたパトロール等の実施
２ 青色回転灯車両による見守りパト
ロールの実施
３　あんしんFメールへの加入促進

予兆事案、被害発生状況に基づ
き迅速な対応を図ること。

１ 不審者情報等が寄せられた地域を重点としたパト
ロールの実施
２　青色回転灯装備車両による防犯パトロールの実施
３　あんしんFメールへの加入促進

犯罪情報の速やかな集約と分析を実施
して、各種媒体を通じて情報の提供を行
う必要性があるため、今後も引き続き取
り組む。

生活安
全企画
課

49

44



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策４　　高齢者、障害者、女性の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

146

項
目

内
容

(4)　女性の犯罪被害回避に関する取組

③地域ぐるみの防犯活動の実施
事業者、防犯活動団体と連携して、ち

かんやのそきなど女性を対象とした事犯
の多発時期や多発地域を重点的に、防
犯パトロールなどの見守り活動を実施し
ます。

引き続き、女性が被害者となる犯罪
等に対して積極的に対応する。

地域住民や防犯活動団体と連
携して、ちかんやのぞきなど女性
を対象とした事犯の多発時期や多
発地域を重点的に、防犯パトロー
ルなどの見守り活動への体制を
強化する。

ちかんやわいせつ事案の発声に対して、タイムリーな
「交番速報」等を発出して住民に周知し、地域住民への
情報提供を図った。

交番速報等により不審者情報を地域住
民に広報することができたが、被害対象
者への広報が十分にできているか、検
証ができていないことが課題。
　被害に遭う確立の高い、女子学生や
夜間の通行者に対し効果的な広報活動
が出来るようにする必要がある。

地域課 49

147

項
目

内
容

(4)　女性の犯罪被害回避に関する取組

④ＤＶの防止及び被害者の保護
｢高知県ＤＶ被害者支援計画」に基づ

き、関係機関や民間支援団体等と連携し
て、ＤＶ防止のための普及啓発をはじ
め、被害者にかかる通報や相談、保護、
自立支援等の取組を進めます。

１ 「ブロック別関係機関連絡会議」及
び「ＤＶ対策連携支援ネットワーク会
議及び専門会」の開催による連携強
化と支援者の専門性の向上により、
支援の輪を拡大

２ 市町村での広報の強化を図るた
め、広報文案及び啓発素材の提供

３ 民間支援団体との連携及び活動
助成
・民間支援団体との連携強化・協働に
よる啓発・広報活動の充実
・民間シェルターに対する運営費補助

　ブロック会議、ネットワーク会議
の参加者を増やすためにも、それ
ぞれの関係機関に当事者意識を
どう持ってもらうか。。

１　ブロック別DV関係機関連絡会議を全ブロック（5ヶ所）で
開催。
　参加者：56機関78名出席（※事務局除く）

２　ＤＶ対策連携支援ネットワーク会議及び専門者研修会を
開催。
　参加者：２9機関41名（事務局除く）

（講演）「被害者支援の一環としてのDV加害者プログラムに
ついて」
講師：信田さよ子氏（原宿カウンセリングセンター　所長）

３　市町村での広報の強化を図るため、広報文案及び啓発
素材の提供

４　民間支援団体との連携
・女性支援団体と連携した、相談カード、啓発用チラシ・ポ
ケットカードの作成及び配布
・国際ソロプチミストとの連携による高知城パープル・ライト
アップ
．民間シェルターへの補助　１ヶ所

県民生
活・男
女共同
参画課

49

148

項
目

内
容

(4)　女性の犯罪被害回避に関する取組

④ＤＶの防止及び被害者の保護
｢高知県ＤＶ被害者支援計画」に基づ

き、関係機関や民間支援団体等と連携し
て、ＤＶ防止のための普及啓発をはじ
め、被害者にかかる通報や相談、保護、
自立支援等の取組を進めます。

１ 関係機関や民間支援団体等の連
携体制
２　相談・保護等の適切な実施

関係機関との連携による情報共
有を図ること。

相談に対して適切な対応を実施をした
危険度の高いＤＶ事案を認知した場合は、関係機関や
民間支援団体等との連携体制の確立により被害防止
措置を行った。

被害者の安全確保に向けて、引き続き
取り組んでいく必要がある。

生活安
全企画
課

49

45



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標３　　　 高齢者、障害者、女性、子ども等の安全を確保する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

149

項
目

内
容

(1)　安全情報の提供

①観光旅行者等に対する安全情報の提
供

観光旅行者等が犯罪の被害に遭わな
いよう、旅館・ホテル・観光施設などの観
光事業者の協力を得て、観光旅行者等
に対し、犯罪の発生状況や危険箇所など
の地域の安全情報を提供します。

１ 県警ホームページによる不審者情
報の提供
２　あんしんFメールによる情報発信

観光事業者と連携を図ること。 ホームページへの不審者情報の掲載、防犯情報の発
信を行った。

年々観光客が増加していることから、観
光事業者との連携しながら、高知県内
の犯罪情勢等に関する広報等を行う必
要性があるため引き続き取り組む。

生活
安全
企画
課

50

150

項
目

内
容

(1)　安全情報の提供

②観光事業者に対する安全情報の提供
観光事業者などが自主的な防犯対策

を行うことができるよう、旅館・ホテル・観
光施設などの観光事業者に対し、観光旅
行者等が遭遇するおそれのある犯罪な
どについて、発生状況や防犯対策などの
情報を提供します。

１ 県警ホームページにおける防犯情
報の提供
２　あんしんFメールによる情報発信

観光事業者と連携を図ること。 ホームページへの不審者情報の掲載、防犯情報の発
信を行った。

年々観光客が増加していることから、観
光事業者との連携しながら、高知県内
の犯罪情勢等に関する広報等を行う必
要性があるため引き続き取り組む。
　また、外国人観光客の安全について
確保するため③の項目として新たに
　日本語を解さない外国人観光旅行者
等とのコミュニケーションの円滑化
を掲げて取り組む。

生活
安全
企画
課

50

151

項
目

内
容

(2)　従業員等に対する防犯教育の促進

観光事業者などが自主的に実施する
従業員研修などの中で、防犯教育が行
われるよう、観光事業者などに働きかけ
ます。

防犯教育の必要性と併せて、防犯教
育についての資料や情報を提供し、
実施してもらうよう取組を進める

防犯対策をしていることで防犯教
育の必要性を感じていない施設
が多い。

・施設における防犯対策の実施状況を調査（防犯対策
の重要性についての認識を高める）
　３９事業所/４４事業所＝８８．６％
・2015年度及び2016年度の「安全安心まちづくりニュー
ス」を送付し、防犯教育の取り組みの実施を要請
　２３事業所/４４事業所＝５２．３％（防犯教育の実施
率）

※44事業所
　⇒県外観光客入込・動態調査の中で主要観光施設等
利用状況を調査している事業者
（宿泊や体験を除く観光施設を抜粋）

防犯教育を行うための情報提供等を行
うことにより、取り組みが進んでいる。

・防犯対策の実施率（変更なし）
　Ｈ２７　８８．６％→Ｈ２８　８８．６％
・防犯教育の実施率（増加）
　Ｈ２７　２５．０％→Ｈ２８　５２．３％

観光
政策
課

50

152

項
目

内
容

(2)　従業員等に対する防犯教育の促進

観光事業者などが自主的に実施する
従業員研修などの中で、防犯教育が行
われるよう、観光事業者などに働きかけ
ます。

１ 旅館ホテル生活衛生同業組合に
対する防犯講習会等の開催
２ 県警ホームページにおける防犯情
報の提供
３　あんしんFメールによる情報発信

観光事業者と連携を図ること。 ホームページへの不審者情報の掲載、防犯情報の発
信を行った。

　事業者の従業員等に対する防犯教育
の働きかけの必要性は、犯罪情勢に応
じて変遷するものであり、必要に応じて
不特定多数の事業者に働きかけを行う
こととなる警察として、観光事業者だけ
に対して継続して働きかけを行うことを
掲げる必要性がないことから、この取組
は削除する。

生活
安全
企画
課

50

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課

基本的方策５　　観光旅行者等の安全を確保する

番号 具体的な取組

計画（P)

46



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標４　　　 犯罪の防止に配慮した生活環境の整備を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

153

項
目

内
容

(1) 犯罪の防止に配慮した道路等の構
造、設備等に関する指針の周知

防犯性の高い道路、公園、駐車場及び
駐輪場が普及していくよう、｢犯罪の防止
に配慮した道路等の構造、設備等に関す
る指針｣の周知を図ります。

道路担当者会において犯罪の防止に
配慮した道路等の構造、設計等に関
する指針の周知を継続して実施す
る。

特になし。 平成28年度道路担当者会での指針の周知、説明によ
り、担当者の意識が向上した。

道路担当者会での説明により、担当者
の意識が向上したため、継続して｢犯罪
の防止に配慮した道路等の構造、設備
等に関する指針｣の周知を図る。

道路課
51

154

項
目

内
容

(1) 犯罪の防止に配慮した道路等の構
造、設備等に関する指針の周知

防犯性の高い道路、公園、駐車場及び
駐輪場が普及していくよう、｢犯罪の防止
に配慮した道路等の構造、設備等に関す
る指針｣の周知を図ります。

県都市計画主管課長会にて、引き続
き周知を行っていく。

　事業未実施の市町への周知方
法について、検討が必要である。

県都市計画主管課長会において、指針の周知を行っ
た。

行っていない

都市計
画課

51

155

項
目

内
容

(1) 犯罪の防止に配慮した道路等の構
造、設備等に関する指針の周知

防犯性の高い道路、公園、駐車場及び
駐輪場が普及していくよう、｢犯罪の防止
に配慮した道路等の構造、設備等に関す
る指針｣の周知を図ります。

防犯性の高い公園が普及するよう、｢
犯罪の防止に配慮した道路等の構
造、設備等に関する指針｣に基づき整
備を行う。

｢犯罪の防止に配慮した道路等の構造、設備等に関す
る指針｣に基づき整備を行った。

各公園において、事前に危険個所等の
改善が行え、防犯性の高い公園整備が
行えた。

公園下
水道課

51

156

項
目

内
容

(1) 犯罪の防止に配慮した道路等の構
造、設備等に関する指針の周知

防犯性の高い道路、公園、駐車場及び
駐輪場が普及していくよう、｢犯罪の防止
に配慮した道路等の構造、設備等に関す
る指針｣の周知を図ります。

取り組みなし 取り組みなし

経営支
援課

36

157

項
目

内
容

(1) 犯罪の防止に配慮した道路等の構
造、設備等に関する指針の周知

防犯性の高い道路、公園、駐車場及び
駐輪場が普及していくよう、｢犯罪の防止
に配慮した道路等の構造、設備等に関す
る指針｣の周知を図ります。

１ 広報紙「安全安心まちづくりニュー
ス」や会報での広報。
２　高知県ホームページでの広報。
３ 市町村との情報交換会や庁内の
担当者会等を通じ情報交換を行う。

　防犯環境の整備については、課
題も専門性が高く、関係課などと
の連携が不可欠である。

１　広報紙を通して犯罪防止に配慮した防犯環境の整
備を呼びかけ
２　高知県ホームページで左記指針を公開

１　広報紙や会報で継続して広報をして
いく必要がある。
２　市町村や関係各課と連携し、情報収
集につとめる

県民生
活・男
女共同
参画課

51

担当課

計画
冊子
記載
ペー
ジ

基本的方策１　　犯罪の防止に配慮した道路、公園、駐車場及び駐輪場を普及する

番号 具体的な取組

計画（P)

47



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標４　　　 犯罪の防止に配慮した生活環境の整備を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証
担当課

計画
冊子
記載
ペー
ジ

基本的方策１　　犯罪の防止に配慮した道路、公園、駐車場及び駐輪場を普及する

番号 具体的な取組

計画（P)

158

項
目

内
容

(1) 犯罪の防止に配慮した道路等の構
造、設備等に関する指針の周知

防犯性の高い道路、公園、駐車場及び
駐輪場が普及していくよう、｢犯罪の防止
に配慮した道路等の構造、設備等に関す
る指針｣の周知を図ります。

１ 街頭防犯カメラ管理団体との連携
及び情報提供
２ 県、市町村等の行政担当との連
携及び情報の共有
３ 街頭防犯カメラ補助金制度の広報
による設置促進及び県警ホームペー
ジへの掲載
４ 地域安全ニュース等への街頭防
犯カメラ補助金制度の掲載による周
知徹底

指針について自治体、住民等に
周知を図り、防犯意識の啓発につ
なげること。

ＨＰ、各種会合等において街頭防犯カメラ補助金制度
を広報し、設置を促進した。
市町村、事業者、自治会が補助金制度を活用して防犯
カメラを設置した。

地域住民に対する指針の周知を図るた
め、引き続き取り組む。
防犯カメラの設置の推進については、個
別に取組を設ける。

生活安
全企画
課

51

159

項
目

内
容

(2) 犯罪の防止に配慮した道路、公園、
駐車場及び駐輪場の整備

県が管理する道路等について、｢犯罪
の防止に配慮した道路等の構造、設備
等に関する指針」に基づき、照明灯など
の設置による明るさの確保、草刈り、除
草、剪定などによる見通しの確保などの
整備に努めます。

1.　今後も道路改良時において、必要
な箇所については道路照明の設置に
努める。

2.　団体数の増加に伴う活動回数の
増加が大きくなるよう、引き続き機会
をとらえ、ボランティア団体に要請を
行う。

特になし。 平成28年度において183箇所を設置した。 ｢犯罪の防止に配慮した道路等の構造、
設備等に関する指針」に基づき、道路照
明による明るさの確保により、犯罪の防
止に努める。

道路課
51

160

項
目

内
容

(2) 犯罪の防止に配慮した道路、公園、
駐車場及び駐輪場の整備

県が管理する道路等について、｢犯罪
の防止に配慮した道路等の構造、設備
等に関する指針」に基づき、照明灯など
の設置による明るさの確保、草刈り、除
草、剪定などによる見通しの確保などの
整備に努めます。

街路事業
　Ｈ２８年度は道路照明の設置予定な
し

特になし 街路事業
　Ｈ２８年度は道路照明の設置していない

行っていない

都市計
画課

51

161

項
目

内
容

(2) 犯罪の防止に配慮した道路、公園、
駐車場及び駐輪場の整備

県が管理する道路等について、｢犯罪
の防止に配慮した道路等の構造、設備
等に関する指針」に基づき、照明灯など
の設置による明るさの確保、草刈り、除
草、剪定などによる見通しの確保などの
整備に努めます。

１　指定管理者に、安全安心まちづく
りに関する指針の周知及び防犯に配
慮した維持管理の協議を行う。
２　県都市公園管理担当職員に、土
木部維持管理担当者会等で安全安
心まちづくりに関する指針の周知を行
う。

１　指定管理者に、安全安心まちづくりに関する指針の
周知及び防犯に配慮した維持管理の協議を行った。
２　県都市公園管理担当職員に、土木部維持管理担当
者会等で安全安心まちづくりに関する指針の周知を
行った。

各公園において、指定管理者と各土木
事務所担当者の防犯意識のより一層の
向上につながり、日頃の維持管理に生
かされている。

公園下
水道課

51

48



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標４　　　 犯罪の防止に配慮した生活環境の整備を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

162

項
目

内
容

(1) 犯罪の防止に配慮した住宅の構造、
設備等に関する指針の周知

防犯性の高い住宅が普及していくよ
う、県民、事業者、地域活動団体、建築
関係団体に対し、リーフレットやホーム
ページなどで情報の提供などを行い、｢
犯罪の防止に配慮した住宅の構造、設
備等に関する指針｣の周知を図ります。

・住宅課HPで引き続き情報提供を行
う。

・「高知県犯罪のない安全安心まちづくり条例」及び住
宅の防犯対策リーフレットについて、住宅課HPで情報
提供を継続して実施。

【評価】
・住宅課ＨＰで情報提供を実施
・住宅課窓口で啓発パンフレットを配布
【課題等】
・ＨＰ、パンフレットの配布による啓発効
果について定量的に確認することが困
難

住宅課
52

163

項
目

内
容

(1) 犯罪の防止に配慮した住宅の構造、
設備等に関する指針の周知

防犯性の高い住宅が普及していくよ
う、県民、事業者、地域活動団体、建築
関係団体に対し、リーフレットやホーム
ページなどで情報の提供などを行い、｢
犯罪の防止に配慮した住宅の構造、設
備等に関する指針｣の周知を図ります。

１　建築確認申請の副本にリーフレッ
トを添付し、建築主に「高知県犯罪の
ない安全安心まちづくり指針」の配布
を行う。                                     ２
民間確認検査機関にも建築確認申請
副本にリーフレットの添付を要請す
る。
3　平成25年度より移管された長期優
良住宅認定通知時にリーフレットの配
布を行う。

１　建築主が計画段階で犯罪の防
止に配慮した建築物に出来るよう
に、どのように指針内容をＰＲすれ
ば効果的かを建築関係者が考え
る機会を持つことが課題。(継続課
題）

１　建築確認申請の副本にリーフレットを添付した。
２　民間確認検査機関に、建築確認申請の副本にリー
フレットを添付するように要請した。
３　長期優良住宅認定通知書にリーフレットを添付し
た。

リーフレットでの広報効果が見えにくい
が、周知、啓発活動は息の長い継続的
な取り組みが必要と考えている。

建築指
導課

52

164

項
目

内
容

(1) 犯罪の防止に配慮した住宅の構造、
設備等に関する指針の周知

防犯性の高い住宅が普及していくよ
う、県民、事業者、地域活動団体、建築
関係団体に対し、リーフレットやホーム
ページなどで情報の提供などを行い、｢
犯罪の防止に配慮した住宅の構造、設
備等に関する指針｣の周知を図ります。

１ 広報紙「安全安心まちづくりニュー
ス」や会報による広報
２ 市町村ブロック別担当者会、道路
課等の担当者会等を通じての情報交
換
３　関係機関へのリーフレットの提供
４ 「安全安心まちづくりひろば」での
リーフレットの配布

　広報紙のよりよい紙面づくりのた
め、関係機関、団体から情報収集
を行う必要がある。

１　高知県ホームページでの広報
２　コンビニエンスストアでのリーフレットの配布
３　「安全安心まちづくりひろば」でのリーフレットの配布
４　建築指導課や県防犯協会などにリーフレットを提供
し、配布を依頼

※リーフレット配布数
共同住宅編20部、一戸建て住宅編1,620部

　県内で発生する刑法犯のうち７割以上
が窃盗犯罪であり、住宅対象の犯罪は
凶悪事件に発展するおそれもあること
から、今後も指針の周知に努める必要
がある。
　防犯設備が古い相当年数が経過した
家屋に居住する住民に対する働きかけ
が必要。

県民生
活・男
女共同
参画課

52

165

項
目

内
容

(1) 犯罪の防止に配慮した住宅の構造、
設備等に関する指針の周知

防犯性の高い住宅が普及していくよ
う、県民、事業者、地域活動団体、建築
関係団体に対し、リーフレットやホーム
ページなどで情報の提供などを行い、｢
犯罪の防止に配慮した住宅の構造、設
備等に関する指針｣の周知を図ります。

１ 地域安全ニュース等による情報提
供
２ 県警ホームページでの住宅等の
防犯対策の掲載
３ 各種会合での防犯性能の高い部
品の紹介及び促進依頼
４ 県警本部１階に常設している「安
全安心コーナー」の継続展示

指針の周知及び浸透を図るため、
防犯性の高い住宅に関する情報
を提供すること。

１　県警ＨＰへ住宅等の防犯対策の掲載
２ 各種会合での防犯性能の高い部品の紹介及び促
進依頼
３県警本部１階に常設している「安全安心コーナー」の
展示品の充実
４ 警察本部見学者による「安全安心コーナー」展示品
の閲覧が行われた。

　ホームページへの掲載、各種会合で
の紹介、安全安心コーナーの設置等に
より、指針の周知を図っているが、更な
る浸透を図るための情報提供を継続し
て行う必要があり、引き続き取り組む。

生活安
全企画
課

52

担当課

計画
冊子
記載
ペー
ジ

基本的方策２　　犯罪の防止に配慮した住宅を普及する

番号 具体的な取組

計画（P)

49



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標４　　　 犯罪の防止に配慮した生活環境の整備を促進する

基本的方策２　　犯罪の防止に配慮した住宅を普及する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

166

項
目

内
容

(2)　住宅の安全に関する情報の提供

①住宅の防犯対策についての情報の提
供

既存住宅を含めた住宅性能表示の普
及や犯罪の防止に配慮した住宅の普及
のため、住宅における防犯についての情
報収集と、ホームページなどによる情報
の提供を行います。

・住宅課HPで引き続き情報提供を行
う。

・「高知県犯罪のない安全安心まちづくり条例」及び住
宅の防犯対策リーフレットについて、住宅課HPで情報
提供を継続して実施。

【評価】
・住宅課ＨＰで情報提供を実施
・住宅課窓口で啓発パンフレットを配布
【課題等】
・ＨＰ、パンフレットの配布による啓発効
果について定量的に確認することが困
難

住宅課
52

167

項
目

内
容

(2)　住宅の安全に関する情報の提供

①住宅の防犯対策についての情報の提
供

既存住宅を含めた住宅性能表示の普
及や犯罪の防止に配慮した住宅の普及
のため、住宅における防犯についての情
報収集と、ホームページなどによる情報
の提供を行います。

１　県警本部１階に常設している「安
全安心コーナー」の継続展示
２　県警ホームページでの住宅等の
防犯対策の掲載

防犯建物部品等の情報収集を行
い幅広い情報の提供を行うこと。

ＨＰへ住宅等の防犯対策について掲載した。
各種会合等で防犯性能の高い機器、器具等について
紹介し、設置を促進
県警本部1階に常設している「安全安心コーナー」に防
犯機器や器具を継続して展示
庁舎見学者による同コーナー展示品の閲覧

住宅をねらった空き巣等が絶無に至っ
ていないため、指針の周知を図る必要
性があるので今後とも継続して取り組
む。

生活安
全企画
課

52

168

項
目

内
容

(2)　住宅の安全に関する情報の提供

②防犯機器の情報の提供
ホームページや展示などにより、補助

錠やセンサーライトなどの防犯機器、そ
の他の情報提供を行い、犯罪の防止に
配慮した住宅の普及を図ります。

１　県警本部１階に常設している「安
全安心コーナー」の継続展示
２　県警ホームページでの住宅等の
防犯対策の掲載

防犯建物部品等の情報収集を行
い幅広い情報の提供を行うこと。

ＨＰへ住宅等の防犯対策について掲載した。
各種会合等で防犯性能の高い機器、器具等について
紹介し、設置を促進
県警本部1階に常設している「安全安心コーナー」に防
犯機器や器具を継続して展示
庁舎見学者による同コーナー展示品の閲覧

住宅をねらった空き巣等が絶無に至っ
ていないため、新たな防犯機器や器具
の紹介、住宅の防犯に関する関連団体
との連携等、今後とも継続して取り組
む。

生活安
全企画
課

52

169

項
目

内
容

(3)　公営住宅の防犯指針に基づく整備

県営住宅について、｢犯罪の防止に配
慮した住宅の構造、設備等に関する指
針｣に基づく整備に努めるとともに、市町
村営住宅についても、同様の整備に努め
るよう、市町村に対して情報の提供と指
導を行います。

・県営住宅宇治団地第2工区全面的
改善工事の実施

・市町村営住宅整備について指針に
基づく整備に努めるよう、情報の提供
と指導を継続して行います。

・県営住宅宇治団地第2工区全面的改善工事の実施に
際し、防犯仕様の玄関ドアや外部窓の採用、新設エレ
ベーターかご内に防犯カメラ設置を行った。（2棟60戸）

・市町村担当者説明会等において、情報提供を行っ
た。

・改善工事実施前に比べ住宅としての
防犯性能の向上を図ることができたとと
もに犯罪抑制の効果も図られた。

・新設住宅の計画時に、指針の内容に
ついて検討を行っている。 住宅課 52

計画
冊子
記載
ペー
ジ

番号 具体的な取組

計画（P)

担当課

50



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標４　　　 犯罪の防止に配慮した生活環境の整備を促進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

170

項
目

内
容

(1)　金融機関に対する啓発

金融機関に対し、必要な防犯情報を提
供するほか、防犯訓練の実施の支援な
ど、必要な防犯対策の指導を行います。

１　金融機関職員等の防犯意識の向
上促進
２　金融機関対象の強盗訓練の実施
３　地域安全ニュース等による各種防
犯情報の提供
４　振り込め詐欺被害防止情報の提
供
５　街頭防犯カメラ等の防犯機器の紹
介及び設置促進

振り込め詐欺などの特殊詐欺被
害の防止における金融機関の協
力は極めて重要であり、今後も継
続した協力体制を維持していくこ
と。

特殊詐欺被害防止を水際で阻止するため、県内の金
融機関に対し、防犯情報を提供
強盗対応訓練や特殊詐欺被害防止のための声かけ訓
練を実施。
金融機関防連合会総会、各地区の金融機関連絡協議
会等を開催し、各種犯罪情報を提供する等して金融機
関との連携強化に努めた。

特に特殊詐欺被害防止に関しての金融
機関の役割は重要であるため、今後も
連携を強化していく。

生活
安全
企画
課

53

171

項
目

内
容

(2)　深夜小売店舗に対する啓発

コンビニエンスストアなどの深夜小売
店舗に対し、夜間複数勤務、通報機器や
防犯カメラの設置、カラーボールの配備
など防犯体制の整備ついて啓発を行い
ます。

１　店舗店員等に対する防犯意識の
向上促進
２　深夜スーパー等対象の強盗訓練
の実施
３　地域安全ニュース等による各種防
犯情報の提供
４　振り込め詐欺被害防止情報の提
供
５　街頭防犯カメラ等の防犯機器の紹
介及び設置促進

振り込め詐欺などの特殊詐欺被
害の防止におけるコンビニエンス
ストアなどの協力は極めて重要で
あり、今後も継続した協力体制を
維持していくこと。

制服警察官による店舗への立ち寄り、防犯指導を実
施。
特殊詐欺被害防止に関する情報を提供するとともに、
被害防止のためのパンフレット等の掲示を依頼。
深夜スーパー連絡協議会総会の開催による連携の強
化

取組内容を、コンビニエンスストアなど
の深夜小売り店舗に対し、必要な防犯
情報を提供するほか、夜間における従
業員の複数勤務、犯罪が発生しにくい
店舗構造、防犯設備の設置等の防犯体
制の整備について啓発するに変更。
深夜スーパー連絡協議会廃止に伴う、
新しいネット－ワークの構築が課題。

生活
安全
企画
課

53

基本的方策３　　犯罪の防止に配慮した店舗等を普及する

計画
冊子
記載
ペー
ジ

担当課番号 具体的な取組

計画（P)
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標５　　　 南海地震等の大規模な災害に対応した防犯対策を推進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

172

項
目

内
容

(1) 地域の防災計画への｢防犯の視点｣
の反映

大規模な災害が発生した後は、様々な
事件や事故などの発生が予想されること
から、市町村に対して、防災や復興に関
する各種計画に、｢防犯の視点｣を反映し
た取組を盛り込むよう働きかけます。

各市町村に対して、県作成の「大規模
災害に備えた避難所運営マニュアル
作成の手引き」や先行してマニュアル
を作成した避難所の事例を参考にし、
「防犯の視点」を反映した取組を水平
展開させる。

各避難所の地域性（都市部、中山
間部など）に対応した防犯対策を
検討する必要がある。

H27年度に作成したマニュアルの事例を「ノウハウ集」と
して取りまとめ、そこにも防犯の視点を反映させた。
これまでの手引きに加え、このノウハウ集をもとに各市
町村で避難所運営マニュアルの作成を支援。

H２８年度には県内142か所でマニュア
ルを作成。施設管理部分等で、一定防
犯の視点が反映されている。
引き続き取組を継続する。 南海ト

ラフ地
震対
策課

54

173

項
目

内
容

(1) 地域の防災計画への｢防犯の視点｣
の反映

大規模な災害が発生した後は、様々な
事件や事故などの発生が予想されること
から、市町村に対して、防災や復興に関
する各種計画に、｢防犯の視点｣を反映し
た取組を盛り込むよう働きかけます。

　危機管理部など関係部署との連絡
を密にし、市町村が防災に関する計
画を策定する場合には、「防犯の視
点」を盛り込むよう働きかける。

　市町村への働きかけを行う必要
がある。

「安全安心まちづくりニュース」や「安全安心まちづくり
ひろば」でのパネル展示を通じて、大規模災害時の防
犯対策の必要性を広報した。

　H28については、市町村ブロック別担
当者会において、大規模災害時におけ
る「防犯の視点」の必要性について説明
ができておらず、来年度取り組む。

県民
生活・
男女
共同
参画
課

54

174

項
目

内
容

(1) 地域の防災計画への｢防犯の視点｣
の反映

大規模な災害が発生した後は、様々な
事件や事故などの発生が予想されること
から、市町村に対して、防災や復興に関
する各種計画に、｢防犯の視点｣を反映し
た取組を盛り込むよう働きかけます。

１　大規模災害時に発生が予想され
る事案の把握と対応要領の策定
２　各地区防災組織の実態把握
３　防災組織に対する「防犯の視点」
を反映させる活動の推進

防災計画に支障のない取組を提
案するためにも、有効な情報の収
集を行うこと。

市町村に対する働きかけに必要となる大規模災害時に
発生する事態の調査、検討を実施。

各自治体に対する情報提供方法や取組
の検討等、なお時間を要するため、今後
も引き続き取組んでいく。

生活
安全
企画
課
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175

項
目

内
容

(2) 発生前の備え及び発生後の対応へ
の支援

市町村において、災害発生後の防犯
活動を円滑に行うための備えが進むよ
う、災害時の犯罪や防犯活動の事例など
の情報を提供するとともに、市町村が開
催する会議や研修へ、実際に被災地等
で活動経験のある有識者や職員を派遣
するなどの支援を行います。

また、実際に災害が発生した場合に
は、被災地での犯罪の発生状況や、被
災者に対する生活上のトラブルに関する
情報提供など、市町村による防犯活動が
迅速・適切に行えるための支援を行いま
す。

１　市町村との連携を図るため、日頃
から連絡を取り合い、情報共有を図
る。
２　ブロック別担当者会において、防
災計画における「防犯の視点」につい
て意見交換を行い、意識付けを図る。
３　市町村で行われる防災の会合を
把握し、出席する機会を持つ。

　大規模災害時の防犯の視点は、
新たな視点であるため、その重要
性をどれだけ伝達できるかが課題
となる。

　「安全安心まちづくりニュース」や「安全安心まちづくり
ひろば」でのパネル展示を通じて、大規模災害時の防
犯対策の必要性を広報した。

　情報収集や伝達だけではなく、市町村
との連携を図り、防災計画における「防
犯の視点」について意見交換を行い、更
に意識付けを図っていかなければなら
ない。

　H28については、市町村ブロック別担
当者会において、大規模災害時におけ
る「防犯の視点」の必要性について説明
ができておらず、来年度取り組む。

県民
生活・
男女
共同
参画
課
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担当課

計画
冊子
記載
ペー
ジ

計画（P)

基本的方策１　　市町村による災害時の防犯対策を支援する

番号 具体的な取組

52



平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標５　　　 南海地震等の大規模な災害に対応した防犯対策を推進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証
担当課

計画
冊子
記載
ペー
ジ

計画（P)

基本的方策１　　市町村による災害時の防犯対策を支援する

番号 具体的な取組

176

項
目

内
容

(2) 発生前の備え及び発生後の対応へ
の支援

市町村において、災害発生後の防犯
活動を円滑に行うための備えが進むよ
う、災害時の犯罪や防犯活動の事例など
の情報を提供するとともに、市町村が開
催する会議や研修へ、実際に被害地等
で活動経験のある有識者や職員を派遣
するなどの支援を行います。

また、実際に災害が発生した場合に
は、被災地での犯罪の発生状況や、被
災者に対する生活上のトラブルに関する
情報提供など、市町村による防犯活動が
迅速・適切に行えるための支援を行いま
す。

１　被災地での犯罪発生状況の把握
２　災害時の防犯対策事例の把握

被災地の自治体からの情報提供
等、効果的な支援を行うために必
要となる情報の収集を行うこと。

市町村に対する働きかけに必要となる大規模災害時に
発生する事態の調査、検討を実施。

現在のところ成果はなく、大規模災害時
には防犯ボランティアの役割が重要とな
るため、具体的な制度や活動支援の方
法等、さらなる検討が必要なため、今後
も継続して取り組む。

生活
安全
企画
課
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標５　　　 南海地震等の大規模な災害に対応した防犯対策を推進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

177

項
目

内
容

(1) 防犯活動団体等の活動促進と早
期始動に対する支援

防犯活動団体等による平時の活動
が一層活性化し、そのうえ防災に関
するノウハウを習得できるよう、県や
市町村が実施する防災訓練や研修
会等への参加を促進します。

また、災害の発生時には、復旧活
動に移行した段階で防犯活動に取り
組めるよう、犯罪や避難所等におけ
るトラブルなどに関する情報や、ベス
ト、帽子、腕章等活動に必要な物品
の提供などにより、防犯活動の早期
始動を支援します。

１　高知県ホームページでの広報
２　ラジオ等を利用した広報
3　広報誌への掲載

１　啓発・広報について、いつ、ど
の媒体で、どの内容の広報を行う
か見極める必要がある。
２　若年者や現役世代に対し、ど
のような情報を提供すれば効果的
かを検討する必要がある。

１　「南海トラフ地震に備えちょき」を活用した啓発の実
施及び改訂版発行（41万部）
２　ＦＭラジオスポットＣＭ放送　261回
３　テレビ特別番組放送（8月）
４　テレビＣＭ放送（9月～11月）　291回
６　ポスター・標語を募集＜ポスター516点、標語1693点
の応募＞
７　①受賞作品を活用したポスターを作成し、電車・バ
ス（１月～3月）、県庁、市町村、学校に掲示　②受賞作
品をＦＭラジオスポットＣＭに活用
８　「震災に強い人・地域・ネットワークづくり講演会」の
開催
　・9/4　高知市　約150名参加
　・12/18　四万十市　約70名　参加
９　「こうち防災ニュースレター」の発行（年7回）
10 啓発DVD「その日その時…」の作成

引き続き市町村と連携し、あらゆる機会
を通じて県民に対し啓発を行っていく必
要がある。

南海ト
ラフ地
震対
策課
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178

項
目

内
容

(1) 防犯活動団体等の活動促進と早
期始動に対する支援

防犯活動団体等による平時の活動
が一層活性化し、そのうえ防災に関
するノウハウを習得できるよう、県や
市町村が実施する防災訓練や研修
会等への参加を促進します。

また、災害の発生時には、復旧活
動に移行した段階で防犯活動に取り
組めるよう、犯罪や避難所等におけ
るトラブルなどに関する情報や、ベス
ト、帽子、腕章等活動に必要な物品
の提供などにより、防犯活動の早期
始動を支援します。

１ 既存の防犯活動団体に対し、例え
ば会報による情報提供や講演の実施
などにより、防災に関する知識も習得
してもらう。

２ 自主防災組織の方々にも、防犯
活動の知識を普及させ、防犯団体、
防災組織の連携を図っていく。

１　県内で活動している防災組織
を把握し、研究会などへの参加
し、連絡を取り合っていく必要があ
る。

２　防犯活動団体に提供すべき情
報について、絶えず収集に努める
必要がある。

１　「安全安心まちづくりニュース」（第４号）にて地震発
生時の対応等を広報

２　防犯活動団体に対し、活動のためのベストを10着提
供した。

ベストを着用し啓発いただくことで、啓発
効果が高まるほか、災害時の防犯活動
の早期始動のインフラにつながる。

県民
生活・
男女
共同
参画
課
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担当
課

計画
冊子
記載
ペー
ジ

基本的方策２　　防犯活動団体等による災害時の防犯対策を支援する

番
号

具体的な取組

計画（P)
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平成28年度高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画進捗管理表

様式１

重点目標５　　　 南海地震等の大規模な災害に対応した防犯対策を推進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

担当
課

計画
冊子
記載
ペー
ジ

基本的方策２　　防犯活動団体等による災害時の防犯対策を支援する

番
号

具体的な取組

計画（P)

179

項
目

内
容

(1) 防犯活動団体等の活動促進と早
期始動に対する支援

防犯活動団体等による平時の活動
が一層活性化し、そのうえ防災に関
するノウハウを習得できるよう、県や
市町村が実施する防災訓練や研修
会等への参加を促進します。

また、災害の発生時には、復旧活
動に移行した段階で防犯活動に取り
組めるよう、犯罪や避難所等におけ
るトラブルなどに関する情報や、ベス
ト、帽子、腕章等活動に必要な物品
の提供などにより、防犯活動の早期
始動を支援します。

大規模災害発生後の復旧復興時に
おける自主防犯組織活動に必要な物
品の保管管理及び購入用予算措置

被災後における防犯活動におい
て、地域住民や来県したボラン
ティアによる活動では、避難者等
に対する信頼性が十分なものとな
らないおそれがあり、円滑な活動
を促進するためには、行政機関の
信頼性を付与した資機材を交付
するなどの支援が必要であるこ
と。

災害時の防犯活動に特化したものではないが、防犯活
動に必要な資機材の購入のための予算を計上し、資機
材を必要とする団体に配布。

災害時における防犯活動に必要とする
具体的な支援物品の検討、整備が十分
ではなく、また、災害後に想定される活
動の具体的方策の検討も充実していな
いため、今後も継続して取り組む。

生活
安全
企画
課
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180

項
目

内
容

(2) 自主防災組織による防犯活動へ
の参画の働きかけ

自主防災組織に、犯罪のない安全
安心まちづくり活動への理解を深め
てもらうため、市町村や自主防災組
織が行う各種会議や研修会へ実際に
被災地等での活動経験のある有識者
や職員などを派遣して、防犯活動のノ
ウハウや犯罪情勢に関する情報を提
供します。

また、これらの取組を通して、自主
防災組織にも防犯活動に関心を持っ
てもらい、日ごろの防犯活動へ参画し
てもらうよう働きかけます。

１ 引き続き、地域や自主防災組織を
対象にした出前講座等で、職員やこう
ち防災備えちょき隊を派遣し、自主防
災組織が取組んでいる防犯・防災活
動などの事例を紹介する。

　地域や自主防災組織の活動が
盛んな地域からの依頼が多いた
め、防災・防犯の意識が低い地域
への啓発について検討が必要。

地域・自主防災組織を対象にした出前講座で高知防災
備えちょき隊を43回派遣し、自主防災組織が取り組ん
でいる防犯・防災活動などの事例を紹介した。

地域に県の各種取り組み等について広
く啓発を行い、地域の防犯・防災力の向
上を図ることが出来た。

南海ト
ラフ地
震対
策課
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様式１

重点目標５　　　 南海地震等の大規模な災害に対応した防犯対策を推進する

実行（D) 評価（C)

H28年度実施計画
インプット（投入）

実施上の課題等

●アウトプット（結果）
　 インプット（投入）により、具体的に現れた形
●アウトカム（成果）
　 アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化

実施後の分析、検証

担当
課

計画
冊子
記載
ペー
ジ

基本的方策２　　防犯活動団体等による災害時の防犯対策を支援する

番
号

具体的な取組

計画（P)

181

項
目

内
容

(2) 自主防災組織による防犯活動へ
の参画の働きかけ

自主防災組織に、犯罪のない安全
安心まちづくり活動への理解を深め
てもらうため、市町村や自主防災組
織が行う各種会議や研修会へ実際に
被災地等での活動経験のある有識者
や職員などを派遣して、防犯活動のノ
ウハウや犯罪情勢に関する情報を提
供します。

また、これらの取組を通して、自主
防災組織にも防犯活動に関心を持っ
てもらい、日ごろの防犯活動へ参画し
てもらうよう働きかけます。

１ 既存防犯団体に対し、防災対策へ
の知識を普及させる。

２ 自主防災組織の方々にも、防犯
活動の知識を普及させ、防犯団体、
防災組織の連携を図っていく。

　関係部署などとの連携を強化
し、自主防災組織の結成状況の
把握を継続する。

以前は、当課の職員に被災地で勤務した者がいたた
め、関係団体や地域の集まりの場で「安全安心まちづく
り」について講義した際などに、被災地での経験談を話
して「防犯の視点」の必要性を呼びかけを行っていた
が、人事異動により当該職員がいなくなってからは取り
組めていない。

被災地で勤務したことのある者に話を聞
くなどし、講演の際には、「災害時の防
犯活動」について情報提供に努める。

自主防災組織の状況把握については、
関係部署との連携が不可欠である。 県民

生活・
男女
共同
参画
課
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182

項
目

内
容

(2) 自主防災組織による防犯活動へ
の参画の働きかけ

自主防災組織に、犯罪のない安全
安心まちづくり活動への理解を深め
てもらうため、市町村や自主防災組
織が行う各種会議や研修会へ実際に
被災地等での活動経験のある有識者
や職員などを派遣して、防犯活動のノ
ウハウや犯罪情勢に関する情報を提
供します。

また、これらの取組を通して、自主
防災組織にも防犯活動に関心を持っ
てもらい、日ごろの防犯活動へ参画し
てもらうよう働きかけます。

１ 被災時の取組事例等の情報収集
活動の強化
２　収集した情報の積極的な提供

被災時における防犯活動情報等
が少なく、被災地等での活動経験
者などからの情報収集が必要で
あること。

各種会合等において自主防犯組織等へ被災地におけ
る防犯活動等を紹介するなど、災害後の防犯ボラン
ティア活動に関する情報の提供を行った。

被災後の防犯活動のノウハウの収集が
十分ではなく他部門と連携した活動や、
被災地に派遣された経験のある警察職
員から防犯活動に関する意見等を聴取
する等、今後も継続して取り組む。
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